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        序章　覗き見と自慰

        　

        そこは、アルバイト先の事務所で最も奥まった場所――仮眠室だ。部屋には内窓があり、向こう側にグレーのブラインドが取りつけられている。

        視界を遮るためのブラインドだが、一端が折れているので仮眠室のようすを垣間見ることができる。

        その僅かな隙間に張りついて、大喜多おおきだ向日葵ひまりは口を半開きにして呼吸を荒くしていた。

        仮眠室にいる女性たちの話し声は明瞭には聞こえない。

        「あっ……ぁん……はぅ」

        しかし、艶めかしい嬌声はもうずっと漏れ聞こえている。

        （悠衣さんったら……いくら誘われたからって）

        向日葵は眉根を寄せる。視線の先にいるのはこの探偵事務所の社長である滝見たきみ悠衣ゆいだ。

        人間的な魅力に溢れ、圧倒的な美貌を誇る彼女にはだれもが惹きつけられる。悠衣は極度の男性嫌いということもあり、彼女のまわりには女性の影が絶えない。

        ここが『女性のための探偵事務所』と銘打っているせいもあって依頼人のほとんどが女性だ。

        そしてその依頼人からも、悠衣は誘われれば応じる。

        「ここが……いいの？」

        話し声は聞こえないと思っていたが、悠衣の妖艶な声だけは微かに聞こえた。それはきっと、雇い主である彼女に何年も恋い焦がれているせいだ。

        （いいなぁ……）

        悠衣が、女性を悦ばせることに長けているのはよくわかる。

        （だって、抱かれてる女の人……いつもすっごく気持ちよさそうなんだもん）

        ベッドに仰向けになっている女性の乳首を弄りまわしている悠衣を凝視する。

        向日葵はたまらず、自分のカットソーの裾に手を忍び込ませた。ブラジャーを無理やり持ち上げて、乳首を摘まむ。

        ここからでは悠衣がどんなふうに指を動かしているのかまでは見えないから、想像――いや、妄想するしかない。

        悠衣のしなやかな指先が乳頭を弄るのを頭の中に思い描く。すると、しだいに下腹部が熱くなってくる。

        悠衣は裸の女性の脚の付け根を手のひらで撫でまわしている。女性は「あぁん……！」と喘ぎながら腰をくねらせる。

        それを、向日葵は羨望の眼差しで見つめた。

        ベッドに寝転がっている女性が恥ずかしげもなく左右に大きく脚を開いた。その中心へ向かって悠衣の指が伸びていく。

        向日葵もまたスカートの裾を捲り上げ、ショーツの中に手を突っ込み、陰核を指で押す。

        「んぁっ、あっ、はぁん！」

        女性の高らかな喘ぎ声を聞きながら花芽を擦り立てる。

        （こんなこと、いけないのに……）

        覗き見などしてはいけない。まして、それで自慰をするなどもってのほかだ。頭ではわかっているのに、この場を離れられなかった。

        半開きだった自分の口から「んふ、はぁ」と吐息が漏れる。立ったまま乳首と淫核を弄っているので、両脚がカクカクと震えてくる。

        「あぁああっ！」

        女性がひときわ大きな嬌声を上げた。悠衣の指が女性の体内に沈んでいる。指が激しく出入りしているのが、ここからでもよくわかる。

        女性はよほど気持ちがよいらしく、豊満な乳房をあらゆる方向に振り乱して悶えている。

        （私も、悠衣さんにめちゃくちゃにされたい）

        羨ましいのと同時に妬ましかった。

        花芽を弄る指の動きが自然と加速する。自分の指を悠衣の指だと思い込むと、さらなる快感に見舞われた。

        「あぁんっ、ぁん、あんっ！　イッちゃうぅうぅ……っ！」

        仮眠室から女性の絶叫が轟く。

        その声に快感を煽られて、向日葵もまた「あぁん」と喘ぎながら体をビクンッ、ビクンッと収縮させた。

        （勢いで……イッちゃった）

        大きく息を吐きだすと、窓ガラスが曇った。

        白く霞みがかった視界の中、向こう側にいる悠衣と目が合う。

        「――！」

        心臓が脳天にまで響くほどドキッと高鳴った。

        向日葵は慌ててその場から離れ、自分のデスクへ駆ける。

        走ったせいか、心臓はいまだにバクバクと激しく鳴っている。呼吸も、いっこうに整わなかった。

        大きく息を吸い、長くゆっくりと吐きだす。

        悠衣は覗きに気がついている。だがこれを、はっきりと咎められたことはない。悪趣味だ、と言われたことはあるが――。

        「悠衣さんのせいなんだから……」

        呟き声が虚しく事務所に響いた。

        向日葵はデスクに両手をつき、その上に顔を突っ伏した。

        


        　

        　

    

    
        第一章　焦れる身体

        　

        大学の講義を退屈だと感じたことはない。

        自ら望んで法学部に入った。将来の夢は五年前――悠衣と出会った頃――に決まった。

        （弁護士になって、悠衣さんを支えるんだ）

        浮気調査を主とする探偵事務所に弁護士はつきものだ。法律のプロフェッショナルになって、悠衣の探偵業に少しでも役立ちたい。

        講義室で、向日葵は講師の話を「ふむ、ふむ」という具合に熱心に聞きながらノートの上でシャープペンシルを走らせた。

        滝見探偵事務所へアルバイトに行くのは大学での講義が終わってからだ。したがって、昼過ぎになることが多い。

        校門を出て早足で歩道を歩く。事務所へ向かうときはいつも早歩きになる。一刻も早く悠衣の顔を見たくて気が逸るのだ。

        水無月ビル八番棟七号室に滝見探偵事務所がある。エレベーターは使わずに階段で二階へ上る。廊下の突き当りの部屋がそうだ。

        ドアノブを回すものの、ガチャンと鈍い金属音を立てるばかりで、開かない。施錠されている。

        （悠衣さん、いないのかぁ……）

        向日葵ひまりはガクリと項垂れて、バッグから事務所の合鍵を取り出した。悠衣は調査に出ていて不在ということがたびたびある。

        『滝見探偵事務所』というプレートのついた鉄扉の鍵を開けて中へ入る。デスクの上には書類が山積していた。向日葵の仕事は書類整理と、見積書や請求書作りなどの事務作業だ。悠衣と一緒に調査に出ることは稀である。

        書類の整理を終えて手持ち無沙汰になった向日葵は席を立ち、事務所の大窓から外を眺めた。ちょうどそこに悠衣の姿を見つけて、顔がほころぶ。

        悠衣は外部調査員の女性となにやら立ち話をしている。滝見探偵事務所の調査員は悠衣本人を除いてすべて嘱託だ。だから、向日葵が調査に駆りだされることはほとんどない。

        悠衣が軽く手を挙げて女性と別れようとすると、外部調査員の女性が悠衣の腕を掴んで頬にキスをした。

        （んもうっ！　白昼堂々あんなこと！）

        向日葵は窓ガラスに両手と鼻を貼りつけて憤慨する。苛立ちを覚えたが、自分は悠衣の恋人でも何でもないので文句は言えない。

        （悠衣さんはあの調査員の人とも、エッチなことしてるのかな……）

        向日葵は唇を尖らせて階下を見る。モヤモヤとした気持ちを映したように、窓ガラスが吐息で曇った。

        （あっ……）

        悠衣がビルに入ってくる。向日葵は慌てて自分のデスクへ行った。

        整理を終えている書類をあらためて両手で持ってトントン、と端を揃えながら悠衣を迎える。

        「もう来てたの。ご苦労様」

        「は、はい。お疲れ様です」

        向日葵は椅子に座ったまま悠衣を見上げる。彼女が歩けば、腰まであるミルクティブラウンの真っすぐな髪の毛が天使の輪を描いて揺れる。

        目元はくっきりとした二重瞼で、鼻筋は通り、唇はほどよく肉厚だ。長身でプロポーションのよい悠衣はどんな服でも難なく着こなせる。二十七歳という年齢よりも若く見えるのは、肌に艶と張りがあるからだ。

        両耳には流れる滝を模したようなピアスが光っている。悠衣はそういったロングピアスを身につけていることが多い。

        （はぁ……悠衣さん、今日も素敵）

        彼女はいつ見ても麗しい。

        急いでデスクチェアに座ったからという理由だけでなく、向日葵の胸はドキドキと鳴る。

        悠衣は部屋の一番奥、窓際にある自分のデスクへ向かって颯爽と歩いた。ところが、窓ガラスについた向日葵の顔の跡を見るなり眉を顰めて足を止める。

        そのことに気がついて、向日葵はギクリと身を強張らせた。

        「ヒマワリちゃんたら、またヽヽ見てたの？」

        さすが悠衣だ。

        「～ッ、ヒマリですってば！」

        窓から外を覗き見していたことをやんわりと咎められたことは棚に上げて向日葵は声を荒らげた。それにしても、本名よりもニックネームのほうが長いのはいったいどういうことだといつも思う。

        いまから二年前。事務アルバイトに応募したとき、履歴書の名前にフリガナを書き忘れて、面接で悠衣が『ヒマワリ』と読んだのが始まりだ。

        「まぁいいけど。ヒマワリちゃん、コーヒー二人分」

        「はぁ～い」と間延びした返事をして給湯室へ向かう。

        二人分のコーヒーを淹れて戻ると、悠衣は手に持っていた紙袋を顔の高さまで掲げていた。中心街にある高級チョコレート店のものだ。

        「一緒に食べよう」

        「はいっ！」

        「こういうときの返事はいいんだから」

        向日葵はティーカップをローテーブルの上に置いて、いそいそとチョコレートの包みを開けた。

        悠衣と並んでソファに座り、一粒あたりワンコインは下らないチョコレートを味わう。

        悠衣はローテーブルの上に置いていたリモコンを手に取り、テレビをつけた。ニュースの特番が放送されていた。女性キャスターがマイクを手にして、

        『――について、財摩大学病院の院長先生にお話をうかがいます。財摩先生、本日は――』

        急に画面が変わり、バラエティ番組になった。横を見れば、悠衣がリモコンをテレビに向けていた。

        「えっ、どうしたんですか？」

        悠衣の横顔はふだんよりも心なしか不機嫌だ。

        「……べつに。もっと明るいニュースが見たいと思っただけ」

        向日葵は「はぁ」と曖昧に相槌を打つ。

        （そんなに暗いニュースだった……かな？）

        女性キャスターが大学病院の院長に、いったい何の話を訊こうとしていたのかむしろ気になるのだが、チャンネルを戻してほしいとは言えなかった。悠衣は依然として険しい顔をしている。

        チョコレートを食べたあとは、自分のデスクに戻ってメールチェックをした。

        （ええと、依頼のメールは――一通か）

        依頼人からのメールと迷惑メールを振り分け、

        「悠衣さん、浮気調査の相談メールがきてます。転送しますね」

        「ん、ありがと」

        相談のメールを受け取った悠衣が日程を調整する。たいていは事務所へ足を運んでもらうことになるが、依頼人の希望でカフェやファミリーレストランに赴くこともある。

        悠衣は、指定されればラブホテルにだって行く。そこで彼女がなにをしているのかまではわからない。

        （浮気調査の相談を受けてるだけ、とは思えないんだよね）

        ラブホテルから、ふだんとは異なる香水の匂いを漂わせて帰ってくることがしばしばある。

        それは、外部調査員と出掛けたあともそうだ。このところは匂いで、どの調査員と会っていたのか嗅ぎ分けられるようになった。

        （私だって探偵になれそう）

        ただし、悠衣に関することだけだが。

        それから小一時間は書類の整理をしていた。ピンポーン……と事務所のインターホンが鳴ったので、席を立ち玄関へ急ぐ。

        「どうも」

        先ほど悠衣がビルの前で会っていたのとは別の外部調査員の女性だ。悠衣と打合せをするらしい。

        「いらっしゃい。入って」

        悠衣がやって来て、調査員の女性を応接室へと通す。向日葵はすぐに給湯室へ行き二人分のコーヒーを淹れて応接室に運んだ。

        「失礼します」

        応接室の扉は開いたままになっていたので、コーヒーカップが載ったトレイを持ったままノックはせずに部屋に入った。

        すると、調査員の女性が悠衣にしなだれかかっていた。

        （な、なっ――）

        向日葵は一瞬、足を止めたが、笑顔を貼りつけてコーヒーカップをテーブルの上に置いた。

        給仕を終えたら部屋の扉は閉めて出ていくのがマナーだ。心情としてはこのまま開け放しにしておきたかったが、そういうわけにはいかない。

        渋々、応接室の扉を閉め、しばらくその場で聞き耳を立てていた。この部屋には内窓がないから、覗き見は不可能だ。

        中からは話し声が聞こえた。内容まではわからない。調査員の女性はなかなか部屋から出てこなかった。

        そわそわとして落ち着かず、応接室の前をうろうろする。

        ガチャッ、と音をを立てて扉が開く。調査員の女性の髪の毛は少し乱れていた。

        「またね、悠衣」

        「ええ」

        向日葵は悠衣の斜め後ろで、調査員の女性を見送った。

        （……香りが変わってる）

        悠衣からはふだんと異なる香りがした。調査員の女性と、匂いが移るほど密着していたという証拠だ。

        自分のデスクへ戻ろうとしていた悠衣に、向日葵は唇を引き結んで詰め寄る。今日こそは思いきって訊いてみよう、と先ほど心に決めた。

        「なんで私は抱いてくれないんですかっ？」

        悠衣のストライクゾーンは広いようだ。しかしながら自分は、少しも相手にしてもらえない。

        眉根を寄せる向日葵をよそに、悠衣はきょとんとして目を見開いていた。

        悠衣がなにも言わないので、向日葵は続けて言い募る。

        「私っ……胸は、そこそこありますよ！　このあいだ測ったら八十六でした！」

        「そう。私より大きいね」

        静かな声音で悠衣が言うので、向日葵は唇をわなわなと震わせて不満を露わにする。

        「そんな、テキトーにあしらわないでください……！」

        すると悠衣は大きなため息をついた。

        「そもそもあなた、学生じゃない。学生は勉強するのが本分でしょ」

        「でもでもっ、成人はしてます！」

        「自分の力で生活できてなきゃ、大人じゃないね」

        悠衣は遠い目をして「私も、人のことは言えないけど」と呟く。

        「えっ？」

        「なんでもない」と言いながら悠衣は黒革の執務椅子に腰掛けて足を組んだ。

        「だいたい、こんな最低な女のどこがいいわけ？　学校にさ、もっといっぱいいるでしょ、かわいい子……あぁ、今度大学に遊びにいっていい？」

        「だっ、だめです！」

        悠衣は『可愛い子』を物色するつもりに違いない。

        「どうしても……どうしても、だめですか？　私……私だって、悠衣さんに乳首を弄られたい……っ！」

        「だめ、絶対」

        そうして悠衣はそっぽを向いてしまう。

        「今日はもう上がっていいよ。お疲れ様」

        言い方はソフトだが即すなわち「帰れ」ということだ。

        向日葵は「うぅ」と呻いてガクリと肩を落とし、とぼとぼと自分のデスクへと歩く。荷物をまとめ、「お疲れ様でした」と言いい事務所を出た。

        自宅アパートは事務所から程近いところにある。家に着くまでのあいだ、向日葵は何度もため息をついた。

        （でも私……諦めない）

        悠衣に片思いして五年。我ながらしつこいが、こんなことで諦められるはずがない。

        　

        翌日、大学の講義を終えて事務所へ行くと、悠衣は何事もなかったかのように至って通常通りだった。

        （悠衣さんってば……すっごいフツー。気にしてるのは私だけ？）

        かえって悲しくなってくる。少しは気にしてもらいたいものだ。

        「ヒマワリちゃん」

        「は、はい」

        「一時間後に依頼人が来るから、お茶出しと、それから必要に応じて見積書の作成もお願いね」

        ああ、やはり少しも気にされていない――と心の中で落胆しながらも「わかりました」と答えた。

        「昨日のメールの方ですか？」

        「うん、そう」

        依頼人を迎える準備をして、一時間後。予定時刻よりも十分遅れて、依頼人はやってきた。

        「ご足労いただきありがとうございます」

        向日葵は玄関で依頼人を迎える。ウェーブのかかったライトブラウンの髪は肩までの長さで、背はそれほど高くない。自分と同じくらいだ。

        （高そうなバッグと服……それに靴も）

        ブランド品にはそう詳しくないが、そんな自分でも知っているほど有名な高級店の服飾品を依頼人は身につけていた。

        依頼人の女性を応接室に案内し、ドリンクメニューを見せて飲み物を訊いたあと、受付シートに記入してもらう。

        書き終わる頃に、悠衣が鉄壁の営業スマイルを携えて入ってくる。この笑顔にやられる女性は数多い。向日葵もそのひとりだ。

        悠衣は依頼人に名刺を差しだし、形式的な挨拶を交わした。

        「私以外にも恋人がいるのが許せなくって。この人なんですけど……調べてもらえませんか？　お金はいくらでも出しますから」

        ソファに座った依頼人はスマートフォンを操作し、画面を見せてくる。依頼人と女性がふたりで写っている。

        滝見探偵事務所の社長はレズビアン、ということはＳＮＳなどインターネット上でとても有名だ。ゆえに依頼人もまた同性愛者であることが多い。

        悠衣は依頼人が記入した受付シートに目を通して話し始める。

        「――わかりました。それではまずこの方とあなたの関係から教えていただけますか」

        悠衣がヒアリングを開始したところで、向日葵は扉の前で一礼して応接室をあとにした。

        それから小一時間ほど、悠衣と依頼人は応接室で話をしていた。

        依頼人が帰ると、悠衣に受付シートを渡された。

        「次回、契約になると思うから」

        「わかりました。データベースに登録して、契約書も作っておきますね」

        「よろしく」

        花柄の受付シートを見ながらパソコンに向かい、専用ソフトを起動する。名前や年齢、住所など個人情報を入力していく。

        （坂間さかま愛実つぐみ、二十六歳。会社員――）

        カタカタカタ……とキーボードを叩く音だけが響く。

        データの入力を終えて、ふと横を見れば、悠衣は顎に手を当ててなにやら考え込んでいた。

        「悠衣さん？　どうしたんですか」

        「うーん……。さっきの依頼人の坂間様ね、職業は会社員……ってことだけど。それにしては羽振りがよすぎるなと思って」

        たしかにそうだ。

        （ブランド品ばっかり身につけてたし）

        それに、依頼人はふつう費用を気にする。早々に見積書を作るパターンが多いのに、今日の依頼人――坂間愛実は違った。

        見積もりを取らずに、調査にかかった費用は全額、支払うのだという。

        「会社員のわりに……っていうのは偏見かもしれないけど、お金に糸目をつけないのがちょっと気になる」

        「そうですね」

        向日葵もまた、悠衣と同じように顎に手を当てた。

        （会社の社長とか、お医者さんならわかるけど）

        考えられる可能性を、何気なく呟く。

        「坂間さん、でしたっけ。実家がお金持ちとか？」

        すると、悠衣の眉がピクッと動いた。

        「……そうかもね」

        気のない返事をして、悠衣は自分のデスクへと戻った。椅子には座らず、ジャケットを脱いでストレッチを始める。彼女の日課だ。

        向日葵はいつもそれを盗み見ている。悠衣の完璧なプロポーションはどれだけ見ていても飽きることはないのだ。

        悠衣が両腕を伸ばすたびにふるふると揺れる胸を目の当たりにしてにわかに興奮を覚えているのだとは、けして悟られてはならない。

        ピンポーン、と事務所のインターホンが鳴った。

        「今日はもう依頼人の訪問予定はないよ」

        「じゃあ、誰でしょうね？」と言いながら向日葵は席を立ち、玄関へ向かう。

        ドアスコープを覗き込んで訪問者を確認したあと、扉を開けた。

        「こんばんは、翠さん」

        隣室の会社社長、茅場かやば翠みどりだ。

        「あぁん。今日もかわいいわねぇ、向日葵ちゃん。こんばんは」

        この女性はなぜいつもそう色っぽい声を出すのだろう。向日葵は苦笑するしかない。

        翠の斜め後ろには眼鏡の女性がいた。翠の会社の事務員、福里ふくざと美花子みかこだ。手にはショッキングピンクの紙袋をふたつ持っている。無言で差しだされ、つい受け取ってしまう。

        「新商品なの。ふたりぶん持ってきたから、使ってね」

        翠は唇に手を当ててキスを投げたあと、身を翻して去っていった。美花子はというと、ペコッと会釈して翠のあとを追った。

        （ああ、もう……また受け取っちゃった）

        受け取ったからといって代金を請求されるわけではないが、紙袋の中身は公共の場では絶対に見てはいけない代物だ。

        初めて翠からこの紙袋を渡されたときは、彼女の会社がなにを売っているのか全く知らなかったので、その場で中身を確かめてしまってとても恥ずかしかった。

        「あの……悠衣さん。翠さんからいただきました」

        エメラルドグリーンのローマ字でＭＩＤＯＲＩと書かれたショッキングピンクの紙袋を悠衣のデスクに置く。

        「ん、ありがと」

        動揺は少しも見られない。平然としている。

        （そりゃまぁ、悠衣さんはこんなの慣れっこかもしれないけど）

        向日葵はほんのりと頬を赤くしたまま自分のデスクに戻り、坂間愛実との契約書作りに励んだ。

        悠衣に契約書を渡し、隅々までチェックしてもらう。不備はなかった。

        「それじゃあ、お疲れ様でした」

        「うん、お疲れ。また明日ね」

        「はい！」

        また明日、と言ってもらえるとそれだけで嬉しくなる。向日葵はふたたび「お疲れ様でした」と挨拶をして帰路についた。

        　

        徒歩で自宅アパートに到着した向日葵は無人のワンルームに向かって「ただいま」と言い、上着を脱いでハンガーに掛けた。

        一人暮らしのワンルームにはシングルベッドと小さなテーブルがある。ソファは、スペース的な問題で置いていない。

        食事と入浴を済ませた向日葵は花柄のパジャマ姿でベッド端に腰掛け、翠からプレゼントされた紙袋を開けた。

        ひとりきりだというのに、この紙袋を開けるのにはいつも緊張する。

        「わぁ……」

        出てきたのは、花びらの形をしたローターだ。それが二つ収められていた。

        滝見探偵事務所の隣室はラブグッズ販売会社で、翠はその社長なのである。

        透明のケースから、花びらの形のローターを取りだす。

        説明書の類はない。翠から貰うものはいつもそうだ。

        （電源ボタンは……どこだろう？）

        人肌のように滑らかで柔らかな、触り心地のよいローターだった。あちらこちらと触りまわして、裏側にボタンを見つけた。

        向日葵はゴクリと喉を鳴らして、ローターをいったんベッドに預けたあと、花柄のパジャマの前ボタンを外していった。ボトムスは脱いで、下はショーツだけになる。

        ベッドの上に置いていたローターをふたたび手に取る。そのあとは、白いキャミソール生地の上から乳輪に沿ってローターで円を描いた。

        電源は、まだ入れない。

        「ん、んん……」

        自分の指でするよりも気持ちがよいのはなぜだろうと、いつも思う。

        ブラジャーはつけていないから、ローターの感触が薄布を通して伝わってくる。そうして服の上から乳首のまわりを擦るだけでも、ショーツに染みができる。

        （私って濡れやすいのかな）

        ほかの人がどうなのか、実際に比べたことなどないし、大学の友人とはそういう話をしないのでわからない。

        「んぅ、んっ……」

        喘ぎながら、もうひとつのローターでキャミソール越しに反対側の乳輪を擦り立てた。

        しだいに薄いキャミソールが盛り上がってきた。ふたつの乳首がムクムクと勃ち上がって、服を押し上げている。白い生地だから薄桃色がよけいに目立つ。

        向日葵は硬くなった乳頭の根元をふたつのローターで揺さぶった。

        「ぁん、あぁんっ」

        ブオォォンという、アパート前の幹線道路を行く車の走行音が聞こえた。そのほかには、自分の喘ぎ声だけだ。

        「ふはぁ……っ」

        服の上からするのでは物足りなくなって、キャミソールの裾を首のあたりまで捲り上げた。向日葵のたわわな乳房が明るみに出る。

        先日はつい、悠衣に胸の大きさをアピールしてしまったが、低い身長のわりに大きな胸はコンプレックスでもある。

        自分の息遣いが荒くなっていくのを感じながら、ローターの割れた先端を胸の先にあてがった。

        「はぅん！」

        みっともない声を上げて体を仰け反らせる。

        胸のところまであるダークブラウンの髪の毛が左右に振れ、ふたつの膨らみが小刻みに横揺れしながら上下に弾んだ。

        「はぁ、はぁっ……」

        柔らかなローターに胸先を挟んで引っ張り上げると、自分の指でするのとはまったく異なる快楽が巻き起こった。

        ショーツの染みがどんどん広がっていく。すっかり湿り気を帯びたショーツに、胸にあてがっていたローターのひとつを押し当てた。

        生地が陰唇に張りつく。ところが、不快どころか快感しかない。

        向日葵は足を大きく左右に広げて、ローターで割れ目の中心を刺激する。すると、ますます濡れてくる。

        ショーツの向こう側が透けて見えるくらいだ。履いたばかりだったのに、ずぶ濡れになってしまった。

        たまらなくなってショーツを脱ぐ。自宅で、ほかにはだれもいないとはいえベッドで下半身を晒すのは背徳感がある。

        しかしその背徳感が、よけいに蜜を溢れさせる。

        「ふぅう……」

        呻きながら向日葵はローターの電源をふたつとも入れた。ローターがヴヴヴ……と振動を始めるものの、少し離れれば耳につかない程度の音で、とても静かだ。

        震えるローターを、鋭く尖った乳首にあてがう。

        「あっ、ぁっ、はぁっ、あぁぁっ……」

        自分自身を焦らすため、当てたり離したりを繰り返した。そうしているあいだに胸蕾はガチガチに凝り固まる。硬くなればなるほど、刺激に敏感になるのはなぜだろう。

        乳房を揺らして身悶えしながら両脚を大きく開いた。下半身の豆粒にも、乳頭と同じようにしてローターを這わせる。

        「ぁはぅっ！」

        ローターが淫核に触れるとそれだけで絶頂してしまいそうになった。

        （悠衣さんも、いまごろ……コレでひとりエッチしてるの？）

        下腹部がトクッと脈づく。悠衣の顔を思い浮かべただけで快感が増幅する。

        悠衣はどんな使い方をしているのだろう。

        （私と同じ？　それとも――）

        「んん、ぁうんっ……悠衣、さぁん……っ」

        切なげに名を呼んだところで、それに応える声はない。

        妄想の域を出ずとも、彼女を想えば快感はどんどん高まっていく。

        胸と下半身にあてがっていたローターの割れた先端で、乳首と陰核をそれぞれ摘まみ上げる。

        そのあとは、ローターを悠衣の指に譬えて嬲り倒した。乳首はこれ以上ないというくらいに硬く尖り、花芽はぷっくりと膨れ上がって充血している。

        「ふぁあぁあぁんっ！」

        ひときわ大きく絶叫しながら、向日葵はビクンッ、ビクンッと全身を痙攣させた。

        


        　

        　

    

    
        第二章　セックスフレンド

        　

        オートロックに加え、エントランスには二十四時間対応のコンシェルジュがいるこの分譲マンションは高級な部類に入るのだろう。

        だがこのマンションの値段は知らない。父親に買い与えられたからだ。

        探偵事務所での仕事を終えた滝見悠衣ゆいは「おかえりなさいませ」とにこやかに挨拶をしてきたコンシェルジュに笑顔で「ただいま」と言い、エレベーターに乗った。最上階で降り、ハンドバッグからカードキーを取りだして玄関扉の鍵を開け、部屋に入る。

        いまは一人暮らしだというのに三ＬＤＫという間取りはきっと贅沢だ。

        ジャケットをハンガーに掛け、キッチンでコーヒーを淹れたあと、広々としたリビングのソファに座って寛ぐ。夕食はレストランで済ませてきた。

        しばらくリビングでテレビを見ながら過ごしたあと、入浴し、そのあとは裸のままベッドに入る。いつもそうだ。パジャマや下着は身につけない。

        夏に限らず、真冬でもそれは変わらない。床暖房完備のこの部屋は常夏のようなものだ。

        マンションの管理費をはじめ光熱費までも父親の口座から引き落とされるのをいいことに、使い放題である。

        （ほんと……これじゃ、ヒマワリちゃんに大きなこと言えない）

        自立など少しもしていない。親のすねかじりだ。

        だが、こちらがそれを望まずとも父親のほうからぜひそうさせてほしいと言ってくるのだから仕方がない。

        （向こうは、贖罪のつもりなんだろうけど）

        住居を世話になっておいてこう言うのはどうかと思うが、父親とはもうかかわりたくないというのが本音だ。

        悠衣は愛人の子どもだった。物心がつく頃には母親とふたりでこのマンションに住んでいた。

        ときおりやってくる男性を父親だと認識したことはなかった。それはずっと変わらない。

        十四歳のとき母親が亡くなって以来、彼がこの部屋を訪ねてくることはなくなったが、いまもなお彼を父親だとは思っていない。

        だがそんな男でも唯一の肉親には違いなかった。

        父親は本妻とのあいだに子がいない。亡くなった母親の親類とは疎遠で、顔も名前も知らない。別段、興味もない。父親の親類についても同じだ。

        （知ったところで、煩わしいだけ）

        「おやすみ」を言う相手はいない。それを、いまはもう寂しいとは思わない。

        　

        翌朝。悠衣は裸のまま、ふらふらとした足取りで洗面台へ向かった。ぬるま湯で顔を洗い、歯を磨く。そうしているあいだにだんだん目が覚めてくる。

        櫛で寝癖を直してから下着をつけ、スーツに袖を通す。

        朝食は取らないか、あるいは果物だけで簡単に済ませることが多い。

        母親が元気だった頃はよく料理をしていたが、ひとりだとどうも作る気が起きない。

        玄関の脇に造りつけられた大きな鏡で、身だしなみの最終チェックをした悠衣は、意気揚々と家を出た。

        事務所へは徒歩数分で到着する。今日は土曜日だから、朝から向日葵ひまりがいる。そう思うと、それだけで足取りが軽くなる。

        事務所の玄関扉の鍵は開いていた。向日葵はもう出勤している。

        「悠衣さんっ、おはようございます！」

        「うん、おはよう」

        ああ、なんて素晴らしい朝なのだろう。心の中で感激する悠衣をよそに、向日葵は給湯室へと小走りする。

        土曜日の朝は豆からコーヒーを淹れることになっている。執務椅子に座ってメールのチェックをしていると、挽きたてのコーヒーのよい香りが給湯室のほうから漂ってきた。

        「どうぞ！」

        向日葵が、デスクの隣にあるサイドテーブルにコーヒーカップを置いてくれる。

        悠衣はコーヒーカップを見たあと、向日葵へと視線を移した。ダークブラウンの髪の毛はいつも頭の高い位置で団子にしてある。耳にはヒマワリの形の小さなピアスをしている。身長はそれほど高くない。むしろ女性の平均身長よりも低い。バストはおそらく平均よりも上だ。そのアンバランスさがいっそう、愛くるしさを加えている。

        「ありがと」と礼を述べると、向日葵は満面の笑みになった。その名のとおり、大輪の花が咲いたような笑顔だ。

        （もうっ……かわいすぎ）

        彼女ならきっと目に入れても痛くない。

        ふだん、彼女に対してそっけない態度を取ることが多いが、内心は真逆だ。向日葵のことが愛しくて、いつも心の中で身悶えしている。

        （私なんかの毒牙にかけちゃ、だめ）

        先日は向日葵に「抱いて」と言われて焦った。

        向日葵は未成年ではないが、前途のある学生だ。よけいなことを覚えさせないほうがいい。

        （本当は、覗き見だってやめさせなくちゃいけないのに）

        わかっているが――正直なところ、彼女に覗かれていると思うと興奮する。もっと毅然と「覗き見はだめだ」と咎めるべきなのに、できずにいる。

        （そもそも私が、あんなところでするのがいけないんだけどね）

        大人としてどうなのだ、と自責の念に駆られながら悠衣はカップを手に取りコーヒーを啜る。

        「おいし……」

        小声で、向日葵には聞こえないように感想を述べた。

        　

        パソコンに向かって、副業の株式投資の研究をしているときだった。デスクの端に置いていたスマートフォンがメッセージを受信する。

        『今夜、どう？』

        対して、悠衣はすぐに返信する。

        『いいですよ。夜、そちらに行きます』

        『待ってるわ』というスタンプが返ってきた。土曜日には、そうして誘われることが多い。

        夕方、陽が落ちるなり悠衣は向日葵に言う。

        「ヒマワリちゃん、今日はもういいよ」

        すると向日葵は些か不満そうに「はぁい」と返事をして事務所を出ていった。

        （私だって、もっとヒマワリちゃんと一緒にいたいけど）

        何の手だしもできないぶん、それはそれで酷なのだ。

        大窓から、向日葵が帰るのを見送ったあと、悠衣は帰り支度をして事務所を出た。

        すぐ隣の部屋のインターホンを押す。ガチャッという音とともに扉が開く。翠はいつもどおりの穏やかな笑みを浮かべていた。

        「いらっしゃい。入って」

        「お邪魔します」

        同じビルの隣室だ。間取りは同じだが、内装が異なるせいで探偵事務所とは雰囲気がまったく違う。ピンクを基調に暖色で統一された空間だ。

        「事務員さんはもう帰られたんですか？」

        「ええ、もちろん。そっちもでしょ？」

        悠衣は無言で頷く。

        「じゃあさっそく……こっち」

        最奥の部屋が仮眠室になっているのは、この事務所も同じだ。

        だが探偵事務所の仮眠室と決定的に違うのは、棚一面に大人の玩具が並べられているということ。

        仮眠室というよりも、試行室と呼ぶほうが正しいのかもしれない。

        「昨日、あげた玩具は使ってくれた？」

        「いえ、まだです」

        家に持ち帰ったものの、紙袋から出してもいない。自宅で自慰をすることはほとんどないのだ。わざわざ家でせずとも、不特定多数の女性と毎日のようにこういうことをしているので、自宅では使う機会がない。

        「悠衣はつれないわねぇ。向日葵ちゃんは、きっとちゃんと使ってくれてる」

        「……どうして、そんなことがわかるんですか？」

        翠が向日葵のことを語るのは不快だった。「向日葵のなにを知っているのだ」と、つい言及してしまいそうになったが、かくいう自分も向日葵のすべてを理解などできていない。

        「んー？　だってあの子……悠衣に毎日、焦らされてるようなものでしょ？」

        翠は笑みを深める。

        （ヒマワリちゃんから聞いたわけでもないだろうに……なんでこんなに自信たっぷりなんだろ）

        悠衣は唇を引き結んで黙り込む。

        （ひとりえっち――ヒマワリちゃん、が）

        瞬く間に妄想が膨らみ、向日葵が官能的な声を上げて自慰をしているようすがありありと頭の中に浮かんだ。

        探偵事務所の仮眠室の、折れたブラインドの向こうに垣間見える向日葵の恍惚とした表情を思い浮かべると、下腹部が熱くなって濡れてくる。

        「あら？　もしかしていま、向日葵ちゃんのエッチな姿を妄想してる？」

        「しっ……してません」

        翠は、気づいているのだろうか。

        （私が本当はヒマワリちゃんを好きだってこと――）

        秘めた愛情を、翠は知っているのだろうかと不安になる。

        「翠さん、よけいなこと喋らないでくださいね」

        「よけいなこと？」

        腰近くまであるハニーブラウンのウェーブヘアを手でなびかせながら翠は笑みを深めた。

        「私が、だれになにを言うっていうの？」

        いやに白々しい口ぶりだった。悠衣はなにも答えない。翠は「クスッ」と息を漏らして歩きだす。

        「さぁて、今日はどれで責めてもらおうかしら」

        天井に届くほど背の高い棚にびっしりと並んだ自社製品を物色し始めた。

        「悠衣はどれがいい？」

        「お任せします」

        「んもぅ、相変わらず淡泊ね」

        翠は「うぅん」と悩ましげに唸って、棚を端から端まで何度も往復した。そうして大人の玩具をベッドに並べていく。

        「今日はこれを全部、使うわ」

        翠は「今日は」などと言っているが、ペニスバンドとローターはもはやおなじみだ。

        「ねぇ、脱がせて」

        自分で服を脱がないのも、いつものこと。

        翠のジャケットのボタンと、それからブラウスのそれも同じようにプチプチと外していく。ジャケットとブラウスを一緒くたに腕から抜けさせると、紫色のブラジャーが露わになった。

        翠の背中に腕をまわしてホックを弾き、ブラジャーも脱がせると、零れんばかりのふくよかな乳房が躍りでる。

        触れてもいないのに先端は尖っていた。大きな乳輪に、乳首がちょこんとついている。それを見て大興奮するということはない。もう見慣れている。

        スカートのファスナーを下ろして、ブラジャーと揃いの紫色のレースショーツを引き下ろす。

        「もぅ……。もっと色っぽく脱がせてほしいって、いつも言ってるでしょう？」

        あっという間に全裸にしてしまったからか、翠は不満げだ。

        部屋の中は真上にあるシーリングライトのせいで真昼のように明るいが、翠は裸体を隠して恥じらうようなことはしない。堂々たるものだ。自分のプロポーションに自信があるからだと思われる。

        「悠衣も脱いで」

        そう催促されるのもまた、いつものことである。

        悠衣はジャケットを脱ぎ、中に着ていたドレスシャツのボタンも手早く外す。

        翠はどうやら着衣のセックスが嫌いらしい。

        ふたりともが一糸まとわぬ姿になると、翠はたっぷりとした乳房を揺らしながら楕円形のローターを手に取り、柔らかな素材のマスキングテープで自分の乳首と、それから悠衣の薄桃色にも貼りつけていった。

        「はい、どうぞ」

        ペニスバンドを手渡される。

        「どうも」

        短く答えながら受け取った。悠衣は慣れた手つきでペニスバンドを装着する。

        初めてつけたときは違和感を覚えたが、回数を重ねすぎて慣れてしまった。

        ふと、壁際に置いてあったスタンドミラーが目についた。そこに、ペニスバンドを装着した自分の姿が映っていた。

        乳房の先端にはローターが貼りつき、脚の付け根には男性器を模した棒を携えた自分自身は他人のように見える。現実味がない。そのせいで、ペニスバンドをつけることに抵抗感がないのだろう。

        翠はセックスにおいて『着衣』だけでなく『焦らす』行為も嫌いだ。

        ゆえに、ローターのスイッチだってすぐに入れる。翠はさっそく、自分と悠衣に貼りつけた四つすべての電源を入れた。

        それらが振動を始めると、翠は口の両端を吊り上げた。

        「あぁ、はぁああん……っ。きもちぃ、きもちいぃいぃっ」

        ベッドの上で両足を恥ずかしげもなく左右に割り、身をくねらせて悶えている。

        「悠衣ぃ、見てぇっ……私の、ここぉ」

        猫撫で声を出して翠が指し示しているのは秘めやかな園だ。顔を近づければ、花核がヒクヒクと痙攣し、膣口からはもう蜜が零れでているのがわかった。

        （愛撫もなにもしてないけど……挿れても大丈夫そう）

        悠衣は翠の両脚を押し上げて蜜口を浮かせ、そこへ偽にせの肉竿を突き立てる。

        「やぁああんっ！」

        ほんの少し押し進めただけでも翠は高らかに喘ぐ。過剰反応ではないかと思いつつ、その声に性欲を刺激される。

        （私って単細胞なのかな）

        愛情などなくとも、嬌声を聞けば官能が燻り始める。

        悠衣はなおも張形を奥へと進ませた。

        「あぁぁああんっ！」

        最奥まで収めきると、翠は絶頂するときのような大声を上げた。尤もっとも、本当に絶頂するときはその声がさらに大きくなる。

        （こんなので突っつかれて、気持ちいいの？）

        そうしているのは自分だというのに、頭の中は他人事のように冷静だ。

        悠衣は腰を前後させて、偽のペニスで翠の体内を掻きまわす。一突きするたびに陰核に刺激がある。

        「あはぁああんっ、やぁあぁんっ！」

        翠はハニーブラウンのウェーブがかった髪の毛を振り乱し、先端にローターがくっついた乳房をたぷたぷと揺らして喘いだ。

        （私も少し、濡れてきた）

        乳首や陰核を刺激されたことによる生理現象だ。

        「ねぇっ……クリは、指で弄ってぇっ」

        その要望には声もなく頷き、陰唇の中心にある小さな豆粒を人差し指でぎゅっと無遠慮に押す。

        「ひぁあぁぁあぁあああ！」

        どうやら絶頂してしまったらしい。

        ただ、これで終わりではない。翠は何度だって絶頂する。そういう体質なのだろう。

        「もっと、もっと突いてぇっ！」

        悠衣は翠の腰を左手で掴み、右手では変わらず花芽を押し嬲りながら腰を前後に打ちつける。翠にはスピード重視の抽送が肝要だ。少しでもリズムが乱れると、「ヘタだ」と文句を言われる。

        「あぁあああっ、イクイクイクイクぅうぅうっ！」

        翠の体が大きくうねった。

        悠衣は「はぁ、はぁ、はぁ……」と息を荒くする。

        土曜の夜は毎週のように、翠とこんなことをしている。ただれた生活だ。

        （ほんと……私って、最低の女）

        向日葵以外のだれとでもこういうことをしている。

        それは相手も同じ。だれもが『都合のいい女』なのである。

        （みんな、私以外とも関係を持っているんだし）

        そうして自らの行いを正当化している。そこに深い情愛はなく、ただ性欲を満たすためだけの行為だ。自慰の延長のようなものだと考えている。

        翠が絶頂してもなおヴヴヴ……と振動するローターの音が、仮眠室にこだましていた。

        　

        週明けのメールチェックはすべて自分で行う。向日葵は大学で講義を受けている頃だろう。

        「この探偵事務所の社長はレズビアンだ」という噂が思いのほか広がっていて、迷惑メールが後を絶たないものの、冷やかしと依頼人とでは文面が明らかに異なるのですぐに見分けがつく。

        （ん――これは依頼のメールだ）

        悠衣はさっそく依頼人に返信した。そうして水曜日の夕方、事務所で会うことになった。

        いつものように、向日葵に接客の手伝いを頼む。

        「ヒマワリちゃん。十七時半に新規のお客様がお見えになるから、応対よろしく」

        「はい、わかりました」

        向日葵は快諾し、応接室に受付シートを置き、給湯室でカップの準備を始めた。

        （メールの文面だけ見ると、すごく真面目そうな人……）

        その印象は、依頼人と対面したあとも変わらなかった。

        岩室いわむろ秋穂あきほ、二十八歳の会社員。肩のあたりで真っすぐに切りそろえられた黒い髪の毛や、予約時間ぴったりにやってきたことからも、彼女が几帳面な性格であることが窺える。

        応接室のソファに座り、秋穂が記入した受付シートをザッと確認する。

        そこへ、向日葵がコーヒーを持って入室してきた。

        「この女性の浮気調査をお願いします」

        秋穂はローテーブルの上に一枚の写真を差しだした。

        （この女性ひと――）

        つい先日、この探偵事務所へ依頼にやってきた坂間愛実がピースサインをして写っていた。

        向日葵もまた写真を目にしたが、彼女が驚きを露わにすることはなく、眉ひとつ動かさなかった。コーヒーを二人分、平然とテーブルの上に置いて部屋を出ていく。

        向日葵はおどけたところがあるが、ここぞというときには思いのほか肝が据わっている。感心する。

        「まず料金について、お聞きしたいのですが」

        そう、ふつうはこうだ。愛実のように「いくらでも払う」というほうが稀だ。

        悠衣は「こちらをご覧ください」と言いながら、料金の概要や免責事項について、あらかじめ準備していた説明書を秋穂に差しだした。

        秋穂はそれをじっくりと読み込んだあとで「お見積りをお願いします」と言った。

        「わかりました。では岩室様とお相手の女性のお名前やご関係について、いくつかお尋ねした上でお見積書を作成いたします」

        すると秋穂は神妙な面持ちでゆっくりと頷いた。

        「私と愛実……坂間愛実は同じ会社で働いています。付き合い始めの頃は、週末は必ずふたりで出掛けていたのですが……最近は全然」

        「そうなのですか」と相槌を打ちながらメモを取っていく。

        「ほかに好きな人がいるのなら別れよう、と切りだしたこともあります。でも、愛実は私だけだと言うんです。私も、愛実のことが好きです。でも、最近は以前にも増して会ってくれないので」

        「ご事情はよくわかりました。では、お相手の女性について、もう何点かお尋ねいたします――」

        そうしてひととおりのヒアリングが終了する。

        「少しお待ちいただければいますぐお見積書のご提示ができますが、いかがなさいますか？　岩室様がよろしければ後日でも」

        「後日、お願いします」

        「わかりました。では後日、郵送いたします。探偵事務所からの郵便物だということは伏せるようにいたしますので、どうぞご安心ください」

        定型句を述べると、秋穂は「よろしくお願いします」と言って頭を下げ、事務所を出ていった。

        向日葵はというと、応接室からコーヒーカップを下げ、給湯室での片づけを終えるなり憤然と歩み寄ってきた。

        「悠衣さんっ！　坂間様が依頼してきたのって、べつの女性でしたよね!?」

        「そうね」

        「そんな――自分も浮気してるくせに、相手の女の人の調査を依頼しにくるなんて……！　坂間様、どういう神経してるんでしょうね！」

        両手に握りこぶしを作る向日葵に対して、悠衣はまたしても「そうね」とだけ返す。

        （私は……他人のことをとやかく言える立場じゃ、ない）

        複数の女性と関係を持っているのだから、似たようなものだ。

        「岩室さんの依頼……受けるんですか？」

        「もちろん。見積書の了承が得られれば」

        向日葵はなにか言いたげに口を開いたが、続く言葉はなかった。そうかと思えば今度は唇を尖らせている。そういう表情もまた可愛い。

        （ヒマワリちゃんは、ふたりの依頼人にいい顔をする私が許せない……のかな）

        チクリと胸が痛む。しかし、自分にとってはどちらも大事な依頼人だ。どちらかを贔屓することはできない。

        「それはそうと、見積書の作成をお願い」

        「は～い」

        向日葵はいまだに愛実のことが腹立たしいのか、不満そうにヒアリングシートを受け取った。

        悠衣は小さく息をついて、執務椅子に腰掛ける。

        秋穂から依頼された愛実の調査にはそう時間はかからないだろう。浮気の実態はすでに握っているようなものだ。

        だが、愛実には顔を知られているので少し厄介だ。

        （まずは坂間様からの依頼を片づけるか）

        悠衣はパソコンの画面を見ながらキーボードを叩き、調査日程を組んでいった。

        　

        翌日、事務所のロッカールームでショートヘアのウィッグを被り、胸には晒しを巻いて平らにし、黒いジャケットとスラックスを履いて外へ出た。

        悠衣の身長は女性にしては高いほうなので、こうして男装していてもさほどおかしくはないと自負している。

        「んん、悠衣ったら、今日も素敵なスーツ姿」

        「それはどうも」

        調査は基本的にはツーマンセルで行うため、途中で外部の調査員、伊吹いぶきと落ち合った。

        尾行調査をするとき、対象がラブホテルに入ることが多いから、男装しているほうが都合がよい。

        愛実が依頼してきた女性はバイセクシャルだ。男性とラブホテルに入ることも考えられる。

        この街にレズビアン専用のラブホテルはない。女性同士でラブホテルに入るのは目立つことが多いから、そうしている。探偵業はけして目立ってはいけない。

        目的地――愛実から依頼された女性の会社だ――に着くと、悠衣と伊吹はベンチに座り、いちゃつくカップルを装って調査対象の女性を待った。

        （――出てきた）

        調査対象が会社から出てきた。「そろそろ行きましょう」という伊吹の芝居に従ってベンチを立ち、女性のあとを追う。

        調査対象の女性は繁華街へと歩いていく。ラブホテルの前には男性がいた。女性は満面の笑みになり、男性とともにホテルの中へと消えていった。

        「……撮れた？」

        悠衣が伊吹に尋ねた。

        「もちろん」

        伊吹の持っていたハンドバッグに小型カメラが仕込んである。無事に現場を抑えることができた。

        だが愛実は、あの女性の浮気相手をすべて洗いだしてほしいと依頼してきた。調査にはまだまだ時間がかかりそうだ。

        「ねぇ……せっかくだし、私たちもシましょうよ」

        伊吹が甘ったるい声で誘ってくる。胸を押しつけるように腕を絡ませられれば身動きが取れない。

        「はいはい」

        調査対象の女性が入っていったのと同じホテルへ、伊吹と二人で足を踏み入れる。ここには何度か来たことがある。いずれも男装して調査後、あるいはその途中で、周囲に怪しまれないように調査員の女性と入った。

        フロントは無人だ。メニューパネルで空き部屋を選択し、エレベーターに乗る。支払いは事後で、部屋に備えつけの自動精算機で行う。それまでは部屋に缶詰めだ。

        部屋の内装は赤やピンクなど、ヴィヴィッドな色ばかり使われている。

        （寛ぐための空間ではないしね）

        そういう刺激的な色のほうがたしかに、非日常的で興奮は増すのかもしれない。

        「シャワーを浴びてくるわね」

        伊吹はすぐに浴室へ行った。そのあいだに悠衣は男装を解く。部屋を出るときにはまた晒しを巻いて胸を潰すことになるが、一時でも締めつけから解放されたかった。

        伊吹と交代で入浴を済ませ、ベッドへ向かう。伊吹はバスローブを着てベッド端に腰掛けていた。その隣に座る。

        「ねぇ……悠衣って、絶対にキスしてくれないわよね」

        「そうだっけ」

        すると伊吹が唇を寄せてきた。つい、顔を背けてしまう。

        「ほら、やっぱり。もしかして、本当に好きな人としかキスしないとか？」

        「……どうかな」

        悠衣はポリポリと頬を掻いたあと、伊吹の首筋にちゅっと吸いついた。

        「ほら、キスしたよ？」

        「それは、愛撫の一種でしょ」

        伊吹は不満そうに唇を尖らせる。

        （まいったな……）

        彼女にはこれからも外部調査員として協力してもらわなければならないので、邪険にはできない。

        「どうしたら機嫌を直してくれる？」

        「ん～」

        伊吹は身をくねらせたあと、

        「私のおっぱい、たくさん揉んで。悠衣に触ってもらえたら、もっと大きくなりそうな気がする」

        「いまだって、ちょうどいい大きさだと思うけど」

        「だめ。もっともっと、大きくしたいの」

        自らバスローブの襟をはだけさせて、乳房を見せつけてくる。伊吹の乳輪はそれほど大きくはなく、乳首は陥没気味だ。

        手のひらにちょうど収まるサイズの乳房を下から持ち上げ、ふるふると揺さぶったあと、ゆっくりと揉み込んだ。

        「ぁっ、はぁ……ん、はぁん……っ」

        伊吹は焦らされれば焦らされるほど興奮するタイプだ。乳首には、ねだられるまで触れない。

        陥没気味の平らな乳首が、しだいに勃ち上がってくる。

        「あぁん、悠衣っ……はぁ、乳首……あぁん、ちくびぃいっ！」

        口を半開きにして「はぁはぁ」と息を荒くしながらも伊吹は「乳首」と連呼している。

        悠衣は彼女の乳頭をふたつとも指でギュッと摘まんで引っ張り上げた。伊吹はますます高い声を上げて身悶えした。

        （向日葵は、どうなのかな）

        焦らされるほうがいいのか、そうでないのか。

        乳首を摘ままれたら、どんな顔をするのか。

        一度、向日葵の顔を思い浮かべてしまえば、そのことが気になって仕方がなかった。

        伊吹だけでなく向日葵に対しても不誠実だと思いながらも、悠衣は妄想を止められなかった。

        


        　

        　

    

    
        第三章　学祭のジンクス

        　

        「探偵事務所へ行くわよ」

        母親の口から紡がれたその言葉に、高校一年生の向日葵はきょとんとして何度も目を瞬かせた。

        高校から自宅マンションへと帰ってきて、まだ数分しか経っていない。着替えも済まないうちにそんな話を切りだされた向日葵は「え、えっ？」と当惑した。

        「ちょっと待って、探偵事務所？　そんなの、本当にあるの？　っていうか、なんで？」

        探偵といえば、殺人事件や爆弾事件を解決しているイメージが先行していた向日葵には『父親の浮気調査のため』という理由に愕然とした。

        「お父さん……浮気してるの？」

        震え声で母親に尋ねると、

        「そうだと、思うの。でも私だけでは証拠を集められないから……プロに依頼しようと思って」

        母親の顔に冗談やからかいは見られない。真剣そのものだ。

        「いまから行く探偵事務所はね、社長さんはまだ駆けだしらしいんだけど、腕は確かだって評判なのよ」

        「へえ……」

        向日葵は急に気が重くなった。なぜ私も一緒に行かなければならないのだろう、と不満を抱く。夫婦で解決してもらいたいものだ、とすら思ってしまった。

        「ねえ、お父さんが浮気してるって証拠がいっぱい出てきたら……離婚するの？」

        「どうかしらね。お父さんが、泣いて謝るんなら許すわ」

        本当だろうか。

        自分の中で、父親はけして悪い人間ではなかった。

        いまは、幼い頃ほどのかかわりはない。父親に手を上げられたことはないし、怒鳴られたこともない。

        父親は温厚で、家族思いだと信じていた。裏切られていたなんて――というショックはあるが、かといって離婚に至っても文句は言わない。父か母かと言われれば間違いなく後者を応援する。

        そうして向日葵は、自分が思いのほか淡泊であることに驚いた。

        「さ、行くわよ。着替えはあとでいいから」

        「う、うん……」

        母親はよほど気が逸っているのか、早々に身支度を整えて玄関で待っている。

        向日葵は高校の制服のまま靴を履き、家を出た。

        歩くこと十五分。大通りに面したビルの階段を上り、『滝見探偵事務所』というプレートが掲げられた部屋の前に着く。

        母親がインターホンを押すと、扉はすぐに開いた。

        「こんにちは。当事務所の代表をしております、滝見悠衣です。本日はご足労いただきありがとうございます」

        探偵といえば男性だろうと思い込んでいた向日葵は、扉の向こうから現れた絶世の美女を前にして、ポカンと口を開けて棒立ちになった。

        （すっごい綺麗な人……！）

        どうしてか胸がドキンッと大きく高鳴る。

        これほどの美貌の持ち主には、いままでに出会ったことがない。

        「お飲み物はどうなさいますか？」

        応接室に案内され、黒革のソファに腰を下ろすなり、ドリンクメニューを見せられた。飲み物の種類はレストランさながら豊富だ。

        「コーヒーをお願いします」

        悠衣の視線がこちらに向く。

        「あ……私も」

        「かしこまりました。こちらの受付シートにご記入をお願いいたします」

        応接室を出ていく悠衣の背を目線だけで追う。

        「……向日葵ったら、コーヒーなんてふだん飲まないじゃない」

        隣に座っている母親が呟いた。

        「そうだけど……」

        本当はオレンジジュースがよかったのだが、緊張してしまってつい「私も」と言ってしまったのだ。

        以後、母親は黙々と受付シートの上でペンを走らせた。

        手持ち無沙汰になった向日葵は部屋の中を見まわした。ベージュで統一された、リラックスできる空間だ。イメージしていた探偵事務所とはまったく違う。

        母親が受付シートに記入を終える頃、悠衣が二人分のコーヒーを持って戻ってきた。茶汲みをするような従業員はいないらしい。

        （まだ駆けだしだって……お母さん、言ってたっけ）

        悠衣は、二十代前半といったところだろうか。この年齢で探偵事務所の代表だとは、驚きである。

        その後、ヒアリングが始まる。向日葵はそこで初めて、母親が父親のことをどう思っているのかを知った。

        　

        二週間後。調査結果を聞くため、ふたたび探偵事務所を訪ねた。

        応接室の黒革のソファに、二週間前と同じように母親と並んで座る。

        向かいにいる悠衣が、調査結果――父親と、見知らぬ女性が映っている写真――を提示してきた。

        「旦那様が別の女性と会っていらっしゃるのは間違いありません。しかし、旦那様はこの女性との関係を終わらせようとしているように見受けられます。ふたりが口論になるのを、たびたび目撃しました」

        「……そうですか」

        母親の表情は少しも変わらない。冷静なのか、そうでないのか、よくわからない。

        「差し出がましいことを申し上げますが、旦那様への追及の場には……私も同席いたしましょうか？　もちろん、追加料金などは請求いたしません」

        悠衣の発言に驚いたのは母親も同じのようだった。

        （そんなに親身になってくれるなんて）

        修羅場へ自ら赴こうなどと、なかなか言いだせるものではない。少なくとも自分はそうだ。

        母親の口角が、みるみるうちに上がっていく。

        「ありがとうございます。でも、大丈夫。お世話になりました」

        母親は現金が入った茶封筒をローテーブルの上に置いてソファを立った。

        「さっそくお支払いいただきありがとうございます。あぁ、領収書はすぐに出せますので。申し訳ございませんが少々お待ちください」

        悠衣は茶封筒を手に、小走りで応接室を出ていく。

        「さっきのお金は、お母さんがパートで貯めたものだから」

        「……うん」

        家計のためにと汗水流して稼いだ金を、夫の浮気調査に費やしたいまの気持ちは、どうなのだろう。

        想像すると、いたたまれなくなった。

        　

        マンションに帰宅すると、母親は大きく息をついた。

        「今夜、お父さんにこの写真を見せるわ。あなたは、どうする？」

        向日葵はすぐには答えられなかった。

        「私、は……」

        ふと、悠衣の顔が頭に浮かんだ。真剣な表情で母親に「同席いたしましょうか」と申し出ていた姿が、頭にこびりついて離れない。

        「――お母さんを、ひとりにはしない」

        悠衣の温情と懐の深さに感銘を受けたからこそ、糾弾の場にきちんと同席したいと思えた。

        その日の夜。向日葵は母親とふたり、父親が帰宅するのを待ち構えた。会社から真っすぐ帰ってきたらしく、父親の帰りはそう遅くはなかった。

        調査結果を突きつけると、父親は母親に土下座して謝り、もう二度としないと誓った。

        それ以来、父親に女性の影はない。

        　

        向日葵はパチッと目を開けて、自宅アパートの天井を見つめる。

        （懐かしい夢――）

        五年前、悠衣と出会った頃の夢だ。

        それにしても母親はなぜ、父親の浮気調査を依頼するのに自分を連れていったのか、いまだに疑問だ。

        （ひとりで探偵事務所へ行くのは心細かったから……とか？）

        いや、もしかしたら、娘には自分の味方でいてもらいたかったからかもしれない。

        向日葵はむくりと起き上がり、ベッドを出る。

        （大学……行かなきゃ）

        滝見探偵事務所へ直行したいところだが、そんなことをすれば悠衣に怒られる。

        （講義をさぼったりなんかしたら……）

        「学生はきちんと勉強しなさい！」と咎められ、事務所から締めだされるのが目に見えている。

        のろのろと着替えを済ませ、鏡の前でお団子頭を作る。朝食は決まってトーストとサラダにオレンジジュースだ。

        身支度を整えて家を出て、大学へ向かう。自宅アパートと大学、そして探偵事務所はすべて徒歩圏内にある。

        大学に到着し、講堂で教科書やノートの準備をしていると、友人が隣に座ってきた。

        「おはよう。もうすぐ学祭だね～。ねえ、向日葵。バイト先の美人社長さん、呼んじゃいなよ」

        「えっ、なに？　どういうこと？」

        向日葵は友人たちに、アルバイト先の社長にベタ惚れだということを話している。そのことを別段、からかわれたり忌避されたりしたことはない。

        「学祭のジンクス、知らないの？　もう何年、大学にいるのよ～」

        「まだ二年だよ」

        「もう二年、じゃない！」

        大学へ入るのとほぼ同時に、探偵事務所でアルバイトを始めたものだから、昨年の学祭には真面目に取り組まなかった。

        「学祭の日の夕暮れにね、校門の側にある女神像の前で好きな人とキスをすれば、ずっと一緒にいられるんだって！」

        「えぇ～っ、ほんとかな」

        向日葵は笑って受け流し、教科書に視線を移す。間もなくして講義が始まった。

        （学祭のジンクスなんて）

        ただの迷信だ。叶うはずがない。

        （でも……）

        このままでは悠衣とはまったく進展しそうにない。藁にも縋る思いで、想い人を誘うべきではないかと考えるようになる。

        （誘えば、学祭には来てくれるだろうけど）

        「可愛い女の子、いるかな～」などと言っていたくらいだ。喜んで足を運んでくれるだろう。

        だが、キスなど夢のまた夢だ。望み薄である。「キスしてほしい」と土下座して頼み込んだところで、簡単にあしらわれて、相手にされないに決まっている。

        講義が終わり休憩時間になると、向日葵は友人に話しかけた。

        「ねえ、学祭のジンクスって……叶った人、いるの？」

        「いるっていう噂だよ？　そういうわけだからさ、張りきって準備しようよ。メイド喫茶だからね」

        「へっ？　メイド喫茶!?　待って、何の話!?」

        そういえば、友人は学祭の実行委員だ。

        「お願い！　人手が足りないのよ。メイドさんになって？　ついでに、準備も手伝ってよ。バイトの前に、少しでいいからさ」

        ははぁ、それでジンクスの話を持ちだしたわけか。そして、まんまとエサに釣り上げられてしまった。

        「……わかった。でも、手伝えるのはバイト前のちょっとの時間だけだからね？」

        「いいよいいよ、ありがとう！」

        それから、講義を終えればメイド喫茶の看板作りや衣装作りを手伝ってから、探偵事務所へ行くという日々が始まった。

        工作や裁縫はそれほど得意ではないので四苦八苦だ。

        メイド服といっても一から作るわけではない。シンプルなものを買ってきて、フリルレースやスパンコールを手縫いで追加する。

        「ほら、社長さんに少しでもかわいいと思ってもらいたいでしょ？」

        「それはまぁ……」

        友人にたきつけられ、指に針を刺しながらメイド服を縫う。

        （でも、どうしたら悠衣さんの気を惹けるんだろう？）

        どれだけかわいい服を着ていても、やはり相手にされないような気がする。

        （私が、学生じゃなくてちゃんと働いていたら……）

        そうなるまでには、少なくとも二年はかかる。道のりはまだまだ長い。

        （でも諦めない）

        初めは、悠衣の寛容さに憧れと尊敬の念を抱いていた。

        滝見探偵事務所がアルバイトを募集していることを知り、悠衣と一緒に働くようになって、いつの間にかどうしようもないくらい好きになっていた。

        もとより、異性よりも同性のほうが好きになることが多かった。まわりからは理解されないこともあったが、それを苦に感じたことはないし、虐められるようなこともなかった。自分はきっと恵まれているのだろう。

        （悠衣さん……どうしたら、応えてくれるの）

        探偵事務所で過ごすうちに、悠衣のことはなんでも知りたい、想いを返してもらいたいと思うようになった。そして、その感情は日に日に膨れ上がっていく。

        　

        夕方、大学での針仕事を終えて事務所へ行くと、

        「遅かったね？」

        挨拶もなしにそう言われた。それは、自分のことを待っていてくれたと解釈していいのだろうか。

        向日葵の出勤時間は大学の講義に合わせて、自由に決めていいということになっている。つまり、何時でもよい。

        （でも……気にしてくれた）

        それだけで嬉しかった。向日葵は満面の笑みで謝罪する。

        「すみません、いつもより遅くなってしまって」

        「ん、まあ……いいんだけどね」

        悠衣は、向日葵が笑っている理由がわからない、というような顔になって首を傾げた。

        （あ――そうだ）

        ハンドバッグに入れていた学祭のチケットを、いそいそと取りだして悠衣のもとへと歩く。

        チケットを渡して「よかったら見に来てくださいね」と言うだけだというのに、心臓がドクドクと大仰に鳴り始めた。

        渡すのは一枚だけだ。

        （ほかの女性ひとを連れてきてほしくないもん）

        我ながらずるい。

        悠衣のデスク前に立つと、ますます緊張して身が強張った。

        「来週の日曜日に学祭があるので……来てもらえませんか？」

        悠衣は些か驚いたような表情になって「ああ、それで遅くなったの」と合点した。向日葵が差しだしているチケットを受け取りながら、

        「ありがと。でも、私が行ってもいいの？　ヒマワリちゃん、嫌がってなかったっけ」

        「ええと……」

        向日葵は視線を彷徨さまよわせて言いよどむ。

        （悠衣さんはなにもしてなくても目立つから、学祭になんて来ちゃったら……すごくモテそう）

        いまだって、はっきりと特定はできないが恋のライバルは多い。それが、もっと増えそうで心配ではある。しかしそれよりも、ジンクスを叶えるほうが大事だ。

        「いいんです。来てくださいますか？」

        「うん、行くよ。こうやってチケットを寄越すからには、学祭でなにかするんでしょ？」

        上目遣いで見つめられ、ドキッとしてしまう。ジンクスのことを見透かされているような心地になる。

        「メ、メイド喫茶をするんです」

        「へぇ……。楽しみにしておく」

        悠衣は学祭のチケットを持ったまま、デスクの上に頬杖をついてほほえむ。先ほどはドキッと鳴った心臓が、今度はキュンッと締まる。

        （あぁもう――好き！）

        心の中でのたうちまわりながら、向日葵はペコリと会釈をして自分のデスクに戻った。

        　

        学祭の日は雲ひとつない秋晴れだった。自分はどうやら晴れ女のようで、行事で雨が降ったことはほとんどない。

        「ちょっと、スカート短すぎじゃない？」

        ロッカールームでメイド服を着た向日葵は、友人に尋ねた。

        「全然！　大丈夫だよ」

        「そうかなぁ……」

        メイド服というとロングスカートのイメージがあったが、これは違う。ミニスカートタイプのほうが安かったらしい。

        「下にはホラ、ペチコートも履いてるし？　ちょっとくらい見えるほうがむしろサービス、みたいな？　向日葵のとこの社長さんもきっと喜んでくれるって！」

        いいように丸め込まれてしまったような気もするが、いまさらほかの服には変更できない。

        「そうだね。とにかく頑張る！」

        大きく頷いて、向日葵は友人とともに食堂へ向かった。

        大学構内にあるドーム型の食堂は、今日ばかりはふだんと装いが違う。ピンクと紺色をテーマカラーとしてリボンや看板が掲げられ、メイドカフェ風に飾りつけられていた。

        向日葵はメイドカフェの定型句である「おかえりなさいませ」を繰り返し口にして、接客に励んでいた。

        昼時になると多忙を極め、てんてこ舞いになる。構内にはほかに出店もあり食事処は分散しているはずだが『メイド』という付加価値が効いているらしい。昼の二時を過ぎても客足は絶えなかった。

        （このままデザートの時間になったら、また忙しくなるかも）

        三時にはまた満席になってしまうかもしれない。

        向日葵は食堂の大窓から校門のほうを見た。

        （それにしても悠衣さんったら……忘れてないよね？）

        いまだに悠衣の姿は見ない。だが、連絡して催促するのもどうかと思う。

        向日葵は客をもてなしながらも悶々としていた。

        「あっ――」

        つい声を上げてしまう。窓ガラスの向こうに悠衣を見つけたからだ。

        （よかった、来てくれた――！）

        喜んだのも束の間、悠衣は男女問わず声を掛けられているようで、なかなかここまで辿り着いてくれない。

        案の定、学生たちにもてはやされている。

        （天然タラシなんだから～っ！）

        ヤキモキしながら悠衣が来るのを待つ。そのあいだ、仕事にまったく身が入らなかった。

        客を送りだすべく「行ってらっしゃいませ」と言いながら頭を下げる。そして顔を上げた瞬間、向日葵は歓喜した。

        「お疲れ様」

        待ち続けたその人が目の前にいた。向日葵はとたんに表情を明るくする。

        「おかえりなさいませ！」

        今日一番の笑みで悠衣を客席へ案内する。

        「こちらが、本日のメニューです」

        ラミネートされたメニュー表を見せると、悠衣は顎に手を当てて、しばし考え込んだ。

        「メイドのラブがたっぷり詰まった極上コーヒー、ください」

        悠衣は恥ずかしげもなく律儀にメニューの文字を読み上げた。

        「はい、ただいま！」

        極上コーヒーなどと銘打っているが、廉価の豆を使った何の変哲もないコーヒーだ。

        悠衣にコーヒーを振る舞うのは、自分がメイド服で、ここが大学の食堂だということを除けば事務所でしているのと大差ない。それでも嬉しかった。

        「お待たせいたしました」

        花柄のカップを差しだすと、悠衣は華奢なハンドルをつまんで優雅にコーヒーを飲んだ。すると、まわりにいた客たちが一様に「ほぅ」とため息をついて見惚れる。

        （なにをしていても絵になる女性ひとだな……）

        悠衣が衆目に晒されることに不満を感じながらもやはり、こうして足を運んでもらえてよかった。

        悠衣はカップをソーサーに戻すと、向日葵のことをジイッと見つめた。

        「……？」

        凝視されている理由がわからず首を傾げる。そこへ友人が駆け寄ってきた。向日葵に耳打ちをする。

        「向日葵、もう上がっていいよ」

        「えっ、いいの？」

        「じゅうぶん働いてくれたからね。あとはあの美人社長さんと楽しんでよ」

        「ありがとう！」

        向日葵はロッカールームへと急ぎ、手早く着替える。それから食堂へ戻ると、悠衣はすでにコーヒーを飲み終わっていた。

        「あのっ――私、もう仕事はないので……一緒にまわりませんか？」

        「うん、いいよ。……脱いじゃったんだね。似合ってたのに、メイド服」

        とたんに頬が熱くなる。

        「も、もう……からかわないでください」

        「からかってなんかないよ。でもまぁ――よかったかな」

        なにが「よかった」のか、向日葵にはわからない。

        （悠衣さんとこうして大学の中を歩けるなんて、夢みたい）

        だがきっと釣り合ってはいない。大人の色香を漂わせて周囲を魅了する悠衣に比べて、自分はちんちくりんだ。

        （でも、まだまだこれからだもん）

        もっと努力して、悠衣に見合う大人の女性になるのだ。

        悠衣と並んで歩いていた向日葵は、多目的室の前を通りかかる。学祭の今日、そこはお化け屋敷になっていた。

        「悠衣さんっ、入りましょう！」

        「いいけど……ヒマワリちゃんはこういうの、苦手じゃなかった？」

        「へ、平気ですよ？」

        向日葵はぎこちなくほほえむ。

        （ホラーは苦手だけど、悠衣さんと密着するチャンスだもん）

        怖がるふりをして、悠衣に抱きつこうという算段である。

        「二名様、ご案内～！」

        お化け屋敷担当の学生から、入り口で懐中電灯を渡された。部屋の中はとてつもなく暗い。ふだんは机と椅子が整然と並んでいる多目的室だが、今日は間仕切り壁がいくつも設けられ、遊園地さながらのお化け屋敷になっている。

        「でっ――では、行きましょう」

        懐中電灯を握りしめ、一歩、二歩と進み始める。

        突如、全身に包帯を巻いたミイラ男が「ばあ！」と叫びながら出てきた。

        「ぎゃあーっ！」

        向日葵は品のない叫び声を上げて悠衣の腕にしがみつく。懐中電灯が床に転がり、一寸先は闇になる。

        「ヒマワリちゃんたら……」

        悠衣はため息をついて懐中電灯を拾い、ミイラ男に「お疲れ様」と声を掛け、向日葵を腕にくっつけたまま、無表情でどんどん進んでいった。

        出口に着くころには向日葵はすっかり憔悴していた。少しの距離を歩いただけだというのに息が整わない。

        （怖すぎて……悠衣さんの温もりを全然、堪能できなかった）

        なんてもったいないことをしたのだろう。いっぽう悠衣はずっと平然としていた。仕事柄、暗闇には慣れているのだろう。

        疲れ果て、項垂うなだれる向日葵を見て悠衣は、

        「だから言ったのに」

        破顔してクスクスと笑っている。つられて向日葵も笑顔になる。

        （でも、楽しんでくれてるみたい……。よかった）

        向日葵は「コホン」と咳払いをして気を取り直す。

        「さっ、次に行きましょう！」

        学習室では『相性チェック迷路』なるものが催されていた。ここにもまた間仕切壁があり、先ほどのお化け屋敷よりもさらに入り組んでいる。

        迷路の入り口でバインダーを渡された。心理テストに答えながら迷路を進む。

        最初の質問は血液型である。悠衣は『Ａ型』、向日葵は『Ｏ型』だ。次に、好きな菓子。ふたりとも『チョコレート』と回答した。外へ出るのは好きか、嫌いか。それに対してはふたりとも『好き』である。

        その後も様々な質問に答えながら迷路を進んだ。相性に関係あるのだろうかと思うものもあったが、学生が作ったものだ。ご愛嬌というところだ。

        迷路の終盤に差し掛かると、回答済みのバインダーを『相性チェックボックス』に入れた。出口に着く頃には診断結果が出ている、という仕組みだ。

        「はい、どうぞ！」

        迷路担当の学生に診断結果を渡される。向日葵はそれを、どきどきしながら見る。

        「――悠衣さんっ、私たちの相性二百パーセントですよ！」

        診断結果の紙を握りしめながら悠衣を振り返った。

        「いいパートナーになれそうだね、仕事の」

        「し――っ、仕事の……。そう、ですね」

        向日葵はガクリと肩を落とす。またしても、うまくかわされてしまった。

        眩しさで窓のほうを見れば、いつの間にか太陽が目の高さにまで落ちていた。もう、夕暮れだ。

        「私はそろそろ帰るね」

        「あっ……じゃあ、お送りします」

        「いいよ、忙しいでしょ？　いろいろ」

        「全然、そんなことないです」

        「そう？　じゃあ校門まで」

        校舎を出て、校門へと向かう。歩みを進めるたび、ドッドッドッ……と胸の高鳴りが大きくなっていった。

        斜め前を歩く悠衣の表情は、けしてにこやかではなかった。仕事のことでも考えているのだろうか。

        （どうしよう――）

        ジンクスのある女神像の前を、このままでは何事もなく通過してしまう。

        なんとかして悠衣の足を止めなければいけないのだが、こういうときに限ってなんの話題も思いつかない。頭の中は真っ白だ。

        「アンケートにご協力いただけませんか～？」

        実行委員の友人だ。いい具合に悠衣を引き留めてくれた。

        「ああ、いいですよ」

        悠衣は快くバインダーを受け取り、アンケート用紙の上でペンを走らせる。友人はというと、ウィンクして去っていった。

        心臓が、バクバクと音を立てている。友人が作ってくれたチャンスを無駄にはしたくない。

        （でも……キスなんて、やっぱり無理！）

        まわりには人が大勢いる。恋人でもないのに、まして女性同士だというのに、悠衣の唇を奪うなんて――できない。

        （けど……悠衣さんと、ずっと一緒にいたい）

        その想いは、この先なにがあろうとも変わらない。生半可な気持ちで悠衣に恋をしているわけではないのだ。

        向日葵は大きく深呼吸をして、忍び足で悠衣に近づいた。悠衣の後ろに立つと、彼女の髪束をそっと手に取り、先端にキスを落とす。

        「うん？　なに、ヒマワリちゃん」

        悠衣が振り返った。向日葵は慌てて髪束を手放し、首をぶんぶんと横に振る。

        「ちょ、ちょっと……髪の毛にゴミがついていたので」

        苦笑いしていると、

        「そう。ありがと」

        髪先にキスをしたことには、気がついていないようだった。

        （よかった……）

        唇同士のキスではないが、ジンクスを実行したことにはなるはずだ。

        （でも……いつか、絶対に）

        悠衣と唇同士を合わせる日が来ることを、向日葵は熱望する。

        


        　

        　

    

    
        第四章　曝けだせない想い

        　

        （あれは、反則だよ）

        向日葵ひまりの大学を出て自宅マンションに戻った悠衣は、リビングのソファに突っ伏して頭を抱えていた。

        目を閉じれば向日葵のメイド服姿が浮かぶ。自分に理性がなければ、ミニスカートのメイド服を着た向日葵に卑猥な奉仕をさせていたことだろう。

        もっと見ていたい気持ちと、向日葵のこんな姿を他人には見せたくないという気持ちがせめぎあっていた。

        お化け屋敷では向日葵の胸が腕にずっと当たっていて緊張した。緊張のあまり顔の筋肉が動かなくなって、ずっと無表情になってしまった。

        迷路での、相性二百パーセントという診断結果には内心とても喜んでいたが、それを顔に出すわけにはいかない。向日葵に期待を持たせてはいけないと思った。

        後ろ髪を引かれる思いで校門へ歩いていると、本当に向日葵から髪に触れてきたので驚いた。

        ゴミがついていたと言っていたが、どうも、違うような気がする。かといって彼女がなにをしていたのかは、わからないが――。

        （それにしても、大学生って……やっぱり若い）

        こんなことを考えている時点ですでに年齢を感じる。

        （私だって、ほんの五年前は学生だったのに）

        しかしすぐに、自身の言葉を訂正する。

        （ほんの五年、じゃ……ないね。もう五年だ）

        向日葵とは七つも歳が離れているのかと、いまさらながら愕然とする。

        悠衣はソファの上でゴロンと寝返りを打ち、シーリングライトをぼんやりと眺める。

        （でもべつに、話が合わないわけじゃないし。一緒にいて、居心地が悪いなんてこともない）

        彼女が大学を卒業して就職すれば、もっと深い関係になれるだろうか。

        （……ううん。だめ）

        このただれた生活に巻き込んではいけない。

        そもそも、探偵というのはけして安全な職業ではない。

        （恨みを買いやすい）

        それはどんな職業にもつきものかもしれないが、浮気調査をメインにしているものだから、調査対象から恨まれることがしばしばある。

        （お互いに深入りしすぎないほうがいい）

        互いのことが大切になればなるほど、失ったときのショックが大きくなる。

        （それに……私はきっと、ひとりの人間を愛せない）

        どれだけ愛し合っていても人は人を裏切る。浮気調査を依頼されるたび、人はそういう生き物なのだと痛感させられる。

        傷つけたくないし、傷つきたくもない。

        本気にならなければ、なにもない。

        愛憎劇は、仕事だけでじゅうぶんだ。

        　

        学祭へ行った翌週、悠衣は朝から事務所で書類の整理をしていた。

        坂間愛実と岩室秋穂――並行して調査している二件の依頼の報告書を作っている最中だ。

        愛実にも秋穂にも、嘘偽りなくありのままを報告するつもりでいる。それで修羅場になるのは目に見えているが、虚偽の報告は信用にかかわる。

        （それにしても、坂間様……次から次に出てくる）

        愛実の浮気相手は現時点では五人。ガールズラブバーなる場所で次々と女性の恋人を作っては行為に及んでいるようだった。

        そしてその資金源は、間違いなく秋穂だ。

        秋穂は初め、なかなか認めなかったが、愛実に言われるまま金を渡していると最近になって白状した。

        いっぽう、愛実が調査を依頼してきた女性もまた複数の浮気相手がいる。

        純粋に一人を想い続けているのは秋穂だけだということになる。

        （まぁ……世の中そんなものよね）

        一途に想い続けているというのに金を巻き上げられ、挙句の果てには裏切られている。秋穂が不憫に思えてくる。

        愛実の実態を秋穂が知れば、どうなるだろう。頭の中に、よからぬ事態が浮かぶ。

        真実を知らないほうがいいのではないかと一瞬、考えてしまったが、信用第一の探偵としては、そういうわけにはいかない。

        （まずは坂間様に調査結果を報告しよう）

        調査対象が五人もの男女と関係を持っていたと知れば――それで秋穂のもとへと走るとは思えないが――諦めがつくかもしれない。

        悠衣はキーボードを叩く手を休めて腕を組み、ひとり「うーん」と唸る。

        依頼人である秋穂と愛実が事務所で鉢合わせしないよう調整するか、あるいはふたり同時に呼びだしてそれぞれの真実を告げるべきか。

        （さすがにそれは、差し出がましいか）

        それに、そのようなことをすれば、それぞれの調査結果についての守秘義務に違反することになる。

        昼過ぎ、向日葵が事務所に出社してきた。

        「悠衣さんっ、先週はありがとうございました！」

        事務所に入ってくりなり駆け寄ってきたので、お団子頭を撫でまわして愛でたい衝動に駆られたが、グッと堪える。

        「こちらこそ、招待してくれてありがとう」

        すると向日葵はますます笑みを深めた。いつになく上機嫌だ。

        「悠衣さんと一緒だったから……すごく楽しい学祭でした」

        頬を赤らめ、はにかんだようすで言われては胸がドキリとする。

        （かわいいんだから）

        私も楽しかった、とは口に出さず「コホン」と咳払いをする。

        「ああ、もうすぐ坂間様がお見えになるから――嫌かもしれないけど、おもてなしして。調査結果を報告する」

        「えっ」

        向日葵の顔があからさまに不機嫌なものへと変わる。

        それまでとは打って変わって、向日葵は口をへの字に曲げて「はぁ～い」と返事をした。

        愛実はいつも予定時刻よりも遅れてやってくる。今日もそうだった。

        愛実を応接室に案内した向日葵と入れ違いで、調査結果を持って部屋に入る。

        「どうでしたか？」

        向日葵が出したコーヒーに手をつけることもなく愛実が訊いてきた。

        「残念ながら……」

        悠衣は目を伏せてクリアファイルを開く。調査を依頼された女性が複数の男女と関係を持っている証拠を愛実に提示する。

        「……はぁ、やっぱりそうだったんだ」

        驚いているようすはなかった。そこには憤りすら感じられず、愛実は淡々とした表情でコーヒーを啜っている。

        「ありがとうございました。おいくらですか？」

        悠衣が請求書を差しだすと、愛実は財布から現金を取りだして、両手で手早く枚数を確認してローテーブルの上に置いた。

        「さっそくお支払いいただきありがとうございます。領収書をお渡しいたしますので、少々お待ちいただけますか？」

        「わかりました」

        現金を手に応接室を出た悠衣は、それをそのまま向日葵に手渡した。

        「ヒマワリちゃん、金額を確認して領収書を作って。収入印紙を忘れないでね」

        「はい」

        向日葵は慣れた手つきで一万円札を数え始める。高校時代にレストランでアルバイトをしていたらしいから、そのときにレジ業務もこなしていたものと思われる。

        向日葵が作った領収書を愛実に手渡し、事務所の玄関で見送る。

        （それにしても――）

        いましがた愛実が支払った金は秋穂が稼いだものなのだと思うと、懐に納めるのは気が引けたが、外部調査員や向日葵の給料だって支払わなければならない。

        悠衣は目を伏せ、心を無むにして向日葵に指示する。

        「悪いけど、この現金を会社の通帳に入れてきてくれる？　今日はそのまま上がっていいから」

        向日葵は些か不満そうに「はい」と返事をして、身支度を整えて金と通帳を預かり、事務所を出ていった。

        それから間もなくのこと、事務所のインターホンが鳴った。向日葵が忘れ物をしたわけではないだろう。彼女だったなら、わざわざインターホンを鳴らさない。玄関の鍵は開いているから、なにか用があるのなら勝手に入ってくる。

        （誰だろう）

        今日はもう依頼人の訪問予定はない。悠衣は執務椅子から立ち、モニターで訪問者を確認する。

        （ああ、なんだ）

        インターホンには応答せずに玄関へ向かい、扉を開けた。

        「はぁい、悠衣」

        「どうも。また新商品ですか？」

        「そうよ。向日葵ちゃんはもう帰ったの？」

        そういう翠も、今日はひとりだ。

        「そっちの事務員さんも帰ったんですか」

        翠は「ええ」と言いながら頷く。

        「……いまから、どう？」

        招き入れずとも翠は押し入ってくる。

        「今日はここでシましょう？」

        「ここで、ですか？」

        悠衣が眉根を寄せると、翠は自分の頬を片手で覆って「はぁん」と艶めかしいため息をついた。

        「玄関って……興奮するのよね」

        「相変わらず変態ですね、翠さんは」

        「そんなこと言って……悠衣だって、興奮するでしょう？　いつも仮眠室じゃ、面白くないもの」

        翠は本当に性欲の権化だ、と心の中で毒づく。

        だが、ひたすら性欲に正直で、体だけの関係と割りきる翠は付き合いやすい。世に言う『セフレ』にはぴったりの女性だ。

        「玄関でだって、裸になるんだからね」

        翠が釘を刺してくる。

        「わかってます。翠さんはほんと、着衣がお嫌いですよね」

        「すべてを曝けだしたいのよ。わからない？」

        「よく……わかりません。そういう感情はあまりないので」

        向日葵には想いを秘めてばかりだ。むしろ、隠すので精いっぱいである。

        うっかり向日葵を襲ってしまわないようにしなければと、そんなことばかり考えている。

        「ふふっ……」

        翠は意味ありげに笑っている。

        この女性ひとにはなにもかも見透かされているのではないかと思い至ってゾッとすることがある。

        （服……脱がせなきゃ）

        翠のジャケットに両手を伸ばし、ボタンを外す。

        彼女の目元には影が落ちていた。翠は微笑したまま目を伏せて静観している。

        （今日は黒、か）

        ブラウスのボタンも手早く外していくと、漆黒のブラジャーが露わになった。生地は真っ黒だが、カップの下部や紐にラインストーンがあしらわれているので、けして地味ではない。三十歳という大人の女性にふさわしい下着である。

        （ヒマワリちゃんにとっては私も、大人に見えてるのかな）

        翠とは三つしか違わないが、彼女は自分よりもかなり精神年齢が高いように感じる。

        向日葵に、どう思われているのかが急に気になり始める。

        （どうしようもない女たらし……とか？）

        だとしたら正当な評価だ。そのとおりである。だがもし、正面切ってそんなことを言われればきっとショックを受ける。

        いっぽう、向日葵のほうはどうだろう。見た目も精神年齢も、二十歳という実年齢よりも少し幼いような気がする。

        （ヒマワリちゃんの下着って、どんなのだろう）

        ギンガムチェックやドット柄など、少女趣味のものであっても似合うだろう。いや、むしろそういうものを身につけていてほしいとも思う。

        （実際は、セクシー系だったりして）

        そこで悠衣は頭に疑問符を浮かべる。向日葵は『そういう』経験はあるのだろうか。

        見た目はとても愛らしい。性格だっていい。学祭ではメイド服もよく似合っていた。

        （男女問わず、愛されるタイプだよね）

        告白されたことはあるのだろうか。

        （だれかと付き合ってる、って話は聞いたことないけど……。私に言ってないだけかもしれないし）

        キスや、その先は――？

        「心ここにあらず……って感じね」

        「えっ？」

        指摘されて初めて、向日葵のことばかり考えているのを自覚した。

        「まぁ、いいんだけどね」

        翠は口の端を吊り上げる。

        「たまには感想を言ってくれない？　このブラ、どう？　今日、初めて着たの」

        「すごくお似合いだと思います。翠さんらしくて」

        「私らしい？」

        「大人の女性……って感じ」

        「あなたが思っているほど大人じゃないわ」

        「そうなんですか？」

        「いい大人だったら、玄関でこんなことしようなんて……持ち掛けないでしょう」

        たしかにそうだ。

        翠は性に関してはいつも非常識だし、モラルもなにもあったものではない。奔放だ。

        「この下着……悠衣に外してほしくて、身につけてきたんだから」

        冗談か本気かわからない口調だ。

        悠衣は翠のボトムスのファスナーをおろして脱がせる。それから、初めて着たのだという漆黒のブラジャーを外した。

        はちきれんばかりの乳房が解放される。

        （翠さんって、年齢のわりに体は若い……というか、全然変わらない）

        プロポーションを維持するのになにか特別なことをしているのだろうか。

        今後の参考のために訊いておこう。

        「どうやったら体型を維持できるんですか？」

        「うん？」

        翠は自分の乳房を下から持ち上げる。

        「エッチなことばっかり考えていれば、維持できるんじゃない？」

        「特別、なにもしてないんですか」

        「してるわよ、トレーニング。膣のね」

        「もう……真面目に教えてください」

        「なぁに、悠衣もやっぱり老けたくないの？　七つくらい若い恋人ができたときのために？」

        あからさまに向日葵のことを揶揄され、心臓がドクッと音を立てる。

        「……っ。からかうの、やめてください」

        黒いショーツを、これ見よがしに勢いよく引き下ろした。

        「あぁんっ」

        脱がせただけで喘ぐので、世話がない。

        身につけていた服をすべて脱ぐと、翠はわざわざ靴を履き直した。

        「また履くんですか、靴」

        「裸にハイヒール……って、興奮しない？」

        翠は一歩下がり、身をくねらせて官能的なポーズを取る。実った乳房が小さく横揺れした。くびれた腰と長い足の先には赤いハイヒールが光っている。

        自分が興奮するかどうかは度外視して、ある種の芸術性のようなものは感じる。

        「ねぇ、悠衣もそうしてよ」

        「はいはい……。私も、翠さんの変態嗜好に付き合わされるわけですね」

        「棘のある言い方ねぇ」

        悠衣は無駄のない動きで服をすべて脱ぎ、パンプスを履き直した。

        職業柄、歩きやすさや足音を考慮してヒールが低いものを履いている。もともと長身なので、ヒールが低くとも見栄えはそう悪くならない。

        「あぁ……いいじゃない。すっごく興奮する」

        翠に言われ、自分の姿を見下ろす。谷間の先に紺色のパンプスを見つけると、背徳感に襲われた。

        「オフィスでイケナイことをしてる感じがよく出てる」

        「翠さんはいつだって、イケナイことしかしてないでしょ。初めて会ったときから、そう」

        じつは翠には、探偵事務所を開設した当初から、いろいろな意味で世話になっている。

        いま、探偵業が成り立っているのは翠のおかげなのである。

        大学を卒業した悠衣は親の金を使い、思いつきで探偵事務所を立ち上げた。

        （ううん……私の思いつきではなかった）

        このビルに事務所を構えることになったのも、父親の紹介だ。荷入れをしたとき隣は空室だったが、すぐに翠が引っ越してきて、ラブグッズの販売会社を構えた。

        驚くことに、翠には探偵事務所での就業経験があった。

        悠衣は翠とのセックスと引き換えに、ビジネスマナーや探偵のノウハウを教わった。

        都合よく探偵事務所での就業経験者が現れるなど話ができすぎている。きっと父親の差し金だろう。

        しかしそのことを翠に訊いても、知らぬ存ぜぬで通され五年が経った。

        （もう五年も、翠さんとこんな関係なのか……私は）

        しかしながら気楽でいられるのは、翠がほかにも複数の女性と関係を持っていると知っているからだ。

        自分は、大勢の中のひとり。そのことを悲観したことはない。

        翠の特別になりたいのだとは、ただの一度も考えたことがない。

        「――ねえ、またトリップしてるでしょ」

        悠衣はパチパチと瞬きをする。

        （そんなにわかりやすく上の空だったのかな）

        「すみません」と素直に謝ると、

        「お詫びはコレで」

        ペニスバンドを渡された。

        「いつもどおりじゃないですか」

        そう言ったあとで、バンドのペニス部分がふだんよりも一回り大きいことに気がついた。

        「言ったじゃない。膣トレよ」

        「そうですか」と平坦な相槌を打ち、手渡されたそれを腰に装着する。

        「いつものペニバンとは少し違うのよ。大きいし、それにクリを刺激する部分がついていて、電動なの」

        「へえ、画期的ですね」

        それなら、陰核を指で弄らずに済む。

        「気のない言い方ね」

        咎めるような語調だったが、翠の気分を害したわけではなさそうだった。

        「それで、乳首はどうされたいんですか？」

        「ふふっ、よくぞ聞いてくれました」

        翠はショッキングピンクの紙袋から玩具を取りだして説明する。

        「乳首吸引タイプのラブグッズよ。透明だから、乳首がどんなふうに吸われてるのかよくわかるの。ちゃんと四つ持ってきたわよ」

        私はつけなくてもよいのだが――とは言えない。

        「ねえ、早くつけて」

        翠が乳房をたぷたぷと左右に揺らしてせがんでくる。その先端は触らずともしっかりと尖っていた。

        悠衣は「はいはい」と返事をしながら、翠の乳首に吸引玩具をあてがう。

        「これで、電源を入れればいいんですか？」

        「そうよ。あぁん、もう気持ちぃ」

        まだ、乳首にあてがっただけだ。早すぎではないだろうか。翠は本当に感じやすい。

        そうしてまた、向日葵はどうだろうと彼女の顔が浮かんでしまう。

        （ヒマワリちゃんの卑猥な姿を妄想するだけでも罪な気がしてきた）

        妄想でだって、穢してはいけない存在だ。

        自分の中で向日葵は特別で、同時に神聖視している。

        「悠衣もつけて」

        翠につけたのと同じ吸引玩具をふたつ、自ら乳首にあてがう。全体が吸盤のようになっているのか、テープを使わずとも乳頭にくっついた。

        「同時に電源を入れましょう？　あぁ、自分じゃなくて相手のね」

        翠の両手が胸元へと伸びてきた。

        悠衣は頷いて、翠の乳首に吸いついている玩具の電源に手を添える。

        「いち、にの」

        さん、という言葉でそれぞれがスイッチを押した。

        ブルルルルッと振動音を響かせながら玩具が乳頭を吸い上げ始める。

        「はぁぁああぁぁんっ！」

        大声を上げるのは決まって翠だ。悠衣は「んん」と小さく呻いて身を捩る。

        （これは……けっこう気持ちいいかもしれない）

        強すぎず弱すぎず、絶妙な加減で乳頭を吸われ、同時に振動も与えられている。

        「あぁぁあんっ、きもちぃ、きもちいぃいっ！」

        「翠さん、玄関なんですから声はもう少し抑えてください」

        「だれも、こないわよぉっ……」

        翠は身悶えしながら翠は肩を左右に動かす。玩具のついた豊かな乳房が、不規則に揺れている。

        （あ――玄関の鍵、開けっ放しだ）

        こんなことをしているのだ。だれも来ないとは思うが、施錠しておいたほうがいい。

        玄関扉へ足を向けると、翠に手首を掴まれた。

        「いいじゃない……っ、そのままで。だれか来るかもって思うほうが……んぅうん、興奮するわぁ……！」

        「……変態」

        ボソリと呟くと、

        「もっと言って」

        翠の顔が恍惚を帯びる。ますます悦ばせてしまった。

        「ねえ、見てっ……もうこんなになっちゃった」

        翠は壁を支えにして自ら片脚を持ち上げ、秘所を見せつけてくる。花園はどっぷりと蜜に濡れ、蛍光灯を反射して光っていた。花芯は膨れ上がって充血している。

        「翠さんのクリ……触ってもないのによくそんな状態になりますね」

        すると翠は笑みを深めて艶めいた。

        「触られていないから、こうなるのよ……っ」

        彼女の荒い息遣いが耳につく。

        「つっついてよ……はやくぅ」

        鼻にかかった声で翠が懇願してくる。

        悠衣は装着しているペニスバンドの根元を掴み、その先端で陰核を突いた。

        「ぁんっ、あぁあぁんっ！　イィッ、いぃわぁっ！　もっといっぱい、つついて……！　グリグリッて、シて」

        片手で翠の腰を抱き、もう片方の手で疑似ペニスを翠の淫芽に押しつける。

        「ひあぁぁぁあぁんぅうっ！　イッちゃううぅうううっ！」

        翠の体が小刻みに震えた。

        「あぁんっ、もうイッちゃった。もっと責めてぇっ」

        悦びを露わに要求された。

        （翠さんって、ほんと何度でもイけるんだな）

        感心しつつ、翠の片脚を左手で支え、右手で張形を操って切っ先を蜜壷に押し当てる。

        雁首が狭道に少しでも潜り込むと、

        「はぅぁぁああぁあっっ！」

        翠の体が跳ね上がった。乳首に、ふだんよりも重い玩具がくっついているものだから、大きな胸は振り子のようになってゆらゆらと揺れる。

        「あぁんっ……！　もっと、おくっ……つきあげてっ……はあぅ」

        幼子のようにたどたどしく言って、翠が腰をくねらせる。肉壷は大きな摩擦もなく偽棒を呑み込んでいく。

        （いつもより大きいのに）

        ふだんつけるものよりも太くて長いというのに、翠の淫洞はそれをものともせず招き入れ、すべて収めてしまった。

        隘路の行き止まりに突き当たるのがなんとなくわかった。

        「アァッ、いぃ……！　奥、当たって……あはぁああんっ！」

        肩で荒く息をして、翠は自らの手で乳房を持ち上げて揺さぶった。先端に玩具がくっついたまま、乳房はさまざまに形を変える。

        「この、コレも……すごくイィッ」

        彼女が指し示しているのは淫核を刺激するための突起だ。うまいぐあいに翠の花芽に当たっている。

        翠がペニスバンドの電源を入れると、ヴヴヴヴ……と、全体が振動し始める。

        「んっ……！」

        装着しているこちらの陰唇にまで振動が伝わってくる。

        「ひゃあぁあうぅううっ！」

        抑えた嬌声を上げた悠衣とは対照的に、ほほえみを浮かべて絶叫する翠は快楽に従順だ。

        翠の肉粒に当たっていた突起と、それから疑似ペニスが、振動しながら円を描いている。

        柔らかな突起に花核を嬲られ、膣内をぐるぐると掻きまわされて、よほど気持ちがよいのだろう。

        悠衣は振動を感じながらずぶずぶと翠の内側を責め立てた。

        「あぁぁああぁあああっっ――!!」

        事務所じゅうに轟くような大声を上げて翠が果を見る。

        「はぁ、はぁ、はぁっ……」

        乳房を揺らし、肩で息をしながら翠は悠衣の顔を見上げる。

        「ねえ、次は向日葵ちゃんも誘って三人で――」

        「だめです、絶対」

        「いゃん、まだ最後まで言ってない」

        「最後まで聞かなくてもわかります。ゼッタイダメ」

        「頑なねぇ……。でも、三人だったらすっごく楽しいし興奮すると思わない？」

        「微塵も思いません」

        「それは、あなたの本心？」

        ドッ、と心臓が高鳴って、そのまま不穏さを伴ったまま脈を打つ。

        翠はどうしてこう、核心をついてくるのだろう。

        「ねぇ……悠衣と向日葵ちゃんって、少し似ていない？」

        「似てないです。ヒマワリちゃんはこんなんじゃない」

        「あら、そんなに自分を卑下しなくてもいいのに」

        手持ち無沙汰になったのか、翠は自ら乳房を持ち上げて上下左右に揉みまわす。

        「でも私が言っているのは性格じゃなくて、顔立ちよ」

        「……そうですか？」

        怪訝な顔になる悠衣の顔を翠が覗き込む。

        「目元が、なんとなくね」

        そのとき、ガチャッという音が響いた。

        何の音かは、すぐにわかった。

        鍵を掛けていなかった玄関扉が、開いたのだ。

        鉄の扉がひとりでに開くはずがない。

        ギクリとしたようすでその場に立ち尽くす向日葵を見て、悠衣は人生で初めて戦慄した。

        「ぁ――」

        そう発したのは自分か、あるいは向日葵か。彼女にふしだらなところを覗き見されるのには慣れていたはずだ。

        だが正面きってとなると、わけが違う。

        向日葵もまた、思いもしなかったようで、目を見開き眉根を寄せたまま呆然としている。

        「どうしたの、向日葵ちゃん」

        声を掛けたのは翠だ。あられもない恰好だというのに落ち着いている。

        「会社の通帳は、お返ししたほうがいいと思って……その……」

        それで、事務所まで戻ってきたのか。

        向日葵が思いのほか律儀な性格だということを失念していた。

        通帳を返しに戻ってくる可能性をなぜ、考えることができなかったのだろう。

        だが、後悔しても遅い。

        「あの……ごめんなさい、失礼しますっ……」

        向日葵は通帳を棚の上に置くと、踵を返して行ってしまう。

        「……ッ」

        こんな恰好だから、すぐには追いかけられない。

        乳首に玩具をくっつけ、下半身にはペニスバンドとパンプスという卑猥極まりない姿で表に出れば、即通報されるに違いない。

        「一緒にどう、って誘うべきだったかしら？」

        悠衣は雄型を翠の中から引き抜きながら「まさか」と答えた。

        「……ごめんなさいね」

        翠がなにに対して謝っているのか、わかるようでわからない。

        いま、思考はまともに働いていない。

        目は確かに開いているのに、翠の姿を捉えることができなかった。

        向日葵の悲痛な面持ちが、頭にこびりついて離れない。

        


        　

        　

    

    
        第五章　絡まる身体

        　

        事務所を飛びだした向日葵の足は自然と速さを増して、しまいには走るまでになっていた。

        全力疾走して自宅アパートに帰り着いた向日葵は、ぜいぜいと肩で息をしながら自室に入り、ベッドに倒れ込んだ。

        心臓がバクバクとうるさいのは、休みなしに走ってきたせい。いまだに動揺しているからでは、ないはずだ。

        （悠衣さんったら、翠さんともそういう関係だったの……!?）

        いや、思えばふたりのあいだにもいつもただならぬ雰囲気が漂っていた。

        悠衣からは翠のことを「探偵の師で世話になっている」と訊いていた。それで、親密な雰囲気なのだと思っていたが――そうではなかった。

        悠衣が不特定多数の女性と関係を持っていることはよく知っていた。わかっていた。仮眠室を覗き見ては羨望の眼差しを向けていた。

        これまでは相手の女性について、よく知らなかった。

        ところが今日は違う。

        （もしかして悠衣さん、翠さんのことは本気――とか？）

        彼女はだれにも入れ込まないのだと思っていたが、そうではないのだろうか。

        悠衣の卑猥な姿が脳裏に浮かぶ。男性器のようなものをつけていた。それが、翠の体内に埋まっていた。乳首には透明の、玩具のようなものがくっつき、その上パンプスを履いていて――。

        皆まで思いだすと頬がカァッと熱くなった。

        （あんな恰好……好きな相手からの要望じゃなきゃ、きっとしないよ）

        それに、悠衣自身も愉しんでいたに違いない。

        仮眠室で、誘われるまま女性を悦ばせているときとは明らかに違った。

        「そんな……悠衣さんっ……」

        呟き声が虚しくこだまする。カーペットの上に放っていたハンドバッグからスマートフォンを取りだし、メッセージアプリを開く。

        （悠衣さんに、確かめよう）

        翠のことは本気なのか、そうではないのか。

        しかし、悠衣のトーク画面を開いたところで急に怖気づく。ふたりはまだ深い情事の最中さなかかもしれない、と。

        指先が震えて、なにもできずにスマートフォンの画面が暗くなる。手に力が入らなくなった向日葵は、スマートフォンをベッドの上に落とした。

        　

        ほとんど一睡もすることなく朝を迎える。

        夜のうちに何度、スマートフォンを手にしては悠衣にメッセージを送ろうとしたことだろう。

        のろのろとベッドから抜けだして洗面台の前に立つ。ひどい顔だ。目の下のクマをコンシーラーで隠して身支度を整え、アパートを出る。

        大学の講義では居眠りしてしまった。

        気がつけば悠衣のことを考えている。夢にだって出てきた。しかも、あの卑猥な姿で。

        探偵事務所へ行くのが億劫になったことはこれが初めてだ。悠衣に、会いたくないわけではない。愛しい気持ちはいまもなお変わらない。ただ、悠衣はそうではないのだと現実を突きつけられてしまったようで、心が憔悴しきっているのだ。

        事務所の鉄扉がいやに重く感じた。昨夜の情景が――あられもない姿の悠衣と翠――パッ、とフラッシュバックする。

        心臓をドクッと大きく響かせながら向日葵は悠衣に「おはようございます」と挨拶をした。昼を過ぎていても、出社したときはこの挨拶だ。

        「ん、おはよ」

        その返事はいたって普段どおりである。向日葵は唇を引き結び、自分のデスクへ歩いた。

        （悠衣さんは私に見られるのなんて、どうってことないんだ）

        どんな姿を見られようと、彼女には関係ないに違いない。それはつまり、自分がまったく相手にされていないということ――。

        （どうせ私は子どもですよ）

        不満はどんどん募っていく。だがここで悠衣に文句を言うのは筋違いだ。自分は彼女の恋人でもなんでもないのだから。

        「一時間後に岩室様がお見えになる。調査結果を報告するから」

        「……わかりました」

        パソコンの画面を見つめたまま、つい不愛想にそんな返事をしてしまった。

        悠衣はわずかに眉間に皺を寄せたが、なにも言わなかった。

        秋穂は時間ぴったりにやってきた。美人だが、無表情なので暗い印象を受ける。同じ美女でも、いつもほほえみをたたえている悠衣とは正反対だ。

        「こちらへどうぞ」

        客の前では愛想よくしていなければならない。向日葵は作り笑いを浮かべて秋穂を応接室へと案内した。

        飲み物を訊いたあと、給湯室でコーヒーを淹れて応接室へ戻る。悠衣はすでに応接室のソファに座っていて、調査結果のクリアファイルを秋穂に提示しようとしていた。

        向日葵はそそくさとテーブルの上にコーヒーカップを置いて退席する。なんとなくだが空気が重かった。

        それから一時間ほどが経過した。応接室から出てきた秋穂の顔は輪をかけて浮かなかった。

        精算はどうやら後日ということになったらしい。秋穂を見送るべく席を立ち、玄関へ向かう。

        秋穂は玄関のドアノブに手を掛けたが、扉は開けずくるりと振り返った。

        「あの……追加の調査をお願いしてもいいですか」

        その問いには、斜め前に立っていた悠衣が答える。

        「はい。どのようなものでしょうか」

        「愛実の浮気現場を見つけしだい、私に連絡をもらえませんか」

        一瞬、息が止まった。秋穂が、まるで般若のような形相になったからだ。とたんに背筋が凍る。

        「承知いたしました。その際はすぐにご連絡いたします」

        悠衣は少しも動じることなくにこやかに秋穂を見送っていた。向日葵の顔からは、社交辞令的な笑みは消えていた。

        「悠衣さん、大丈夫ですか？」

        「なにが？」

        「岩室様、すっごい怖い顔してましたよ。浮気現場を抑えたりなんかしたら、なにするかわからないですよ」

        「そうだね。でも――私が浮気現場を抑えるのを断ったとしても、岩室様は自分で尾行して乗り込むと思う」

        たしかに、あの顔からはそれくらいの気概を感じた。

        「あ、そうだ」

        思いだしたようにそう言って、悠衣はデスクへと早歩きする。

        「はい、今月のバイト代」

        茶封筒を差しだされた。両手を伸ばすものの、封筒を掴むには至らない。

        向日葵がいつまでも受け取らないからか、悠衣は目を見開いて首を傾げた。そんな仕草もまた愛しいと思ってしまう。

        そうして、胸の中にしまい込んでいた感情がふつふつと湧き上がってくる。

        「……要りません」

        悠衣はきょとんとした顔で「えっ？」と言う。

        「お金は要りません。私っ……悠衣さんがほしい」

        向日葵が必死の形相で言うと、悠衣はあからさまに表情を強張らせた。ポーカーフェイスでいることが多いから、珍しい。

        「悠衣さんが、体で払ってください！」

        叫ぶと、悠衣の両肩がビクッと跳ねた。動揺しているようだった。瞳が戸惑いを見せて左右に振れている。

        「翠さんと……よく、ああいうことされてるんですか？」

        今度は大きく視線を彷徨わせて、悠衣は俯いた。

        「ひとりの相手に本気にならないんじゃ、なかったんですかっ？」

        捲し立てるように悠衣に詰め寄る。生半可な気持ちで言っているのではないと伝わったのか、悠衣は観念したように言葉を紡ぐ。

        「翠さんのことは、本気じゃ――ない。特別な感情は持ってない」

        苦虫を噛み潰したような顔だった。本気でもないのにあのようなことをしていた、という後ろめたさがあるのかもしれない。

        （なんだ……そっか……）

        悠衣の言葉を聞いて安堵するものの、すぐに「本当だろうか」と疑念が浮かぶ。

        「それって、悠衣さんの本心ですか……？」

        ジイッと見つめていると、悠衣の眉がピクッと動いて、渋い顔になった。そんな表情をされればますます疑ってしまう。

        向日葵はゴクッと喉を鳴らして、一歩、二歩と前へ進んで悠衣に近づいた。いっぽう悠衣は、その場に立ち尽くしたまま動かない。

        走ったわけでもないのに息が上がり、胸がドクドクドクと連続して高鳴る。

        「はぁはぁ」と呼吸を荒くしながら悠衣に抱きつく。こんなふうに抱きついては、気味悪がられてもおかしくない。それでも、そうせずにはいられなかった。

        悠衣の胸に顔を埋める恰好になる。温かい。

        「一度で、いいから……お願いです、悠衣さん。私と――」

        動揺を露わにビクッと大きく悠衣の体が弾んだ。

        ああ、きっとだめだ。「離れて」と言われるに違いない。

        「……ヒマワリちゃん」

        顔を上げると、目の前が真っ暗になった。

        悠衣と唇同士が重なったのだと気がついたときにはもう離れていた｡

        (え――？)

        向日葵は何度も瞬きをする。なにが起こったのか、わかっているはずなのに理解が追いつかない。

        「悠衣、さ――」

        すべて言い終わる前にまた唇を塞がれた。

        「ん、ふっ……！」

        唇を、情熱的に何度も食まれる。

        柔らかな唇に食まれるたび「好き」と言われているような都合のよい錯覚に陥った。

        （キス、してる……悠衣さんと……！）

        脳がようやく理解して、実感する。壁掛け時計が「ピピッ」と小さく鳴って夜の七時を告げる。もう退社時間だが、帰れるはずがない。帰りたくない。

        目を瞑っているからか、両足がふわふわと浮き足立つ。唇を啄み合っているというだけで、呼吸が荒くなってくる。

        （でも、どうして？）

        嬉しい反面、なぜ急に応える気になってくれたのだろうと不安になる。

        唇が離れたすきに尋ねる。

        「悠衣さん、あの――」

        「ん……」

        彼女の顔を見るなり、胸がドクッと大きく脈を打ち、二の句が継げなくなった。

        悠衣の頬は紅潮し、瞳は潤んでいる。その顔が欲情――あるいは興奮――を表しているような気がして歓びに湧く。

        悠衣は大きく息をつき、向日葵の首筋に顔を埋めた。肌をちゅうっと吸い立てられる。鋭い痛みが迸った。そうして肌を吸われることで独占の印が刻まれることを向日葵は知らない。

        カットソーの中に悠衣の両手が潜り込んでくる。

        （え、えっ――!?）

        脇腹を撫で上げられ、くすぐったさに身を捩る。温かな手のひらは素肌を辿りながら背中側へまわり込み、ブラジャーのホックを弾いた。その手際のよさに驚き、同時に緊張感が増していく。

        触れられて、嫌だとは微塵も思わない。むしろずっと望んでいたことだ。

        悠衣と、他人には言えないことをするのを夢に見るほど渇望していた。

        ブラジャーが緩くなると、心臓はいよいよ早鐘を打つ。

        （もっとかわいい下着をつけてればよかった）

        後悔しても遅い。このような事態はまったく予想していなかった。

        悠衣の両手が前のほうへと戻ってきた。ドクドクドクドクと忙しなく脈を打っている箇所へと伸びていく。

        そっと、壊れものに触れるように柔肉に悠衣の指が沈む。

        「ひゃうっ！」

        ほんの少し触れられただけだというのに、頓狂な声が出てしまった。

        悠衣が嘆息するのがわかった。

        「……柔らかいね」

        指摘されると、瞬く間に頬に熱がこもる。

        「ゆ、悠衣さんだって……そうでしょ？」

        羞恥心をごまかすようにそう言って、向日葵はおずおずと手を伸ばして悠衣の胸に触る。じかにそうする勇気はなかった。だが服の上からでも、柔らかいのはわかる。

        「ん――」

        悠衣の口から紡がれた艶っぽい声にドキリとする。

        （私……悠衣さんの胸に触ってる。それに悠衣さんだって、私の胸を触ってる）

        いまだに信じられない。嬉しさのあまり頭の中が軽くパニックだ。

        夢と現実で、どれだけこの瞬間を望んでいたことだろう。

        「ふっ……う、ぅ」

        揉み込まれると、脇腹のあたりがゾクゾクと疼いて快感がせり上がってくる。こういう経験の乏しい向日葵は不器用で、悠衣の胸に添わせた両手はまったく動かせずに、あてがったままになる。

        （こんな……全然、違うなんて）

        これまで何度も、妄想の中で悠衣に胸を揉まれてきた。ところが自分の手でするのと、実際に悠衣の手に揉まれるのとでは大きく異なる。

        （手の形なんてみんな一緒なのに）

        指の長さや太さなど多少の違いはあっても、根本的には変わらない。それなのに、悠衣の両手は自分とはまったく違うのではないかとすら思ってしまう。

        愛しい人の手は柔らかく滑らかで、肌が触れ合っているところが発熱しているようだった。

        掴まれた乳房が熱く滾る。向日葵の口から嬌声が溢れ、

        「んぁっ、あぁあっはぅぅっ！」

        意図しない高い声が次から次に出てくる。恥ずかしい反面、悠衣がその声を聞いていると思うと興奮する。

        「顔……真っ赤だよ」

        その声で上を向けば、悠衣の瞳に自身が映り込んでいた。顔色まではわからないが、頬はずっと熱いままだから、そうなのだろう。

        「悠衣さんが……っんぅ、触ってるから、です……！」

        向日葵が絶え絶えに言うと、悠衣は僅かに眉根を寄せた。

        「ふ、ぅっ」

        ふたたび唇が重なる。唇を、先ほどよりも深く食まれる。すると悠衣の柔らかさがいっそう如実になった。

        悠衣は向日葵の唇をペロリと舐めて顔を離す。

        「かわいいんだから……」

        やっと聞き取れる小さな囁き声だった。

        とたんに胸がドクッと大仰に脈動する。

        （いま、悠衣さん……かわいいって言った？）

        好きな人に『かわいい』と思ってもらえることがこれほど喜ばしいのだとはいままで知らなかった。

        身も心も悦びに満ち溢れ、下半身のあらぬ箇所がきゅうっと疼く。

        「大きくなったっていう胸――見せて」

        恍惚とした表情になって、悠衣はカットソーの裾に指を掛ける。

        「あ……っ」

        見てもらいたいと思ってはいたが、いざそうなると緊張する。

        悠衣は恐ろしくゆっくりとカットソーの裾を引き上げた。

        ブラジャーのホックは外れているが、カップの部分はいまだに胸を覆ったままだった。パステルカラーのブラジャーを巻き込んで、カットソーはどんどん上へと捲れていく。

        事務所は明るい。蛍光灯の真下にいるものだからよけいにそうだ。

        悠衣に胸を見られている。

        視線が突き刺さるようだった。

        向日葵の、椀をひっくり返したような乳房の先端は鮮やかな薄桃色で、先端はピンッと勃ち上がっていた。

        「すっかり尖ってる」

        ポツリと言われ、羞恥心を刺激される。

        悠衣のしなやかな指の先が膨らみの稜線を上り始める。薄桃色の部分へと近づくと、自然と呼吸が荒くなり、意図せず胸が上下した。

        「はふっ……！」

        指が乳輪の際に差しかかると、思いもしない声が出た。

        「あぁ、はぁっ……。あぅう……っ」

        乳輪を象かたどるように指は緩慢に動いて薄桃色を擦る。

        じれったい。もどかしい。でも気持ちがよい。

        焦らされることで快感を煽られる。

        早く尖りの部分に触れてほしいような、そうでないような複雑な心地になった。もっと焦らされていたいという思いもあるのだ。

        向日葵の意を汲むように、悠衣は指をジワリジワリと少しずつ、尖りの部分に近づけていく。

        滑らかで華奢な指がようやく屹立の根元に辿りつく。乳頭の根をふたつとも、小さく揺さぶられた。

        「あっ、ぁっ、んあぁっ」

        硬くなった胸の先が小躍りしている。乳首の根元を指先で突かれているだけだ。

        それなのに、下腹部がどんどん濡れていくのがわかる。

        足元がおぼつかなくなって、悠衣のデスクに片手をついた。

        悠衣は、向日葵が立っているのが辛くなったと思ったのか、

        「こっち……」

        執務椅子に座るよう促した。

        背もたれのついた座面の大きな――見るからにふかふかの――椅子に、胸を晒したまま腰掛ける。座り心地は極めてよい。

        そこへ悠衣が馬乗りになってくる。膝の上に乗った悠衣を見上げる恰好になる。座っても、身長差は変わらない。

        すぐそばに悠衣の顔がある。胸はもうずっとドキドキと鳴りっぱなしだ。

        （あぁ、どうしよう）

        キスまでしたというのに、麗しい顔がすぐそばにあるだけで胸の高鳴りはいっそう強くなる。

        首筋に温かな息が吹きかかるのと同時に、あらためて乳房を掴まれた。膨らみの胸飾りを両方とも、指のあいだに挟まれる。

        ピアノの鍵盤でも弾くように悠衣は乳房を掴んだまま指を押し引きする。乳首をくにくにと揺さぶられる。

        「ふぁ、あはぁっ！　あぅうっ……」

        全身が、いままでに感じたことのないような快さに包まれる。

        悠衣の顔が先ほどまでよりも近くにあるので、彼女の息遣いがよくわかる。それは悠衣も同じはずだ。

        自分の発する嬌声を、より近くで聞かれている。そう思うとまた下腹部がトクッと小さく脈打った。

        悠衣の指の根のほうで挟まれた胸蕾を、引っ張り上げるようにして扱かれる。

        「ふゎあぁあっ！」

        何度も執拗に、そうして捻り上げられた。

        （気持ちいぃっ……けど、少し――）

        物足りない。指のあいだに挟むのではなく、指先で摘まんでほしい。

        向日葵は悠衣を見上げる。視線だけで伝わったのか、悠衣は微笑して向日葵の乳首の根元を指で摘まみ上げる。

        「はぁ、ふぅんっ……」

        陰唇がジワリと熱くなる。目で確かめずとも、ショーツを濡らしているのが感覚でわかる。

        悠衣は摘まみ上げた胸先を、右は時計回りに、左は反時計回りに押しまわす。

        「ゃんっ、あぁんっ！」

        乳首はそれほど強く摘ままれているわけではない。それでも、快感はジワジワと増していく。

        もっと強く引っ張り上げられても、きっと痛みなど感じず悶え悦ぶことだろう。

        悠衣は「はぁ」と息を吐きだしながら、向日葵の乳頭を指の腹で擦り合わせる。

        「ひあ、ぁあぁ……ッ」

        凝り固まった乳首を、平らにする勢いですり潰されている。

        もうこれ以上ないというくらい気持ちがよいのに、「もっと」と言ってしまいそうになる。

        何年も悠衣に恋い焦がれていて、ようやく触れてもらえたものだから、どんどん貪欲になっていく。

        しだいに悠衣の右手が下方へとずれてきた。左手は依然として乳首を弄っている。スカートのファスナーを引き下ろされる。向日葵はふとあることを思いだした。

        （あ……ブラとショーツの柄が）

        揃っていない。なんということだろう。

        「だ、だめですっ」

        とっさに言うと、悠衣は目を丸くした。

        「どうして？　コッチは、触られたくない？」

        悲壮感を漂わせて悠衣が言うので、向日葵はぶんぶんと首を横に振った。

        「そ、そういうわけじゃないんですけど……。その、柄が……」

        「ブラと合ってないんです」と付け足すと、悠衣はしばしポカンとした後に「ふふっ」と声を漏らして笑った。

        「まぁ、いいじゃない。女同士なんだし？」

        冗談めかして言う悠衣を恨めしく見上げる。

        「そう、ですけど……！」

        女同士だから、というのはなんとも都合のよい言葉のように思える。それは魔法の言葉で、そう言ってしまえばなんでも許されるような気がしてくる。

        （でも、悠衣さんには当てはまらない）

        悠衣が女性ではないと言いたいわけではない。それは自分もまた然りだ。

        互いに女性だという事実は変わらないが、「女同士だから気にしない」わけにはいかないのだ。

        「ふぅん……。上は星柄で、下はハート柄かぁ。これはこれで、いいと思うよ」

        極上の笑みで悠衣が呟いた。

        羞恥心が、足先から耳までギュンッと音を立てて行き渡るようだった。

        「あ、また赤くなってる」

        悠衣が面白がるので、頬の熱は冷めやるいとまがない。

        「そんなに恥ずかしいなら、下は脱いじゃえば？」

        もっともらしいことを提言されたが、ショーツを脱いで下半身は裸になるということだ。それはそれで恥ずかしい。

        向日葵は「いえ」と呟きながら小さく首を横に振る。

        しかし悠衣は、それが向日葵の本心でないことを見透かしているらしい。

        向日葵の膝に乗るのをやめて立ち上がり、スカートと一緒にショーツを引き下ろそうとする。

        「あ、あぁ……っ」

        胸よりも下半身のほうが、見られるのに抵抗があるのはなぜだろう。

        その答えはすぐにわかる。

        「濡れてるね」

        秘めやかなそこがてらてらと光っている。濡れた花園を、悠衣が凝視している。

        「……ゃっ」

        つい手で隠してしまう。粗相をしたように濡らしてしまっているから、見られるのがとてつもなく恥ずかしい。

        「隠さないでよ」

        そう言われると、よけいに隠したくなるのが心理というものだ。

        向日葵は目を伏せたまま両手で陰唇を覆っていた。そこへ悠衣の両手が重なる。全身がひとりでにビクッと弾んだ。

        しっかりと閉じ合わせていた両脚を、やんわりと左右に開かされる。

        「ゃ、あ……悠衣、さん」

        それほど強い力で手を退けられたわけではないのに陥落して、秘所が開け広げになる。心の奥底ではきっと「見られたい」と思っているせいだ。

        悠衣は陰唇をしげしげと眺めたあと、濡れそぼっている会陰に人差し指をあてがった。

        「ひゃふぅっ！」

        ぬるりとした愛蜜が悠衣の指に絡みつく。

        「わぁ……もうこんなにトロトロにして」

        悠衣の口の端が、みるみるうちに吊り上がっていく。

        「もしかしてヒマワリちゃんって、濡れやすい？」

        やはりそうなのか、と自覚する。

        （ひとりでするときよりももっと、濡れてるかも……）

        悠衣に見られ、触れられることで大興奮しているものと思われる。

        「感じてるんだ？」

        その言葉とともに、悠衣の指が蜜口のそばをうろつき始める。

        「んあっ……あぁ、はぁあっ……！」

        向日葵が身悶えすると、椅子がキィッと軋んだ。悠衣の指は吸い寄せられるように向日葵の中へと潜り込む。

        「ひぅっ――あぁあっ！」

        ひとりでするとき、体内へ指を挿れることはあまりないから、強烈な違和感に見舞われる。

        （でも、きもちぃ……っ）

        節のない細長い中指が潤んだ肉襞を擦り立て、親指が花芽を押しつぶす。指は少しも滞ることなく蜜壷を出入りする。

        「ぁはっ、あぁ……！　ぁん、あぁ、はうぅっ」

        湿潤な肉壷をぐちゅぐちゅと掻きまわされ、愛蜜のぬめり気を帯びた指で、ヒクヒクと震える淫核を嬲られる。

        絶頂するまではあっという間だった。

        「ひあぁあぁあああっ！」

        自分のものとは思えない大声を上げて、全身をビクンッ、ビクンッと何度も弾ませる。

        どれだけ経っても息が整わず、ゼイゼイと肩で呼吸した。手足の先まで快感が迸って、甘い気だるさに襲われる。

        「好き……。悠衣さんのことしか、考えられない――」

        言葉では言い表せないくらいのこの強烈な気持ちを、少しでも伝えようと思った。

        すると悠衣は目を見開き、僅かに唇を震わせた。

        「……っ」

        視線を逸らされたかと思えば、悠衣は急によそよそしくなった。

        悠衣は向日葵から離れて頭を抱えている。彼女がなにを考えているのか、まったくわからなかった。ただ、後悔しているように見受けられる。大きなため息をつき、向日葵の乱れた服を整え始める。

        「悠衣さん……？」

        それまでの甘い雰囲気が嘘のようだった。どこか冷然としている。

        向日葵がきちんと服を着た状態になると、

        「明日から……もう、来なくていい」

        平坦な声音でぽつりと発せられたその言葉の意味を、すぐには理解できない。

        まるで時が止まったようだった。

        視界が灰色になる。

        「どういう、意味ですか？」

        鼻の奥がツンとする。向日葵は涙を堪えていた。

        そんな向日葵に気づいていないのか、あるいは気づかないふりをしているのか、悠衣はそっぽを向く。

        「クビってこと。これからは学業に専念して。ほら、司法試験とか……いろいろあるでしょ、法学部なんだから」

        背を向けられてしまったので、悠衣がどんな顔をしているのかわからない。

        「じゃあ、司法試験に合格したらまた来てもいいですか？」

        しつこく食い下がっても、悠衣の態度は変わらない。無言で首を横に振っている。

        「ヒマワリちゃんの荷物は、宅急便で送るから」

        「なっ、そんな……！　そこまでしなくても」

        「ほら、早く出てって」

        悠衣が振り返り、背を押してくる。ハンドバックだけを持たされ、玄関まで強制的に歩かされた。

        「ばいばい」

        そのあとに「また明日」という言葉は続かない。

        バタン、と音を立てて鉄の扉が閉まった。締めだされてしまった。

        向日葵はその場に棒立ちになる。両足は少しも動かない。それどころか腕から力が抜けて、手に持っていたバッグを床に落としてしまう。

        「どうして――？」

        声が虚しくこだまする。

        一筋の涙が頬を伝う。

        夢のようなひとときのあとに待っていたのは、容赦のない別離だった。

        


        　

        　

    

    
        第六章　すれ違う想い

        　

        向日葵を締めだした直後、悠衣はそのまま膝を折り、鉄扉に頭をぶつけた。この扉一枚を隔てたところに、向日葵はまだいる。すすり泣く声が微かに聞こえる。

        扉を開けて「ごめん、クビになんてしない」と謝ればきっと、向日葵は戻ってきてくれる。

        悠衣はドアノブに手を伸ばしては、掴む寸前に引っ込めた。それを何度も繰り返しているうちに、向日葵の気配が消える。本当に帰ってしまったようだ。

        （……これで、よかったんだ）

        そう自分に言い聞かせて、鉄扉に両手をついて立ち上がる。なにかを支えにしていなければ立つこともままならなかった。

        すべては自ら招いたことだ。向日葵を解雇したのも、彼女の体を貪ったのもすべて、自分の責任である。

        悠衣は項垂れたままデスクに戻り、執務椅子に背と頭を預けて呆然とする。

        なにもかもをひどく後悔していた。

        （ヒマワリちゃんの誘惑に、勝てなかった）

        それで、ついあんなことを――。

        いや、言いわけだ。鋼の理性を持ち合わせていれば、こんなことにはならなかった。

        ただ、向日葵の潤んだ瞳を見つめているうちに無性にキスがしたくなった。

        （私……そういえば、ファーストキスだった）

        それ以上のことを多数の女性としておきながら、いまさらだ。だが、キスしたいという衝動に駆られたのは向日葵だけだ。それほど、彼女に惹かれていた。いまもなおその気持ちは変わらない。

        だからこそ突き放した。そうすることで向日葵を守れると考えたからだ。

        （だって――私なんかとずっと一緒にいたら、向日葵がだめになる）

        向日葵の言葉が鮮明に蘇る。

        『悠衣さんのことしか、考えられない』

        それではだめなのだ。互いが溺れすぎてしまいそうで怖い。あるいは、どちらかの気持ちが冷めたときのことを考えると、いまから恐ろしくなる。

        （永遠なんてない。ずっと好きでいられるなんてこと……）

        愛情ほど不安定で不確定なものはない。自他ともにそうだ。

        だから、深みに嵌まってしまう前に離れたほうがよいのだ。

        手の甲にポタリと水粒が落ちた。それが涙だと認識すると、目からはとたんに大粒の涙が零れてくる。

        自らの意思で決めたことなのに、もう向日葵には会えなくなるのだと思うと全身に氷水を浴びたような心地になった。

        悠衣はぶんぶんと首を横に振り、後悔の念を振り払おうとする。そうしてあらためて自戒する。

        人の気持ちほど移ろいやすいものはない。向日葵は『好き』だと言ってくれたが、一時の気の迷いかもしれない。

        （だったら初めから、なにもないほうがいい）

        まだ手遅れではないはずだ。

        自分が向日葵に入れ込んでしまう前に、距離をおいたほうがいい。

        ピピピピ……とスマートフォンから着信音が響く。悠衣はガバッと身を起こし、デスク端に置いていたスマートフォンの画面を見た。

        だれからなのか確認して、落胆している自分がいる。

        あれほどひどく突き放したのだ。向日葵から電話が掛かってくるわけがない。

        悠衣は「はぁ」と小さくため息をついてスマートフォンの画面をタップし、電話に出る。

        「……はい」

        『あら？　なんだかご機嫌ナナメ？』

        馴染みの、外部調査員の女性だ。

        『気晴らしに今晩、どう？』

        「……今日は、やめておく」

        『やん、やっぱりご機嫌ナナメじゃない。じゃあ飲みにでも行きましょうよ』

        「うーん――」

        悠衣はその誘いも断って電話を切った。今度は「はあぁ」と盛大なため息をついた。

        とてもいまは、ほかの女性と飲みに行ったりセックスしたりできる気分ではない。

        （そのうち、いつもどおりになる――）

        　

        ところが、何日経ってもその気分は変わらなかった。

        誘われるまま毎日のようにしていたことだというのに、どういうわけか『その気』がまったく起きない。

        ある夜、事務所を締めて帰ろうとしているときだった。玄関扉を開けると翠に出くわした。

        「はぁい。シましょ」

        「……すみません、今日はちょっと」

        翠は玩具を両手に持ったまま固まっている。

        （翠さんからの誘いを断るのって、初めてだっけ）

        それまで弧を描いていた翠の口元が、しだいに平らになっていく。

        「私のこと、嫌になっちゃったかしら」

        「いえ、そういうわけじゃ――」

        悠衣は目を伏せて言う。

        「ただ……だれとも、そういうことをしたくないっていうか」

        「向日葵ちゃんに操でも立てたの？」

        「――！」

        脳天に響くほどドクッと心臓が鼓動する。

        「なにかあった？　向日葵ちゃんと」

        「……」

        その問いにはなにも答えられなかった。うまくはぐらかす自信がなかったからだ。いつだってポーカーフェイスを貫いていたいのに、このところは余裕がない。

        「ふふ、いいのよ。いつかこの日が来ると思っていたわ」

        翠は玩具を後ろ手に持ち直してほほえむ。

        「でも、あなたが私の大事な妹だってことは、変わらないから」

        「え――？」

        顔を上げて翠を見れば、彼女の笑みはますます深くなる。

        「あの、それってどういう意味ですか」

        「妹みたいに大切に思っている、ってこと」

        悠衣は眉根を寄せて訝しむ。本当にただそれだけなのだろうか。

        「これからは美花子ちゃんに相手してもらおうかしら」

        美花子は、翠の会社の事務員だ。

        「本気じゃないなら、やめておいたほうがいいですよ」

        「それは、実体験に基づくアドバイスかしら」

        「……ご想像にお任せします」

        玄関扉を施錠し、翠に「お疲れ様でした」と言いビルを出た。

        帰り道のレストランで夕食を済ませて帰宅する。

        シャワーを浴び、肩にバスタオルを引っかけたまま水を飲み、ベッドに入った。仰向けに寝転がる。

        目を閉じて眠ろうとしたが、頭に浮かぶのは向日葵の顔だ。

        最近はずっとそうだ。

        手持ち無沙汰になって、自分の胸を揉む。

        （ヒマワリちゃんの胸……ほんと、柔らかかった）

        自分のものとは異なる物質でできているのではないかと、おかしな発想に至るほどだ。

        あれからもう何日も経つが、向日葵の喘ぎ声ははっきりと思いだすことができる。

        記憶力にはもともと自信があるが、向日葵のこととなるとよけいにそうだ。

        初めて出会ったときのことも、つい昨日のことのように鮮明に頭に浮かぶ。

        高校一年生の向日葵は制服を着ていた。彼女の母親と一緒に事務所にやってきた。

        その頃から変わらず、向日葵はいつも髪の毛を頭の高い位置で、お団子結びにしていた。

        ドリンクはなにがいいかと尋ねると、彼女の母親がコーヒーを頼んだものだからそれに倣ってコーヒーと言った。

        しかしそれを出すと、我慢しながら飲んでいるようだった。それがおかしくて、同時に可愛らしいと思った。

        探偵業が軌道に乗り、事務のアルバイトを募集したとき、いちばんに応募してきたのが向日葵である。もともと好印象を抱いていたものだから即採用した。

        明るく、それでいて仕事ぶりは真面目で、一緒にいると癒される。

        「……ヒマワリちゃん」

        呼びかけに応える声などあるはずもなく、いまだかつて感じたことのない虚無感に襲われた。失ったものは、すでに自分の中で大きな存在になっていたのではないかと、いまさら気がついて瞳が潤む。

        ふとベッド脇の棚に置いていた乳首吸引玩具が目についた。手を伸ばし、玩具を乳首につける。もとより下着やパジャマの類は身につけていない。

        目を瞑れば自然と、向日葵が胸の先を吸っている姿が頭に浮かんだ。

        「ぁ、はっ……はぁ、あぁっ」

        向日葵の顔を思い描くだけで、快感は何倍にも跳ね上がる。

        悠衣は目を閉じたまま脚の付け根を手探りした。自分は濡れにくいほうだと思っていたのに、凄まじい量の愛液が滴り落ちていた。

        膣口から狭道へと中指を挿し入れて、潤んだ蜜壷を自らの指で掻き乱す。花芯はすっかり敏感になっていて、親指で少しでも押し潰せばとたんに快楽が爆ぜた。

        「んふぅっ、あぁあっ……！」

        これほど早く絶頂したのは人生で初めてだ。あっという間に昇りつめてしまったことにしばし呆然とする。

        （ヒマワリちゃんとはたった一回、シただけなのに）

        彼女でなくては、だめになってしまった。

        悠衣はだれに言うでもなく「ごめんなさい」と謝った。妄想の中とはいえ、向日葵を穢してしまった。

        そうして、罪悪感に包まれたまま眠りに就く。

        （おやすみ、って……言えたらいいのに）

        だれかれかまわず言いたいわけではない。向日葵だけだ。

        そうしてまた喪失感に襲われる。

        悠衣はゴロンと寝返りを打って枕に突っ伏した。

        　

        岩室秋穂から依頼された坂間愛実の追加調査には、外部の調査員は使わず単独で行うことにした。

        （なにか起こったとき、巻き込みたくないし）

        くわえて、調査員の女性からの性的な誘いはことごとく断ってしまっていたので、少々気まずいというのもある。

        夕方、事務所を出て愛実の会社へ向かった。探偵らしくビルの影で張り込み、愛実が出てくるのを待つ。

        （……来た）

        愛実のあとをつける。繁華街へ向かっているので間違いない。彼女は今日もだれかとセックスを愉しむつもりだ。

        ラブホテルの前で浮気相手と落ち合う愛実を捉える。

        （いつもどおりなら、一時間半後に出てくるはず）

        そこで悠衣は秋穂にメッセージを送った。

        およそ一時間後、秋穂が姿を現す。

        「ありがとうございました。もう、けっこうですから」

        感情の読めない表情で秋穂が言った。悠衣は間髪入れずに質問する。

        「これからどうなさるおつもりですか？」

        「愛実がホテルから出てきたところを追求します。愛実とは……別れます。滝見さんはどうぞ、お帰りください」

        「……わかりました」

        悠衣は頭を下げて踵を返す。路地を歩き、角を曲がったところで身を潜めた。

        （嫌な予感がする）

        愛実がホテルから出てくれば修羅場になるだろう。秋穂は不穏な空気を纏っている。

        （このまま帰るなんてできない）

        物陰から秋穂の様子を窺う。彼女は電信柱の陰に隠れて、ホテルの出入口をジイッと見つめている。

        秋穂は愛実と別れると言っていたが、とてもそんなふうには見えない。なにかよからぬことを考えている気がしてならなかった。

        愛実と、それから浮気相手の女性がホテルから出てきた。

        秋穂が動きだす。彼女が手にしていたハンドバッグの中にあった、なにかが夕陽に煌いた。

        悠衣は反射的に駆けだし、秋穂と愛実のあいだに割って入った。

        「――っ!!」

        腹部に鋭い痛みが迸った。しだいに鈍痛へと変わり、両足から力が抜け、立っていられなくなる。

        悠衣は「うぅ」と呻きながらアスファルトの上に膝をつき、背を丸めた。

        　

        気がつけば滝見探偵事務所の前にいた。

        （ああ、またやっちゃった……）

        解雇になったいまもなお、無意識のうちにこのビルへと来てしまう。

        あれから本当に荷物が宅配便で送られてきた。ここに立ち寄る理由はないというのに、習慣なのか、あるいは悠衣に会いたいと切望しているからか、つい足を運んでしまう。

        だが結局、悠衣とは顔を合わせずに帰ることになる。

        （あれだけ言われて、会いになんて……行けない）

        そこまで図太くはない。また突き放されたらと思うと怖い。

        それでもまだ諦めがつかないので、自分の往生際の悪さには辟易する。

        （あっ――）

        悠衣がビルから出てくるのが見えた。向日葵はとっさに身を隠す。

        （どこに行くんだろ）

        帰宅しているふうではない。なにかの調査だ。

        気になってしまい、こっそりと悠衣についていく。距離を取って歩くこと数分、到着したのはオフィス街だった。

        （ここってたしか、岩室様と坂間様の会社だ）

        悠衣はどうやら、ひとりで愛実の追加調査をするつもりらしい。

        （岩室様に、浮気現場を抑えてほしいって依頼されていたっけ）

        それで悠衣は、愛実を尾行するために張り込んでいるのだろう。

        （でも変だな……。尾行のときはツーマンセルだって言ってたのに）

        ひとりきりで対象を追うことはないはずだ。

        （それにしても、意外と気づかれなかった）

        あとをつけていることに、悠衣はすぐに気がつくかもしれないと思っていたが、いまのところ問題ない。それもこれも、尾行のノウハウを悠衣から聞いていたおかげだ。それに、悠衣はいま調査対象である愛実のことで頭がいっぱいで、まさか自分が尾行されているとは予想もしていないだろう。

        愛実が会社から出てくると、悠衣はそのあとを追った。向日葵もそれに倣う。

        愛実と、浮気相手の女性がラブホテルに入る。悠衣はもうずっとそこから動かない。一時間ほどが経った。

        （あれって……岩室様だ。……まずい、こっちに来る！）

        向日葵は慌ててその場を離れ、近くのカフェに駆け込んだ。悠衣の姿が見える席を探して着席する。コーヒーを注文して、依然として張り込む悠衣を見守った。

        （なんだか胸騒ぎがする）

        このまま悠衣を放って帰ってはいけない。頭の中でだれかがそう叫んでいる。いや、警鐘を鳴らしている、というほうが正しいかもしれない。

        それから約三十分後のこと。悠衣が駆けだして建物の影に入った。向日葵は会計を済ませて様子を見にいく。

        その場に立ち尽くして、呆然とする秋穂と愛実の姿が見えた。愛実と一緒にラブホテルへ入ったはずの女性はいない。

        秋穂の手には小ぶりのナイフが握られていた。その先端は血で濡れている。傍らには、うずくまる悠衣。

        「え――」

        向日葵は考えるよりも先に駆けだして、膝を折って悠衣に寄り添った。

        「どうしたんですか!?」

        そしてすぐに、悠衣の腹部から血が出ていることに気がついた。向日葵は瞬時に青ざめる。

        「救急車……！」

        ハンドバッグからスマートフォンを取りだそうとすると、

        「だめ――」

        悠衣に手を握られ、制される。手の甲にべっとりとついた鮮血が向日葵を焦らせる。

        「でも、悠衣さん……ッ」

        瞳に涙が浮かび、視界がぼやける。このままでいいはずがない。

        「それほど、深い傷じゃ……ないから。タクシー、で……」

        ところが両足は小刻みに震えるばかりで、少しも動かなかった。

        目の前にいた愛実が走りだし、手を挙げてタクシーを止めた。悠衣はなにを思ったのか、秋穂の手に握られていたナイフを奪い、自分のバッグにしまう。

        愛実がタクシーを伴って戻ってくると、

        「ふたりとも、よく……話し合ってください」

        悠衣は額に汗をかいて微笑した。痛々しいほほえみだった。

        愛実が頷き、秋穂もまた少し遅れて首を縦に振った。

        「……っ」

        ナイフを収めたバックで腹部の傷を隠しながら、悠衣はタクシーに乗る。

        そうしてようやく向日葵は我に返り、動かない両足を手でパンッと叩いて、タクシーの助手席に乗り込んだ。

        ひとりにはしておけない。幸い、悠衣には咎められなかった。あるいは、そんな余裕すらないものと思われる。

        「……財摩大学病院へ」

        唸るような声音だった。

        向日葵は眉根を寄せたまま首を傾げる。なぜ悠衣は財摩大学病院を指定したのだろう。最寄りの病院ではない。

        悠衣の息遣いが、しだいに荒さを増していく。

        「お客さん、大丈夫ですか？」

        タクシーの運転手が尋ねても、悠衣はなにも答えなかった。ルームミラー越しに見る彼女の額には、先ほどよりも多くの汗が浮かんでいる。

        病院に到着し、運転手に支払いを済ませてタクシーを降りる。後部座席のドアが開いても、悠衣は自力では出てくることができなかった。

        悠衣の体を支えながら救急外来へ向かう。

        「悠衣さんっ、もうちょっとですから！」

        「ん――」

        悠衣の肩を支えながら歩いていると、複数の男性が担架を持ってやってきた。看護師も、何人も駆け寄ってくる。

        「ＥＲに運びます」

        向日葵は頷き、担架で運ばれる悠衣に付き従って病院内へ入る。

        救命室にはいくつものベッドが並んでいた。ほとんどのベッドに患者がいて、医師や看護師が忙しなく動いている。

        「こちらにご記入を。この方の身分証もお願いいたします」

        看護師に言われた向日葵は丸椅子に座ったまま、上ずった声で「はい」と答え、悠衣のハンドバッグを開けた。

        「――っ！」

        血のついたナイフが垣間見えて慄く。震える手で財布を開け、悠衣の身分証を取りだして看護師に渡した。

        「滝見悠衣さんですね。怪我をされたときの状況を教えてください」

        「その……私が駆けつけたときにはもう、悠衣さんは怪我をしていて……よく、わかりません」

        向日葵は、膝に抱えていた悠衣のハンドバッグをギュッと抱きしめる。

        十中八九、悠衣を刺したのは秋穂だ。しかし、悠衣は秋穂のナイフを奪った。それはおそらく、秋穂を犯罪者にしたくないからだ。

        「これから処置をいたしますので、外でお待ちください」

        「よろしくお願いします」

        頭を下げ、救命室を出る。座る気にはならず、廊下の端で立ったまま処置が終わるのを待った。

        　

        その後、悠衣は病室へ移った。一般病棟ではなく特別室だ。こちらから申し出たわけではないし、悠衣は麻酔のせいかまだ眠っている。それなのになぜ――と思いながらも、悠衣の寝顔を眺めた。

        （そういえば以前……テレビで、この病院のニュースになったら、チャンネルを変えてたっけ）

        そのこととなにか関係があるのだろうか。悠衣が目覚めたら聞いてみよう。

        窓の外に目をやる。病院の高層にある特別室だから、眺めはよい。あたりはすっかり暗くなり、見事な夜景が広がっていた。

        ピッ、ピッ、ピッ……という、ベッドサイドモニターの規則的な音が耳を打つ。その電子音に眠気を誘われる。

        悠衣が目覚めるのを、ずっと起きて待っているつもりだったのに、精神疲労が溜まっていたらしく、いつの間にか眠ってしまっていた。一人掛けのソファの座り心地がよすぎたせいだ。

        気がついたときには、悠衣は目を覚まして体を起こしていた。

        「悠衣さん！」

        ガバッと身を乗りだし、悠衣の顔を覗き込む。

        「起き上がって大丈夫なんですか？」

        見たところ顔色はよい。微かだが笑顔もみられる。

        「全然、問題ないよ。そもそも大した傷じゃなかったんだし」

        「そんな……大したこと、あります！」

        何針か縫ったのには違いなかった。

        「あっ、看護師さんに連絡しなきゃ」

        悠衣が目覚めたことを知らせなくては。椅子から立ち上がると、

        「もう診てもらった。巡回の看護師がさっき来た」

        「あ……そうだったんですね」

        それにも気づかず眠ってしまっていたことが恥ずかしくなり、向日葵はふたたびソファに腰を下ろして肩を竦めた。

        「あのぅ……この病院と悠衣さんって、なにか関係があるんですか？」

        「ん――まぁ、ちょっとね。私の怪我の理由、尋ねられなかった？」

        「尋ねられました。でも――岩室様が刺したんじゃないか、っていうのは言いませんでした」

        「そう。よくできました」

        悠衣は前を向いたまま目を伏せる。視線は合わない。

        「……岩室様が罪に問われないようにするために、わざわざこの病院に来たんですか？」

        「察しがいいね」

        悠衣と財摩大学病院のだれかのあいだに、特別な関係があるとしたら、怪我の理由を警察に詮索されないようにするために、ここへ来たということになる。

        「なんで――身を挺してまで庇ったんですか？　坂間さんのこと」

        「依頼人を守るのは探偵の務めだから」

        悠衣は、秋穂のナイフから愛実を守り、社会的な制裁から秋穂を守ったのだ。

        向日葵はキュッと唇を噛む。

        「ご立派、だとは思います。でも……そこまでしなくても」

        傷が浅かったのは不幸中の幸いだ。へたをすれば命にかかわる大事になっていた。いや、むしろその可能性のほうが高かったはずだ。

        すると悠衣はちらりとこちらを見た。しかしすぐに逸らされてしまう。

        「こうなって当然なんだよ。だってほら、私って、やってることは坂間様と同じなんだし。ほかに恋人がいる女性とだって関係を持ってる」

        怪我をしているわけでもないのに胸がチクリと痛む。向日葵はすぐに反論する。

        「でも、悠衣さんが望んでそうしてるわけじゃない。向こうから誘ってくるんじゃないですか」

        「応じたら、一緒だよ」

        「……相手が本気だと応じないくせに」

        それきり悠衣は黙り込んだ。

        （私は――結局、相手にしてもらえなかった）

        沈黙が続く。悠衣は窓の外に視線を投げている。

        「病院に運んでくれて……感謝してる。でも、もういいから……こんな最低な私に、かかわらないほうがいい」

        どうしてそう、自分を卑下するのだろう。

        そんなことはないと言いたいのに、涙を我慢するので精いっぱいになって、うまく言葉が出てこない。

        「もう本当にさよならだよ、向日葵ひまり」

        初めてきちんと名前を呼んでもらえた。

        （それなのに、さよならだなんて）

        向日葵は口を開けたものの、結局はなにも言葉を発することができずに閉口した。

        「……私、寝るから」

        そう言われてしまっては、いつまでもここに居座るわけにはいかない。

        向日葵は頭を下げて病室を出た。

        「……おや」

        白衣を着た初老の男性に遭遇する。名札には院長と書いてある。

        「きみ――名前は？」

        突如として名前を尋ねられ困惑したものの「大喜多向日葵です」と正直に答えた。

        「大喜多――」

        院長が大きく目を見開く。

        「まさか、こんなところで会えるとは」

        いっぽう向日葵は、眉間に皺を寄せて首を傾げる。

        「どういう意味でしょうか？」

        「話せば長くなるな。……ついてきなさい」

        頭の中にはますます疑問符が浮かぶ。財摩大学病院には初めて来た。もちろん院長とも初対面だ。

        （話せば長くなる……って、いったいどういうこと？）

        ついていくと、院長室というプレートが掲げられた部屋に到着した。

        ソファに座るなり、秘書らしき女性がチョコレートとコーヒーを出してくれた。

        向日葵はふと、初めて訪ねた悠衣の探偵事務所でコーヒーを飲んだことを思いだした。いまとなっては考えられないが、あの頃はコーヒーが苦手だった。

        財摩院長が向かいに座り、語り始める。

        そのあいだ、向日葵は一言も声を発することなく、院長の話に聞き入っていた。

        話を聞き終わると、院長室は沈黙に包まれた。

        「――このこと、悠衣さんは知ってるんですか？」

        院長はふるふると首を横に振る。

        「この件を悠衣に伝えるかどうかは……きみに任せよう」

        向日葵は怪訝な顔になる。心の中で「そんなのずるい」と叫んだ。

        「……失礼します」

        お辞儀をして部屋をあとにする。

        院長室の前の廊下は、ほかよりもふかふかのカーペットだからか、現実感がない。院長の話が、にわかには信じられない。

        いますぐ悠衣のところへ駆けていきたいのを必死に我慢した。

        （こんなこと、話したら――）

        悠衣の傷に障るかもしれない。

        時間外玄関から病院の外へ出ると、急に向日葵は合点した。

        （そっか……だから、お母さんは私を探偵事務所に連れていったんだ）

        急に視界が拓けたようだった。

        タクシー乗り場へ向かう途中で、特別室のあるあたりを見上げる。悠衣がどの病室にいるのか、外からではわからなかった。

        （遠い……）

        向日葵は複雑な想いを抱えてタクシーに乗った。

        


        　

        　

    

    
        終章　甘い交わり

        　

        もう忘れてしまいたい――そう思った日が、どれだけあっただろう。

        不毛な恋には終止符を打つべきだと、悪魔さながらの囁き声が聞こえたこともあった。

        それでもやはり諦めきれなかった。

        『自立した大人の女性』になるべく邁進してきたのは、悠衣に再会したときに堂々と胸を張るためだ。

        そして今度こそ、振り向いてもらうのだ。

        　

        探偵事務所を解雇になって三年が経っていた。アルバイトをしていた夕方の時間はすべて勉学に費やした。

        在学中に予備試験を受けたのち、司法試験に合格し、弁護士事務所で司法修習生として働いている。

        「お疲れ様でした」

        弁護士事務所での就労を終えた向日葵は、徒歩でアパートに帰っていた。外灯の乏しい夜道は薄暗い。

        （そろそろ引っ越したほうがいいのかな……）

        いつまでも学生アパートに居座っているのはどうかと思う。引っ越しするための費用は、じゅうぶんとは言えないがなんとか貯まっている。

        （引っ越しして……それから、悠衣さんに会いにいくんだ）

        滝見探偵事務所はいまもなお健在である。事務所が移転していないか、月に一度はチェックして動向を探っていた。あれだけこっぴどく振られているというのに、我ながら執念深い。

        （もう三年も、会ってないんだ）

        忘れたいと思う日はあっても、本当に忘れたことなどなかった。日に二、三度は悠衣に想いを馳せ、勉学や仕事に励んできた。

        （いまごろ、どうしてるんだろ……）

        この時間はおそらく、悠衣も帰宅する途中ではないだろうか。

        そうして道路の角を曲がったときだった。

        悠衣のことばかり頭の中に描いていたものだから、幻覚を見たのかと思った。

        「……ヒマワリちゃん」

        三年ぶりに耳にした愛しい人の声は、あの頃となにひとつ変わっていない。

        見目にしてもそうだ。むしろ大人の色香が濃くなって、よりいっそう魅力的だ。暗い夜道であっても、悠衣の持つ輝きは少しも損なわれない。

        悠衣は驚きに目を見開き、その場に棒立ちになっていた。

        足は自然と悠衣のほうへ向かう。

        「私――ちゃんと、大人になりました」

        そう言ったあと、小さな声で「その……まだ司法修習生ではあるんですが」と付け足した。だが学生に比べれば自立はしている。

        （本当は、司法修習が終わってから、会いにいこうと思ってたけど――）

        しかしここで偶然、再会したのはきっとなにかの縁だ。神様が「いまがチャンスだ」と囁いている。

        「だから……悠衣さんっ！　私の恋人になってください」

        遭遇したことに驚いていた悠衣だが、向日葵の言葉を聞いてさらに驚愕した。

        目を丸くして突っ立っている。

        向日葵は大きく深呼吸をした。吐きだした息が白い煙になって、目の前を霞ませる。今夜は特に冷える。

        さらに距離を詰めて「悠衣さん」と呼びかける。

        あれから三年、向日葵は悠衣が自分を拒む理由を煮詰めて考えてきた。

        ひとつは、自立していないこと。悠衣は口癖のように「学生なんだから」と言っていた。

        そしてもうひとつは、悠衣は他人が信じられないのではないかということだ。

        「悠衣さんは……本気になって傷つくのが怖いんじゃないですか？」

        悠衣の両肩がギクリと弾む。

        人を愛するということは、その人を心から信頼するということ。悠衣はきっと自信がないのだ。

        「私は絶対に、悠衣さんを裏切りません」

        はっきりとした声音で告げた。

        「私がいったい何年、想い続けてると思ってるんですか!?　この三年、悠衣さんを忘れた日なんて一日もありませんでした」

        悠衣の眉間の皺がどんどん深くなっていく。戸惑っているのか、あるいは疑っているのか。どちらにせよ、向日葵は思いの丈を吐露する。

        「悠衣さんに釣り合う大人の女性になれるよう、頑張ってきたんですっ……！」

        しだいに涙声になってきた。

        こんなはずではなかった、大人の女性らしく、もっと毅然と言うつもりだったのに――。

        「まだまだ、かもしれないけど……私っ……」

        大きく息を吸い込み、悠衣の瞳を見つめる。

        「いまでも――ううん。前よりもっと、悠衣さんのことが好きです。三年で、よけいに積み重なりました」

        頭の中にあったすべての言葉を紡ぎ終わると、走ったわけでもないのに息が切れた。

        ひとり「はぁ、はぁ」と荒く息をする。

        悠衣は唇を引き結んで、神妙な面持ちをしている。

        （また、だめだった……？）

        しかし諦めるつもりはない。ストーカーで訴えられでもしないかぎり、追いかけ続ける。

        「ふっ」と声を漏らして悠衣が笑う。

        「……ほんと、しつこいね」

        苦笑する悠衣の前に、なにか白いものが落ちてきた。空を見上げれば、真っ白な雪が次々と舞い落ちてくる。どうりで冷えるわけだ。

        困ったような笑顔を浮かべたまま、悠衣が近づいてくる。また、振られてしまうだろうかと覚悟した。

        「……っ？」

        予想に反して、悠衣の腕が腰に絡みついた。目を白黒させながら上を向く。

        「んっ――」

        唇に唇が押し当る。ちゅっ、とリップ音を立てて離れたかと思えば、またすぐに唇同士が重なった。

        まるでそうすることが当たり前のように、唇を深く食まれる。向日葵もまた、同じように食み返した。

        舌先が唇を割って潜り込んでくる。情熱的に口腔を貪られる。

        「んふぅっ……ふ、うぅっ……！」

        目元がジワリと熱くなってきた。悠衣は、想いに応えてくれたのだろうか。言葉でもって確かめたいのに、悠衣はなかなか唇を解放してくれなかった。

        口から銀糸を引きながら、互いの顔が離れる。

        「――私だって、向日葵ひまりのこと、忘れた日なんてない」

        きちんと名前を呼んでもらえるのは二度目だ。三年前よりも、ずっと嬉しい。

        「好きだよ、向日葵」

        その言葉と同時に涙が零れた。とめどなく溢れ、すぐに滝のようになる。

        「……っう、うぅうっ」

        悠衣の顔をもっとよく見ていたいと思うのに、涙でぼやけていて朧気おぼろげだ。

        向日葵はその後も泣きじゃくった。

        「ちょっと、どうしたの」

        「だって……っ、う、嬉しくて……」

        ためらいがちに両手を伸ばし、悠衣の腰元を掴んでぎゅっと抱きしめる。

        「もう絶対、逃がしませんからね」

        向日葵が言うと、悠衣は破顔した。

        「うん……もう、逃げない」

        頬にキスを落とされる。夢のようだった。現実だと実感したくて、悠衣の胸に顔を埋めると、頭上から声が降ってきた。

        「そういう向日葵こそ、逃げないでよ？」

        見上げれば、薄茶色の双眸が妖しく光ったような錯覚に囚われた。

        「ずっと追い続けてきたんです。逃げるなんてありえません」

        強い風が吹き、雪が横になびく。ふたりは同時にくしゃみをした。

        「ご自宅に帰られるところでしたか？」

        悠衣は向日葵の体を抱いたまま、コクリと頷く。

        「その、私も一緒に……行ってもいいですか？」

        「もちろん。寒いから、早く帰ろう」

        手を取られ、歩きだす。

        （悠衣さんと手を繋いで歩けるなんて）

        思いもしなかった。嬉しさのあまり飛び上がりたいのを我慢する。もう学生ではないのだから、子どもっぽい行動は控えなければと思った。

        （そういえば、悠衣さんの家に行くのって初めてだ）

        高級マンションに住んでいそう、という予想は見事に的中する。エントランスホールにコンシェルジュが常駐しているマンションになど、いまだかつて入ったことがない。

        きょろきょろとまわりを見まわすのはみっともないので、目線だけを走らせてマンション内のようすを窺う。

        エレベーターホールにしても廊下にしても、陳腐なものはいっさいなく、壁には絵画が掛けられ、突き当りには花瓶が置かれていた。

        「どうぞ、入って」

        見るからに重厚な玄関扉の向こう側に、上ずった声で「お邪魔します」と言いながら立ち入る。

        まるでモデルルームのようだった。生活感が少しもなく、きれいに片付いている。

        （床暖房だ）

        帰宅時間に合わせてタイマーが入れてあったのか、二月の初めだというのに室内は春のように暖かかった。コートとジャケットを脱ぐと、悠衣がハンガーに掛けてくれる。

        「テキトーに座って？　コーヒーでいいかな」

        「はい、ありがとうございます。あ、でも――お手伝いします」

        「ドリップコーヒーだから、すぐにできるよ。お客さんは座っていて」

        そこまで言われてしまっては、「はい」と返事をするよりほかにない。向日葵はダークブラウンのソファに腰を下ろす。

        間もなくして、コーヒーカップを持った悠衣が隣にやってきた。「ありがとうございます」と礼を述べながらカップを受け取り、コーヒーを啜る。

        （なんか、緊張する……）

        そうだ、あの話をしなければ。悠衣に、ずっと言いたかった。

        向日葵は、コーヒーカップをテーブルに預けて話を切りだす。

        「ねえ、悠衣さん。知ってました？」

        「うん？　なにを？」

        悠衣もまたカップをテーブルの上に置いた。長い足を組んで向日葵を見る。

        　向日葵はこっそりと深呼吸をした。

        「悠衣さんの亡くなったお母さんには、妹さんがいたってこと――ご存知でしたか？」

        それまでほほえんでいた悠衣の表情が、とたんに凍てつく。

        「知らない。ていうか、なんで向日葵がそんなこと知ってるの？」

        怪訝な顔の悠衣を前にして怖気づきそうになったが、ここまできてこの話をやめるわけにはいかない。

        「三年前――悠衣さんが財摩大学病院に行ったあの日です。病室を出たあと、院長先生に遭遇して……聞きました」

        「……あの男に、なにを聞いたっていうの」

        いっきに表情が険しくなった。悠衣と父親――財摩院長の仲はそれほどよくないようだ。

        向日葵はそのことには言及せず、微笑する。

        「悠衣さんだって、会ったことあるんですよ。悠衣さんから見たら、叔母さんですね」

        もともともくっきりとしている悠衣の瞳が、さらに大きく見開かれる。

        「悠衣さんの叔母さんは、結婚して……大喜多という姓になったんです」

        向日葵が小首を傾げると、悠衣は口を開けた。ところが、続く言葉はない。絶句している。

        「私と悠衣さんって、従姉妹いとこなんですよ？　びっくりですよね」

        言葉にするとあらためて、歓びが溢れてくる。

        「私……すごく嬉しいです。悠衣さんと同じ血が流れているんだなって……あとになって実感したんです。そうしたら、嬉しくて失神しそうでした」

        「……っ！」

        悠衣の瞳が小刻みに左右に揺れる。従姉妹だということを悲観しているわけではなさそうだった。見つめていると、彼女の瞳が潤みを帯び始める。

        「私の母は、私を従姉の悠衣さんに会わせたかったんだと思います。だから、当時まだ高校生だった私を探偵事務所に同行させた。もしかしたら母も、血を分けた姪に会ってみたかったのかも」

        悠衣はなおも無言だった。片手で口元を押さえて俯き加減になる。

        「そんな……あぁ、どうしよう」

        愛しい人が肩にもたれかかってくる。

        「私も、失神しそう。嬉しすぎて」

        耳のすぐそばで響いた声は微かに震えていた。いまにも泣きだしそうな声音だった。

        対照的に、向日葵はパアッと表情を明るくする。

        （嫌がられなくてよかった）

        忌避されることなく喜んでくれたのが嬉しくて、自然と笑みが零れる。

        頬に手を添えられた。

        訪れたのは、キスの予感。

        どちらからともなく唇が重なった。瞬く間に甘い雰囲気が漂う。

        （信じられない。これって本当に……夢じゃ、ないよね？）

        幸せすぎて、現実のものとは思えなかった。

        唇はすぐに離れた。名残り惜しくて、今度は自分から悠衣の唇を塞ぎにいく。

        そうして実感する。悠衣は手の届くところにいるのだということを。

        「ふ……ぅ、んん」

        「んっ……うぅ」

        唇が離れると、それぞれが熱い息をついた。

        うっとりと見つめ合う。

        （悠衣さん、なに考えてるんだろ）

        前からそうだが、悠衣の考えていることはいまひとつわからない。

        「私……悠衣さんのこと、もっとよくわかるようになりたいです」

        宣言すると、悠衣は笑って「ええっ？」と言った。

        「それって、私の体を知り尽くしたいってこと？」

        「へぁっ!?」

        思いもしない返答だ。

        「そっ、そういうわけじゃ――」

        いや、知りたいのには違いない。

        「なくもないというか……」

        「それってどっちなの」

        悠衣が笑う。その顔が可愛らしくて、

        「～っ全部、知りたいです。悠衣さんのこと！」

        ずいっと身を乗りだす。どきどきしながら悠衣のブラウスのボタンを外していく。

        「ヒマワリちゃんたら、大胆」

        冗談めかして言われても、緊張感は抜けない。

        「知りたい、ですから」

        ブラウスのボタンを裾まですべて外し終わる。白い襟を左右に避ければ、純白のブラジャーが露わになった。

        （わぁ……）

        目の前に広がる緻密なレースと、美しい谷間に釘付けになる。呼吸が荒くなってくる。

        （だめだめっ……胸を見てはぁはぁ言ってたら、変態みたい）

        息を整えようと深呼吸した。

        「緊張してるの？」

        無言でコクリと頷く。

        「向日葵、かわいい」

        「――っ!?」

        瞬きをひとつするあいだに、熱が頬に立ち込めた。

        「ゃっ、やだもうっ……悠衣さん、不意打ちはやめてください！」

        「不意打ち？　そんなのしてないけど」

        「してます……っ」

        向日葵は苦虫を噛み潰したような顔になり、悠衣の背に腕をまわす。そうしてブラジャーのホックを手探りした。

        「ん……んしょっ、と」

        なかなかうまく外せないでいると、悠衣の両手がワイシャツの中に入り込んできた。いとも簡単にホックを弾かれてしまう。

        自分の不器用さを痛感して「うぅっ」と呻く。その後、なんとかして悠衣のブラジャーのホックを外した。

        「上手じゃない」

        悠衣がクスクスと笑いながら言うものだから、悔しくなって唇が尖る。

        「嫌味に聞こえます。……どうせ私は不器用ですよ」

        「でも、そういうところも好きだよ？」

        向日葵の顔がボッと赤くなる。

        「悠衣さんったら、また……！　わざとですか？」

        「いまのは、わざとじゃない。思ってることを素直に言っただけ」

        顎を掬われ、上を向かされる。

        「いままでは我慢してた。本当は向日葵のこと、ずっと前から……かわいくて仕方がなかった」

        「ぁ、んっ……！」

        ブラウスの上から、胸を揉みくちゃにされる。

        「あぁ、その顔……いい。服の上から揉まれるだけでもきもちぃの？」

        「き……きもちぃ、です。ん、んぅ……っ」

        このままでは流されてしまいそうだ。

        （悠衣さんにも気持ちよくなってもらいたい）

        その一心で、身悶えしながらも純白のブラジャーの端に手を掛けた。

        純粋に悠衣の胸を見たいという思いもあった。いや、邪よこしまな気持ちには違いない。

        （三年前とは違う。悠衣さんはいま、私の目の前にいる）

        そして、手を伸ばせば触れられる位置に彼女はいるのだ。

        心身が悦びに震えるのを感じながら、向日葵は悠衣のブラジャーを捲り上げた。

        昼白色のシーリングライトに照らされた双乳は見るからにまろやかで、その先端は花開いたばかりの桜のように鮮やかな薄桃色だった。

        乳房は大きすぎるということも、小さすぎるということもない。向日葵はつい凝視してしまう。

        「見すぎじゃない？」

        その声で顔を上げれば、悠衣の頬は紅潮していた。

        「……恥ずかしいですか？」

        向日葵はニヤニヤとした笑みを浮かべて、悠衣の顔を下から覗き込む。

        「そんなにジロジロ見られたら……ねぇ」

        「だって……悠衣さんのおっぱい、きれいなんだもん」

        そうしてまた視線を落とし、しげしげと眺める。いかにも弾力があり、柔らかそうだ。

        おずおずと両手を伸ばして、乳房の脇腹側をそっと撫でる。

        「んっ……」

        悠衣の甘い声が耳朶をくすぐる。とたんに下腹部がきゅうっと疼いた。

        （悠衣さんの肌、滑らか……）

        それに、しっとりとしている。もっと触りたくなって、ふたつの膨らみを鷲掴みにした。

        「ぁんっ」

        悠衣が大きく息をつく。

        （……酔っちゃいそう）

        成熟した大人の女性たる妖艶さとあいまって、くらくらしてくる。

        「向日葵のエッチ」

        ポツリと言われた。

        「悠衣さんには敵わないです」

        呟き返して、両手で掴んでいた膨らみを揉み込む。

        「すごい、柔らかいです。肌触りもいいし……」

        向日葵が感嘆のため息をつくと、悠衣は「ん、ぁんぅ」と声を漏らして目を細くした。

        乳首はもうずっと尖っている。そこに触れたら、悠衣はどんな反応をするだろう。

        ゴクリと喉を鳴らして、瑞々しい薄桃色へと指先を滑らせる。色づいた部分に差しかかると感触が変わった。興奮のあまり息遣いが荒くなる。

        悠衣はというと、もどかしいのか、向日葵の顔と指先を交互に見つめて、下唇を噛んでいた。

        「いいよ……触って、乳首に」

        促されればすぐに誘惑に負けてしまう。向日葵は息を呑んだあと、薄桃色の尖りを指でツンッと突いた。

        「あぁっ……！」

        吐息を多分に含んだ艶めかしい喘ぎ声だ。全身がゾクゾクッと震え、加虐心をくすぐられる。

        ふたつの屹立を指の腹で摘まんで捏ねまわす。

        乳頭は硬くなっていたが、しなやかさは損なわれていない。表皮の柔らかさにしてもそうだ。

        「はぁん、あぅうっ……ん、はぁっ」

        悠衣は嬌声を紡ぎながらも、仕返しと言わんばかりに、向日葵の乳首を摘まみ上げた。ブラウスの内側で縦横無尽に捻りまわされる。

        「ゃんっ、悠衣さん……ぁっ、はぁうっ……！」

        そんなふうに弄りまわされると指が疎かになる。悠衣のように器用ではない。

        （なんか、結局……悠衣さんのペースになってる？）

        主導権を握るつもりだったのに、と向日葵は心の中で毒づいた。

        「お団子の位置が前よりも低くなったね」

        向日葵の乳首を上下左右に揺さぶりながら悠衣が言った。

        「もう……学生じゃ、ないので……ぅ、ンンッ……」

        「大人になったんだね」

        悠衣の左手が後頭部へ伸びていって、髪をまとめていたシュシュを拭い去られる。ダークブラウンの髪の毛が肩に広がる。三年前よりもだいぶん伸びて、いまは胸をすっぽりと覆い隠せるほどの長さになった。

        「いつもの髪型も好きだけど、こっちもいいね。乱れた感じがして」

        悠衣は愉しそうに笑って、向日葵の頬に唇を寄せた。

        「～～っ」

        向日葵は頬を押さえたあと、あらためて悠衣の乳房を手のひらで覆った。

        「ぁん……なぁに、向日葵」

        「悠衣さんばっかり余裕たっぷりで……ずるい、です」

        「余裕なんてないけど」

        「ウソ」

        「嘘じゃない。どきどき、してる」

        後頭部を掻き抱かれた。

        「むっ」

        悠衣の胸に突っ伏す。柔らかく滑らかな素肌に顔を埋めると、全身が悦びに湧く。

        「私の心臓の音、聞いて」

        小さく頷いて耳を澄ます。ドクドクドクドク……と速く脈を打っているのがわかった。

        「……ほんとだ」

        向日葵が認めると、悠衣は満面の笑みになった。

        「ねぇ、向日葵？　もう濡れてたりして」

        ぎくりと体を強張らせる。そのとおりだからだ。

        紺色のスカートを腰まで引き上げられ、足を左右に開かされると、ショッキングピンクのショーツが露わになった。

        今日は上下揃いの下着を身につけているが、色が子どもっぽかったかもしれない。

        悠衣の指先が、ショーツの染みを象るように円を描く。

        「ゃんっ……あぁんっ！　そんな、したら……ますます、染みが……」

        「広がっちゃう？」

        クスクスと笑って、悠衣は指の動きを加速させた。

        「あぅう、はぁあうっ……！」

        濡れたショーツ生地が悠衣の指に押されて陰核に当たると、えもいわれぬ快感に見舞われた。蜜口からさらなる愛液が溢れるのが、感覚でわかった。

        悠衣の片手がショーツの端を引っ張る。ショーツを脱がされそうになる。

        「ぁっ、だめです……！　私、すぐ濡れるから……ソファを汚しちゃう」

        「いいよ。向日葵のエッチな蜜で、びっしょり濡らして」

        「や、やっ……だめ」

        「ソファを濡らすのが気になるんなら、私の膝に乗る？」

        「えっ？」

        「私の体だったら、好きなだけ濡らせるでしょ？」

        そう言うなり悠衣はボトムスを脱いで下着姿になった。ソファの座面に寝転がり「ほら、乗って」と催促してくる。

        寝転がっていても悠衣の乳房は美しい。

        「自分で脱げるかな、ヒマワリちゃん？」

        子どもに言うような調子だった。以前のようにあだ名で呼ばれたものだからよけいに、子ども扱いされたような気になってくる。

        「脱げます」

        憤然とショーツを引き下ろして下半身を露出させ、胸と下半身をトクトクと脈づかせながら悠衣に跨った。

        「向日葵のおっぱい、見せて」

        ねだられ、おずおずとブラウスの裾を引き上げた。

        「……前より大きくなった？」

        「わ、わかりません」

        悠衣の両手が胸元に伸びてくる。

        「だって、ほら……手のひらに収まらない。まあ、前からそうだけど」

        「あぅ、うぅっ」

        ぐにゃぐにゃと執拗に揉みまわされると、すぐに胸先が尖りきる。

        「うん、やっぱり大きくなってる」

        悠衣はしみじみとしたようすで言葉を足す。

        「いっぱい、触らせて――。離れてた時間を取り戻したい」

        そうして切なげな表情を浮かべるものだから、涙腺が熱くなる。離れていた三年という時間を、触れ合うことで埋めたい気持ちは同じだ。

        向日葵は悠衣の頬を両手で包み、その手で彼女の上半身を余すところなく撫でまわした。悠衣はくすぐったそうにしながらも、嫌がりはしない。

        ピンッと勃った乳頭を、ふたつとも押して悠衣の顔を見る。

        「ぁっ、あっ」

        気持ちよさそうに喘いでいる。向日葵はこのとき、自分の下半身がとても無防備だということをすっかり忘れていた。

        悠衣の乳首を弄るのに夢中になっていると、突如として足の付け根の豆粒を押された。

        「ひああぁっ!?」

        悲鳴を上げて下半身を見やると、悠衣の指が花芽にあてがわれていた。人差し指で左右にくすぐられる。

        「あぅっ、ひゃあぁっ！」

        「だめだよ、向日葵。私の乳首もちゃんと弄って。もう『大人の女性』なんだから、できるでしょ？」

        「はぅう、うっ――」

        コクコクと頷いてみせたものの、そううまくはいかない。隘路に中指を挿し入れられるとよけいに、手元がおぼつかなくなる。

        向日葵は打って変わって首を横に振り始める。

        「む、無理です、私……っ、んぁ、はあぁっ……」

        細い指であっても執拗に出し入れされれば、もたらされる快感は凄まじい。同時に花核を押しつぶされて、喘ぎ声が止まらなくなる。

        「やぁっ、はぁん、あぁあっ！」

        指が出入りするたびに中の愛液を掻きだされ、悠衣の太ももに散り落ちる。それが恥ずかしくてたまらなかった。

        「はぁ……向日葵の中、すごいね。ぐちゃぐちゃになってる」

        「あぅ、ううっ」

        「イきそう？」

        その言葉には首を縦に振るしかない。あと少しでもどこかを刺激されたならば、すぐにでも絶頂してしまうだろう。

        悠衣は『あと少し』の刺激を容赦なく与えてくる。空いているほうの手で乳首を捻り上げられた。

        「あぁあぁあああっ――!!」

        絶叫とともに全身が大きく弾み、頭の中と視界が真っ白になる。過呼吸さながら、息が整わない。

        「ふふっ」という笑い声が聞こえた。

        「もっと頑張らなくちゃ、ね？　ヒマワリちゃん」

        そうして嗤う悠衣を、向日葵はビクン、ビクンと快感に打ち震えながら見つめた。

        　

        「一緒に住まない？」

        悠衣は軽い調子を心掛けて話を切りだした。

        休日の昼下がり。探偵事務所の近くのカフェでケーキを食べ、コーヒーを飲んでいたところだ。

        向かいの席にいた向日葵はきょとんとして、数回瞬きをした。

        「向日葵はさ、そろそろアパートを出たいって言ってたでしょ？　じつは私も、いまのマンションを出ようと思ってるの。だから、その……ふたりで住む新居を一緒に探さない？」

        さりげなく理由を付け加えて向日葵の反応を見る。心臓は先ほどからドッドッドッドッと高鳴っている。

        しばしの沈黙があった。窓の外を見ていた悠衣だが、向日葵があまりにもなにも言わないので気になって正面を見据える。

        向日葵は声もなく涙を流していた。

        「ちょ、ちょっと――向日葵？」

        泣くほど、一緒には住みたくないのだろうか。

        「うっ……す、すみません。嬉しすぎて、夢みたいで……なんか、泣けてきちゃって」

        嬉し涙だと知り安心する。

        （向日葵ったら本当に……純粋なんだから）

        胸を撫で下ろして向日葵を見る。恋人は目尻に涙を溜めて、「はい、喜んで」と笑った。

        カフェを出たふたりは、その足で不動産会社へ向かった。

        吹く風に冷たさは感じられず爽やかだ。それだけで足取りが軽くなる。

        「私の事務所からも、向日葵の弁護士事務所からも近いところがいいね」

        向日葵の司法修習は間もなく終了するが、いまの弁護士事務所でそのまま働くことになっている。

        「そうですねっ。お互いの事務所に近いところなら、仕事が終わってすぐ会えるし」

        うきうきとしたようすで向日葵が言うので、それだけで嬉しくなってくる。

        新居探しでこれほど心が躍ったことなど、いままでにあっただろうか。

        不動産会社に到着する。カウンターに並んで座り、営業の女性に相談する。女性はすぐに物件を提案してくれた。

        不動産会社をあとにした悠衣と向日葵は、道すがら新居について話し合う。

        「ここなんてどう？」

        向日葵に物件情報の紙を見せる。

        「わぁっ、素敵！」

        直後、向日葵は「あ……」と言って足を止め、複雑な表情になった。

        「どうしたの？」

        一緒に住むのは、やはり嫌なのだろうかと不安がよぎる。

        「いえ、その……ちょっと、お値段が」

        立地ばかりに注目していて、金額は見ていなかった。言われてみれば確かに、新築の分譲マンションは司法修習生が払える金額ではない。

        「大丈夫、お金は私が出すから」

        「ええっ!?　そんな、甘えるわけにはいきません。私のお金が貯まるまでもう少し待ってもらうわけには――」

        悠衣は眉根を寄せて、向日葵に耳打ちする。

        「私は、一刻も早く向日葵と住みたい」

        すると向日葵は耳まで真っ赤になった。

        「私が先にお金を出しておいて、向日葵は貯まってから払ってくれればいいよ」

        一緒に住めるのならお金のことなど気にならないが、それでは向日葵の気が済まないだろう。

        「わ、わかりました」

        向日葵はいまだに頬を赤くしたまま頷く。

        「向日葵が体で払ってくれてもいいけどね」

        ボソリと言うと、向日葵はふたたび頬を赤くして林檎のようになった。

        「からかわないでください」

        だが満更でもなさそうだ。そういうプレイも、いいかもしれない。

        「楽しみだな」

        すぐに「私も」という声が返ってくる。

        初春らしい暖かな風が吹き抜ける中、ふたりは顔を見合わせて笑い合った。

        　

        悠衣と向日葵は、互いの職場の中間地点にある二ＬＤＫの中古マンションを購入した。

        エントランスにコンシェルジュはいない。もとより、以前住んでいたマンションでコンシェルジュには、挨拶をするばかりで世話になったことはなかったから、不便だとは思わない。

        新居のリビングでソファに腰を落ち着ける。いま座っているこのソファは悠衣の家にあったものだ。向日葵の家にはもともとソファがなかった。

        悠衣はアイランドキッチンを眺め、向日葵が裸にエプロンをしているところを妄想して「いい」と呟いた。

        「なにがですか～？」

        げっそりとしたようすで向日葵がやってきた。

        「なんでもない。向日葵、まだ荷解き終わらないの？」

        「……ご覧になります？」

        向日葵の部屋へ行く。荷入れから半日が経っているというのに、部屋じゅうダンボールだらけだった。

        「わぁ、これはまだまだ、時間がかかりそうだね」

        「そうなんです――って、悠衣さん、もう荷解き終わったんですか!?」

        「もともとそんなに荷物がなかったしね」

        「そっか、悠衣さんの家はそもそも、すっきりしてましたもんね。……私は、終わりが見えません……」

        向日葵は力なく座り込み、シングルベッドに頭と腕を預けた。

        「じゃあ気晴らしが必要だね？」

        悠衣が言うと、向日葵は首を傾げた。どうやって気晴らしをするのだ、と疑問に思ったようだった。彼女は家ではいつもそうなのか、上は薄手のキャミソール、下はショートパンツというなんとも無防備な恰好である。

        向日葵の背後に座り、両腕を伸ばして抱き込む。薄手のキャミソールの上から豊かな乳房を鷲掴みにして揉みまわす。

        どういう『気晴らし』なのか、理解した向日葵はとたんに頬を赤らめた。

        「ぁ、んっ、ぃやぁん……悠衣、さん」

        右の乳房は時計まわりに、左は反時計まわりにぐるぐると回転させる。

        「イヤ？　でも、尖ってるじゃない」

        キャミソール生地は薄手なので、乳首が尖っているのがよくわかる。

        「ほら、ココ……硬いよ？」

        高々と盛り上がっている乳頭を、生地越しに親指で押しつぶして捏ねる。

        「んっ、ふっ、んんぅっ……！」

        そのあとは爪でカリカリと引っかいた。

        「やっ、それだめっ……はぅ、あぁううぅっ！」

        向日葵は、肩に流れていたダークブラウンの髪の毛を振り乱して身悶えする。

        「ほんと、かわいいんだから……。ねぇ、ベッドに」

        促すと、向日葵はコクリと頷いてベッドに上がり込んだ。悠衣は長く息を吐きだして向日葵の体を押し倒し、キャミソールの肩紐を落とす。

        オレンジ色のキャミソールを引き下ろすと、大きな乳房はぷるんと弾んで明るみに出た。ふるりと艶めかしく横揺れする双乳をジイッと見つめ、唇を寄せる。

        「んぁ、やんっ……！」

        悠衣が赤い舌を覗かせてそこを舐めようとしていることに気がつくと、向日葵はぶんぶんと首を横に振った。

        「私も悠衣さんのを舐めたいです！」

        あまりにも勢いよく向日葵が言うので、悠衣はおかしくなって「ふふっ」と笑う。

        「じゃあ舐め合いっこね」

        ワイシャツのボタンを自ら外して乳房を晒す。悠衣は下着の類は身につけておらず、裾の長いワイシャツ一枚だった。

        体の向きを変えて身を屈め、向日葵の眼前に乳房が来るように調整する。

        「……すごくいい眺めです」

        興奮した面持ちで向日葵が言った。乳房を見せつけるような体勢だから、些か恥ずかしい。

        「私だって、いい眺めだよ」

        寝そべる向日葵の乳首を、指でツン、ツンッと二回突いた。

        「はぅっ」

        向日葵は短く喘いで身を揺らす。いきり立った薄桃色の先端が、柔肉の上でふるっと揺れた。

        間近で見る向日葵の胸蕾は、まるで果実のようだった。

        「美味しそう」

        呟くと、目の前にある実がますます硬く凝る。舌を伸ばして根のほうをチロチロと舐めた。

        「ふゎあぁっ！」

        舌で触れたのは、ほんの少しだというのに大げさだ。

        （向日葵は不器用なのに、舐め合いっこなんてできるのかな）

        疑問を抱きつつ、構わず舌を動かす。こちらとしては、向日葵の乳頭を舐ねぶることができればなんでもよい。

        悠衣は口を大きく開けて向日葵の乳頭を食んだ。口の中で飴玉を転がすように舐めまわす。

        「んふっ、ん、んんっ……」

        身をくねらせながらも向日葵は口を開け、悠衣の乳房を掴んでその先端を舌で舐め上げた。

        「ン……ッ」

        生温かな感触に、心身が悦び嬌声が漏れる。

        （向日葵ったら、けっこう頑張ってる）

        懸命に舌を動かしているのが窺える。そうして下腹部に蜜溜まりが生まれる。

        向日葵は悠衣の舌の動きを真似ていた。意図的にそうしているのか、無意識なのか定かではない。

        胸飾りを吸えば、同じようにじゅっと音を立てて吸われ、舌先で嬲ればぴちゃぴちゃという卑猥な水音を伴って、そっくりそのまま返ってくる。

        （どうしよ……すっごいきもちぃ）

        下腹部が潤みを増していくのがわかる。向日葵もきっと同じだ。彼女は濡れやすいから、大洪水を起こしているかもしれない。

        舌で乳頭を舐めしゃぶりながら、向日葵の足の付け根へと手を伸ばし、濡れ具合を確認する。

        「んんっ！」

        向日葵の両脚がビクッと跳ね上がった。陰唇に指を這わせると、すぐにぬめり気を帯びた。

        「もうこんなに溢れさせて」

        「ゃっ……！　悠衣さんの、息が……」

        「うん？　息が、きもちぃの？」

        大きく息を吸い込み、濡れた乳頭を「ふぅっ」と吹く。

        「やぅううっ！」

        向日葵が色好い反応をするので、つい意地悪してしまう。悠衣は向日葵の濡れた陰唇を、着かず離れずの加減で撫で辿った。

        「ぁっ、はぁん、あぁあっ……」

        こうなると、不器用な向日葵はされるがままだ。

        （でも、向日葵のこと見てるだけで……感じる）

        乳首を舐めてもらえずとも、官能に喘ぐ向日葵を見ているだけで快感なのだ。

        悠衣は右手で割れ目に触れ、左手は濡れた乳頭を突き、口ではもう片方の乳首を舐め上げて、向日葵の性感帯を愛でた。

        「あぁ、ひあぁああっ――！」

        向日葵が全身を震わせたので、悠衣は驚いて顔を上げる。

        「もうイッちゃったの？」

        指摘すれば、向日葵は瞳を潤ませて、「う――」と呻いた。

        「だって、気持ちがよくて……」

        むくりと身を起こし、向日葵が抱きついてくる。乳房がふにゃりとぶつかり合い、乳首同士が重なる。

        「今度は……擦り合いっこがいいです」

        上目遣いでおずおずと発言した向日葵が、可愛らしくてたまらなかった。

        「いいよ」

        ふたつ返事をして肩を揺する。

        「んぁ、あぁ……はぅんっ！」

        四つの乳頭が不規則にぶつかり躍り狂う。触れ合うたびに、とてつもないまでの快感に襲われ、悠衣もまた「あぁあっ」と嬌声を上げた。

        「悠衣さんっ、クリも……っ」

        「……ッ、ヒマワリちゃんはワガママだなぁ」

        そう言いながらも、花核を擦り合いたいのは自分も同じだ。

        悠衣は脚を開き、向日葵と密着する。互いに脚をクロスさせて、秘芯が触れ合うよう身を捩った。

        小さな豆粒同士を重ねるのには少し苦労する。腰を抱き合いピタリと寄り添うと、ようやく淫核同士がぶつかった。

        「あっ、あっ――きもちぃっ……！」

        指でするよりも刺激は微細なはずなのに、どうしてこう気持ちがよいのだろう。

        「悠衣さん、好きっ……ぁん、あぁあんっ！」

        その言葉でさらに快感が高まるので、ますます不思議だ。

        「アッ、また……イッちゃうっ……うぅ、あぁあぁっ……!!」

        ピタリと重ね合わせている陰核から、どちらのものとも知れない脈動が伝わってくる。果てしない心地よさに包まれる。

        はぁはぁと息を荒げて、向日葵の頬を掴む。いまにも眠ってしまいそうな、とろんとした目つきの向日葵を見ると愛おしさが増す。

        悠衣はそっと、向日葵の唇を塞いだ。

        


        　

        　

    

    
        番外編　蜜濡れハネムーン

        　

        「新婚旅行、しよ？」

        その提案に、リビングでテレビを見ていた向日葵は一秒も経たないうちに「行きましょう！」と言葉を返して、隣に座る悠衣を見つめた。

        悠衣はというと、向日葵がふたつ返事をしたことに安堵したのか、口元をほころばせている。つられて、笑みが深まる。

        （悠衣さんと旅行――！）

        同居しているにもかかわらず心が躍る。

        「どこに行きます？」

        「うーん、どうしようか。そんなに長くは休みが取れないよね、お互い」

        「う……そうですね」

        悠衣は自営だし、自分もまた駆けだしの弁護士見習いだ。

        「……はちみつ、食べたいな」

        悠衣の視線の先にはテレビがあった。ちょうど有機蜂蜜のコマーシャルが流れているところだった。

        「いいですね」

        向日葵は手元に置いていたスマートフォンで、はちみつの名産地を検索する。画面をタップしたりスライドしたりしているあいだもずっと浮かれていた。まだ行き先も決まっていないというのに、楽しみで仕方がない。

        「あっ、はちみつが有名な温泉地がありますよ」

        そう言ってしまったあとで、新婚旅行先が温泉地では渋すぎるだろうかと憂慮する。

        「いいね、そうしよう。はちみつ食べて、温泉に入る」

        悠衣は甘いものに目がない上に風呂好きだ。向日葵はホッと胸を撫で下ろす。

        「じゃあさっそく宿を予約しましょう！　ええと、どこがいいですか？」

        「向日葵に任せるよ」

        「う～ん……」

        ふたりで予算を決め、宿を比較する。こうして話し合っているときからもう、旅は始まっているような気がする。

        熟考の末、露天風呂付き客室を予約した。

        向日葵は宿の予約を終えてもなお、口元にずっと弧を描いたままだった。

        　

        「悠衣さん、免許お持ちだったんですか」

        てっきり公共交通機関を使って行くものと思っていたが、悠衣が「車は借りてくるから」と言って、真っ赤なセダンでマンション前の道路に現れたものだから、向日葵は驚きを隠せなかった。

        「言ってなかったっけ。まあ、乗って」

        「は、はいっ」

        ボストンバッグをトランクに入れたあとで、助手席に乗り込む。

        （悠衣さんって、なにもしてなくても絵になるけど……）

        ハンドルを握る彼女はますます魅力的だ。向日葵は胸がキュッと甘く締めつけられるのを感じながらほくほくと笑む。

        「あー、久しぶりに運転したけど……やっぱり楽しい」

        ところが喜んでいられたのも束の間、

        「ちょっ、あのっ!?　スピード、出しすぎじゃないですか!?」

        一般道だというのに、凄まじいスピードで景色が変わる。

        「なに言ってるの、普通でしょ。これくらい」

        「いえ、道路には法定速度というものがあってですね――って、悠衣さんは免許をお持ちなんだから、もちろんご存知でしょ？」

        「向日葵ったら、法律の番人みたい。……ううん、番犬？　小型犬っぽいよね」

        「もうっ、真面目に聞いてください！」

        「だって、十年ぶりにハンドル握るんだもん。血が騒ぐ」

        向日葵は「えっ」と声を上げて顔を引きつらせた。ちょうど信号待ちになり、車が停まる。

        「あの……それって、ペーパードライバーってことじゃ……」

        顔は前を向いたまま、視線だけを横に向けた。悠衣がなにも答えないので、ますます不安になる。

        信号が青に変わる。

        「飛ばすよー！」

        急発進するものだから、背が座席にギュンッと張りつく。向日葵は「ひぃっ!!」と声を上げ、

        「安全運転してくださいぃぃっ！」

        必死の叫びも虚しく、その後はスリリングすぎるドライブが続くのだった。

        　

        温泉宿へと到着する頃にはへとへとになっていた。もっぱら気疲れだ。

        （私は隣に乗ってただけなのに……）

        いっぽう悠衣は運転の疲れも見せずに、意気揚々と宿へ入っていく。

        「向日葵、ほら早く」

        悠衣はいつになく上機嫌だ。

        帰りもまた悠衣の運転する車に乗るのだと思うと不安しかないが、それまでは楽しまなければと、向日葵は自分に言い聞かせて気持ちを切り替える。

        「待ってください～」

        小走りで追いかけ、悠衣の隣に並んで歩く。

        「わぁ……っ、素敵なところですね」

        宿は、スマートフォンの画面で見るよりも荘厳だった。純和風の老舗旅館で、門構えが立派なのは言うまでもなく、細かな装飾が施された破風はふを有した切妻造りには歴史を感じさせられる。

        一泊とはいえこの宿は値が張る。しかしながら、一生に一度の新婚旅行なのでよしとする。

        カウンターでチェックインしたあと、仲居の案内で客室へ行った。

        十二畳の部屋の中央には、背の低いテーブルと座椅子が置かれ、ガラス張りの向こうには露天風呂が見える。

        向日葵と悠衣は大きな荷物を部屋に残し、温泉街へと散策に出た。

        初夏の日差しのもと、城下町を思わせる風情溢れる街並みを堪能する。小物店に立ち寄ったり、はちみつソフトクリームを買い食いしたりと、街歩きを満喫しているとあっという間に夕暮れとなった。

        「あれっ、もうお土産買うんですか？」

        明日もこのあたりを巡る予定だというのに、悠衣は早々に土産物店ではちみつを購入していた。

        「善は急げ、ってね」

        悠衣は紙袋を提げてにんまりと笑った。

        　

        宿に戻り、部屋で食事をとる。大きなローテーブルの上に、所狭しと並べられた豪勢な料理には何度も舌鼓を打った。

        「お風呂に入る前に、デザートを食べなくちゃ」

        「えっ？　まだ食べるんですか？」

        いましがたアイスクリームを食べたばかりだ。空になった皿は先ほど仲居がすべて片付けてくれた。

        なにか追加で注文するのだろうかと思ったがそうではなく、悠衣は喜々としたようすで紙袋を開け、はちみつの瓶を取りだした。

        「もう食べちゃうんですか？」

        「うん。食べちゃう」

        向日葵はテーブルの向こう側で、悠衣が瓶の蓋を開けるのをぼんやりと眺めていた。酒を飲んだので、どこか夢見心地である。

        悠衣も同じ量の酒を飲んだが、彼女は見た目には『至っていつもどおり』だ。

        はちみつの瓶を持ったまま、悠衣がテーブルをまわり込んでやってきた。向日葵はきょとんとして首を傾げる。悠衣がそうして近くに来たのは、一緒にはちみつを舐めるためだろうかと思っていた。

        ところが、着ていた浴衣の衿に彼女の両手が掛かって焦る。

        「え、えっ？」

        パチパチと瞬きをするあいだに衿をはだけさせられて、乳房が露呈した。

        「悠衣さん？　な、なんですか？」

        何度も見られているとはいえ、突然、胸元を暴かれてしまっては恥ずかしい。

        悠衣は無言ではちみつの瓶を傾け、向日葵の肌に金色の蜜を垂らした。

        「ひゃっ!?」

        そうしてようやく、悠衣がなにをしようとしているのか理解する。

        「やっ――悠衣さん！　そのはちみつ、すごく高かったでしょ？　こんな……もったいないです」

        谷間を滑り落ちていくはちみつを見下ろして焦る向日葵を尻目に、悠衣は身を屈めて笑みを深めた。

        「だからこそ、こうやって食べなきゃ『もったいない』よ」

        悠衣はべえっと舌を出して、肌の上をとろりと落ちていくはちみつを舌で掬いとる。

        「んんぅ……！」

        はちみつのぬめり気と、悠衣の舌のざらついた感触がえもいわれぬ快感を生みだし、甘い痺れが全身を駆け巡る。

        「あぁ、最高のごちそう」

        艶っぽく舌なめずりをして、悠衣はふたたび向日葵の乳房にはちみつを落とす。狙ってそうしたのか、乳頭に蜜がかかった。

        「ぁっ――」

        舌で触れられる前から、悦楽を予感して身が震える。いやにゆっくりと悠衣は舌を伸ばし、乳房の下方からいただきへと這い上がってくる。

        「んぅ、ふっ……あ、あぁっ」

        舌先が薄桃色の部分に差しかかると、向日葵は「ひぁああぁっ！」と悲鳴じみた嬌声を上げた。

        「んふ……」

        悠衣は舌を出したまま声を漏らし、屹立の根もとからてっぺんまで、ベロリと舐め上げた。

        「あぁあんっ！」

        みっともなく喘いで身悶えする。呼吸が荒くなり、はちみつに濡れた胸元が大きく上下した。

        「美味しくて、病みつきになりそう」

        ひとりごとのように呟き、悠衣は向日葵の双乳を脇のほうから鷲掴みにして、中央に寄せた。そうして並び立った乳首を交互に舐めしゃぶる。

        「あっ、ぁっ！　そんな、いっぺんに……だめ、あぁあ、ぁんんっ！」

        だめだと訴えても、悠衣は「んん」と呻くばかりで舌の動きを止めない。もっとも、本当にやめられてしまえば、それはそれできっと不満になるのだろう。

        向日葵の心理を見透かしているのか、悠衣は口元に弧を描いて乳頭を口に含み、これ見よがしにじゅうっと吸い上げた。

        「あぁ、あぁああんっ……！」

        はちみつの甘い匂いが漂う中で、そんなふうに乳首を吸われ、くらくらしてくる。日本酒で酩酊しているせいもある。

        向日葵は下を向いている悠衣の頬や髪を撫でまわして言う。

        「私も……食べたいです、はちみつ」

        すると悠衣が顔を上げた。ごく近い距離で見つめ合う。

        「ん、ふっ――」

        唇を深く食まれた。肉厚な舌が潜り込んできて、はちみつの芳醇な香りが鼻から抜ける。向日葵は「んん、ふぅう」とくぐもった声を漏らしながら、悠衣の舌に自分のそれを絡み合わせる。

        「もっと――もっと、ほしい」

        悠衣の肌に載せて、じかに舐めとりたいと思った。

        「よくばりなヒマワリちゃん」

        からかうような調子で言いながら、悠衣は向日葵にはちみつの瓶を手渡した。

        向日葵は自分がされたのと同じように、悠衣の浴衣の衿を掴んで左右に割り、乳房を晒す。明るみに出た乳房の美しさには毎回、惚けてしまう。

        「……だから、見すぎだってば」

        こうして咎められるのもいつものことだが、悠衣の頬が紅潮しているのはなかなか気分がいい。

        （平気に見えるけど、悠衣さんだってきっと恥ずかしいんだ）

        そう思うと親近感がわく。向日葵は「ふふ」と笑って、はちみつの瓶を傾けた。

        「ん――」

        鮮やかな薄桃色の胸蕾が、金色の蜜に覆われて煌く。これまで食べたどんなスイーツよりも美味しそうだ。

        向日葵は「はぁ」と嘆息して口を開け、白い肌の上を雫のようになって滑るはちみつを舐め上げる。

        「んぅ、ふぅっ……」

        口を半開きにして、とろんとした目つきで喘ぐ悠衣を見上げる。口の中には至上の甘みが広がった。

        はちみつを、これほど美味しいと思ったことはいままでにない。

        大きく息をついて、胸飾りを舌先でくすぐる。胸蕾を舌で嬲るたび、甘みが増していくようだった。

        「ふ、ぅ――ん、ん」

        向日葵は小さく呻きながら夢中で胸飾りを貪る。しだいに舌触りが変化して、べたつくようになる。

        「もう……あんまり舐めるから、ベタベタになっちゃったよ？」

        呆れたようすで悠衣が言った。

        「向日葵のも、だけどね」

        はちみつが残っていた乳首を指でつまみ上げられる。

        「お風呂、入ろっか」

        悠衣の提案にコクリと頷いて、自分よりも先に恋人の浴衣を脱がせた。

        胸の先だけでは物足りなくなっていた。彼女の全身に手や舌で触れたくてたまらない。

        悠衣もまた向日葵の浴衣を脱がせて、一糸まとわぬ姿にする。

        互いに体を隠すものがなくなると、手を繋いでガラス扉を潜り露天風呂へと行った。

        源泉かけ流しの円形風呂には乳白色の湯が張られ、どこから舞い落ちてきたのか赤い花びらが揺蕩たゆたっていた。

        風呂の端に置いてあった湯桶を手に取った悠衣が、体に湯を掛けてくれる。

        「そんなに熱くないです」

        そう言いながら向日葵もまた、悠衣の体に湯を掛けた。

        「そうだね。これならたっぷり長湯ができるね？」

        悠衣が意味ありげに笑うので、どぎまぎしてしまう。「心ゆくまで秘め事をしよう」と解釈してよいのだろうか。

        「浸かろう」

        ふたりして湯船に入る。かかり湯をしたときよりも少しだけ熱く感じたが、これくらいなら長時間、浸かっていてものぼせないだろう。

        「ぬめり気があって気持ちいいね」

        悠衣の言葉に「本当」と相槌を打ち、両の手のひらで椀の形を作り顔に浴びせる。

        「んん、お肌がツルツルになりそう」

        「向日葵はもとからツルツルだけどね？」

        不意に体を抱き込まれ、腹部をくすぐられる。

        「ひゃっ！」

        悠衣の手はもともと滑らかだが、とろみのある湯の感触とあいまって、とてつもなくまろやかになっている。

        その両手でふにふにと乳房を揉み込まれれば、いただきに触れられずとも「あぁ、んあぁああっ、はぁっ」とひっきりなしに喘ぎ声が出る。

        （あ……っ、悠衣さんの胸が）

        背中に当たっている。その極上の柔らかさと温かさに、下半身が熱を帯びて疼く。

        無性に悠衣の顔が見たくなって振り返ると、すぐに唇が重なった。そのまま深くなり、息も絶え絶えにディープキスを交わす。

        「んぁ、はっ……悠衣さぁん」

        唇が離れた隙に、意味もなく呼びかけた。

        「向日葵」

        熱っぽい視線と声音に背筋が震える。愛しさが込み上げてくる。

        向日葵はくるりと体を回転させて悠衣と向き合った。乳房同士が湯の中でたぷんっとぶつかり合う。

        乳白色の湯に透けた悠衣の薄桃色は魅惑的かつ誘惑的で、手を伸ばさずにはいられない。

        「……ぁんっ」

        唐突に乳頭を突いたせいか、悠衣はビクッと肩を震わせた。指先で触れた胸飾りはすでに凝り固まっていた。それを、指の腹でふたつともつまみ上げて左右に揺する。

        「んふぅっ、んっ、あぁ、あっ……」

        湯の中でつまんだ胸先は、ふだんとは異なる触り心地だった。ぬめり気を帯びているせいか、少しの引っ掛かりもなく指で弄りまわせる。それがよほど気持ちがよいらしく、悠衣は恍惚とした表情を浮かべて喘ぎ悶えている。

        悠衣が身を揺すると、ザプッ、ザプッと音を立てて浴槽の外へと湯が零れた。かすかな虫の音をバックミュージックに、耳元で紡がれる悠衣の嬌声が欲情を掻き立てる。

        客室から漏れる薄明かりを頼りに、悠衣の唇をペロリと舐め上げた。すると、同じように舐め返された。

        「はん、んぅっ……！」

        「ぁ、はぅっ……んっ」

        乳白色の湯の中で薄桃色の尖りを擦り合わせる。触れ合う肌がいっそう滑らかになっているようだった。湯の中では摩擦を感じない。

        ぬるま湯だと思っていたのに、そうして乳頭を突き合わせていたからか、気がつけば全身が火照っていた。

        「……真っ赤だね。湯あたりしちゃいそう？」

        悠衣に尋ねられた向日葵は「んん」と曖昧に返事をした。

        （まだ――したい）

        このまま湯から上がってしまうのは嫌だ。悠衣と一緒に、もっと官能に耽りたい。

        「ここ……座って」

        風呂縁に座るよう促される。向日葵が岩の上に腰掛けると、悠衣はその隣に密着して座った。

        悠衣の左手が背中側からまわり込んできて乳房を掴み、もう片方の手は足の付け根へと伸びていった。

        胸の先をくすぐられ、陰唇の奥にある珠玉を指で撫で上げられる。

        「ふぁあっ……！」

        ぞくぞくぞくっと全身が震え、快いうねりが手足の先まで迸る。

        蜜口からは大量の淫液が溢れている自覚があった。濡れやすいのは悠衣も知るところだが、粗相をしたように溢れさせているその箇所へ、指を沈められるのはいつだって恥ずかしい。

        「ゃ、んっ」

        小さく呻くと、悠衣は「ふっ」と息を漏らして笑った。

        「その、恥ずかしそうにしてるの……そそられる」

        吐息交じりの声を吹き込まれるとますます下腹部が潤む。向日葵は「はぅん」と啼いて身を捩った。

        洪水を起こしている秘所へ悠衣の中指が侵入する。

        「んぁっ」

        向日葵は両足をビクッと跳ねさせて目を細くした。悠衣の指は少しの引っ掛かりもなく肉襞を掻きわけて、恥骨の裏側を一定のリズムで擦り始める。

        「やっ、ゃっ……！　だめぇっ……！」

        向日葵が懸命に首を横に振っても、悠衣は悠衣を規則正しく前後させ、左手で掴んでいた大きな乳房の先端を捻り上げた。

        血の通っていない髪の毛までも熱くなるような錯覚に陥る。火で炙られたように全身が滾る。

        両脚を閉じ合わせていることができず、だらんと左右に開く。裂け目の真ん中では肉粒がはちきれんばかりに張りつめていた。そこを親指で押されれば快感は瞬く間に高まる。

        「あぁ、出ちゃう……っ、だめ、ふぁあっ、あぁぁああっ――!!」

        淫部から半透明の液体が脈動に合わせて、ビュッ、ビュッ、ビュッと吹きだした。

        絶頂すると必ずといっていいほど体を抱き締められる。いまもそうだ。悠衣の腕が腰に絡みつき、肌と肌が隙間なく触れ合う。

        悠衣の手に自分の手を重ねると、その温かさをよりいっそう実感できた。

        向日葵は振り返り、最愛の人の顔を見る。官能を帯びた穏やかな笑みを浮かべている。月明かりに照らされた悠衣は、女神さながらの美貌を放っていた。

        向日葵は身を捩って悠衣のほうを向き、女神の乳房を押し上げた。柔らかな双乳は、両の手のひらの中で艶めかしく形を変える。

        自分ばかりが快楽の極みを味わっていたのでは不公平だ。膨らみを揉み込んでいると、先端が尖ってくる。そのひとつを左手の指でコリコリと押し嬲りながら、右手で悠衣の秘芯に触れた。彼女の内側に指を挿れるのにはいまだに慣れないが、悠衣には気持ちよくなってもらいたい。

        「ぁっ……ん、ふぅ」

        花核を撫でると、悠衣は目を細くして悶えた。

        「悠衣さんも、濡れてる」

        ボソリと指摘する。反論はされなかった。

        潤みを帯びた隘路へと、おそるおそる指を沈めた。熱く湿った肉壷を指で探る。

        「んぁ、あっ、ぁ……っ」

        悠衣のよがる顔はいつ見てもいい。病みつきになる。

        向日葵は大きく息をつき、悠衣を満足させるべく指を前後させながら、彼女の瑞々しい唇を自分のそれで覆った。

        　

        　

        　

        おわり

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        


        　

        ロマンス文庫

        　

        書名　　　　　報酬はどうぞカラダでお支払いください

        著者　　　　　水無月はな

        表紙イラスト　モルト

        発行日　　　　二〇二〇年七月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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